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「わが名はメフィストフェレス・ヨハネス。本日は貴様ら人間どもの様子を見にはるばる来てやったぞ」



　そんな一言に、教室のざわめきがピタリとおさまった。

　舞まい坂さか高こう校こうの二年五組の教室。

　朝のホームルームの時間である。

　クラスメイトのだれもかれもが、言葉を発した彼女を見ていた。

　見学者だということで現れた小学生くらいの女の子が突然、傲ごう岸がん不ふ遜そんな声で不可解なことを言い出したのだからムリもない。みんなの顔は呆ぼう然ぜんを絵に描いたような表情だ。

　担任の先生、それに見学の引いん率そつの二に志し沢ざわ先生も、ポカンとした顔になっていた。

　沈黙する教室。

　そんななかで、ひとり。

　奏かなで真ま琴ことは頭を抱えていた。

　冗談じゃない。

　夢ならさめてくれ。

　そう思うけれど、これはまぎれもなく現実だった。

「なにやってんだこのバカっ！」

　そう叫びながら教壇へ駆け寄って、偉そうにしているフェレスの腕をつかんで教室を飛び出し、小一時間ほど説教したくなるが――そんなことできるわけもない。

　自分が彼女たちの関係者だとは思われたくなった。



　教壇にはふたりの少女が立っている。

　どちらも、この場にいるには幼すぎる外見だ。

　たった今ふざけた自己紹介を言い放った銀髪ツインテールのほうは十歳さい程度。まるでこの教室を征服しにでも来たかのような表情で生徒を見回している。

　もうひとり、金色の絹きぬのような髪の少女のほうは少し下で、八歳くらい。おびえるようにうつむけた顔が髪で隠れてしまっている。

　銀髪のほうは黒の、金髪のほうは白の、色ちがい同デザインのワンピースを着ていて、並んだ姿はまちがいなく姉し妹まいだった。



（どういうことだよ……）

　真ま琴ことは叫び声を上げられないかわりに心のなかでうめく。

（なんで当たり前のように挨拶してるんだよ……っ！）

　こんなはずではなかった。

　だってあのふたりは悪魔なのだ。

　この世界とはちがう世界からやってきた、人ならざる存在。

　八大貴き家けのひとつヨハネス家の息女、《可能なる終末》メフィストフェレス。

　そしてその妹、リリス。

　そのうちの姉のほう――フェレスとは真琴は成り行きで数日間をともに過ごしていたのだが、その間彼女は一度たりともほかの人間に姿を見せたりはしなかった。

　彼女は真琴にだけ見えていたはずだ。

　だから。

　真琴は、まさかこんな事態になるなんて考えていなかった。

　ふたりがクラスメイトの前に姿を見せるなんて、思いもよらなかったのだ。

（どうしてこんなことに……）

　いまさら後悔しても遅すぎる。

　そんなことはわかっているけれど。

　それでも真琴は思い返さずにはいられなかった。

　現状から逃とう避ひするように彼の意識は、リリスが真ま琴ことの前に現れた夜へとさかのぼっていった――。

（う、そ……だろ？）



    

  
    
      


第１話　悪魔姉妹の事情





「あれはリリス――わが妹だ」

　たったいま、壁をすり抜けてとなりの部屋に逃げていった少女のことを、フェレスはそう説明する。

「…………」

　真琴は、それにどう反応すべきかわからない。

　とりあえずイスに腰を下ろした。

　身体からだの疲れはまだ全然とれていない。

　なにしろついさっきまで真琴は、さらわれた奈な月つきを助けるため、悪魔のベルゼブルと異能力バトルみたいなことをやっていたのだ。

　それもなんとかカタがついて、真琴が布団に入ったところ、一時間もしないうちに突然あの少女――リリスが夢ゆめ枕まくらに立つ幽霊のごとく現れたのだった。

　何事かと思いながら真琴が声をかけると、彼女はなぜか悲鳴を上げて逃げてしまった、というわけだ。

　深夜である。

　というか、もうすでに空がうっすらと明るい。

　できれば、このまま押おし入いれに戻ってしまいたかったが、そういうわけにもいかない。

　いったいなにがどうなっているのかはっきりさせておかないと、安心して寝てもいられない。

　幸い今日は日曜日だし、徹底的に問いつめることにする。

「……それで？」

　と真ま琴ことはフェレスに言う。

　リリスが妹だと告げたあと、彼女は口を閉ざしてしまった。

　銀色の長い髪をツインテールにまとめている。肌は陶とう製せいの人形のように白い。かなり異国風だけれど、人間に見えないなんてことはない。

　ただ、エルフみたいに尖とがった耳と、血に濡れぬたように赤い両目が、その身が悪魔であると主張していた。

　そして服装はなぜか、真琴が通う舞まい坂さか高こう校こうの女子ブレザー。

　全体的によくわからない姿である。

　そんな姿でフェレスは、不機嫌そうにベッドの上であぐらをかいていた。

　彼女がそこを占せん拠きよしてしまったせいで、真琴はここ数日押入れで寝ているのだった。

　フェレスは腕を組みながら真琴をにらむように見上げ、

「なんだ。それで、とはどういうことだ」

「いや、まさかいまので説明終わりじゃないよな？」

「充分ではないか」

「……お前なぁ」

　真琴はため息をつく。

　はじめて姿を見せたときもコイツはこんな感じだった。いきなり現れて、奈な月つきとセックスしろだの、さもないと奈月が死ぬだの言い出したのだ。

「リリス、だっけ？　あの子がなんでここにいるのかとか、なにしに来たのかとか、話すことはいろいろあるだろ」

　真琴がさとすようにそう言うと、フェレスは「ふん」と鼻を鳴らす。

「しかたないな。それでは我われが人間風ふ情ぜいにもわかるように説明してやるからよく聞け」

「…………」

　ツッコむと話が進まないので、真琴はとりあえず黙って聞くことにする。

　悪魔娘は「よいかしもべ」とこちらに人差し指を向けてきた。



「貴様は、リリスの男嫌いを治すのに協力するのだ」



「…………は？」

　いきなり予想外の言葉を耳にして、真ま琴ことは思わずポカンと大口をあけてしまった。

　説明というより命令するような、彼女の口調。

「……男嫌い？」

「そうだ」

　オウム返しにつぶやく真琴に、フェレスは偉そうにうなずく。

「とある事情でリリスは男から精せい気きを集める必要があるのだが、極度の男性恐怖症でそれができないのだ。精気がなければ、我々悪魔は死んでしまう。だからリリスには男嫌いを克こく服ふくしてもらわねばならん。それにわがしもべである貴様も協力しろと言っているのだ。わかったか」

　よくわかっただろう？　というような得意げな視線でこちらを見てくるフェレス。

　たしかに真琴はフェレスのしもべである。

　しかし、自ら進んでなったわけではない。なるはずがない。

　なかば仕方なく、なかば強制的に、ムリヤリしもべにさせられたのだ。

　キスによって霊れい力りよくを注がれそそるという方法で。

　男なのに、サキュバスになるという形で。

「……イヤだぞオレは。奈な月つきも元に戻ったってのに、なんでまた女にならなきゃいけないんだ」

「なにを言う。あるじの要求には諸もろ手てを上げて喜び応えこたるのがしもべの本ほん懐かいであると教えたではないか」

「いまはじめて聞いたよそんな話！」

　聞いてても、従う気にもなれない。

「だいたい、なんだよとある事情って。協力してほしいなら、そういうことちゃんと話せよな」

「それは……貴様が知る必要のないことだ」

　と。

　フェレスは、突然気まずそうに顔をそらした。

　怪しい。

「おい、フェレス」

「…………」

「おいってば」

「…………」

　まるで無反応。

　怪しすぎる。

　よっぽど話したくないことなのだろうか。

（ん？　そういえば……）

　とそこで真ま琴ことは思い出す。



　もともとフェレスは、奈な月つきをしもべにしようとしたと言っていた。

　奈月は真琴のはとこで、現在は同じ家に住んでいて、ついでにいえば絶賛ケンカ中の、いちおう“〝妹”〟みたいなヤツである。

　しかしフェレスはそのしもべ化に失敗、奈月はほうっておくと死ぬ状態になってしまった。

　それを防ぐためには人間の精せい気きの塊＝精気玉が必要で、それを手に入れるために真琴はフェレスのしもべ――サキュバスにさせられたのだった。

　その精気玉集めは昨日の夜に片がつき、精気を与えられた奈月はもとに戻った――はずなのだが。

　そのとき、フェレスと交わした会話が真琴の脳のう裏りによみがえる。

『一件落着だな――フェレス』

『あ……うむ、そうだな』

『……？　なんだよ。やっぱり精気が足りなかったとか言うんじゃないだろうな』

『い、いや、そんなことはないぞ！　ただ……ちょっと、な』

　――あのときのフェレスは妙に歯切れが悪かった。

　もうひとつ気になるのは、リリスだ。

　さっき真琴から逃げ出した彼女は、壁をすり抜けてとなりの部屋へと姿を消した。

　となりの部屋。つまり、奈月の部屋だ。

　そしていまのフェレスの発言――リリスには精気が必要……。

　さらに、奈月をさらった悪魔ルルの思わせぶりな言葉がよみがえる。

『この人間を殺せば、リリスちゃんは外に出てくるんじゃない？』

　それはつまり……。



「おい……まさかとは思うが、リリスが奈月のなかにいて、オレが精気玉を集めたのはじつはリリスのためだった、なんて言わないだろうな」

「！」

　フェレスは驚きに目を見開く。

　それから「しまった」というようにあわてて表情を整えた。

　けれどもう遅い。

　いまの態度が、真琴の言ったことが正解だと雄ゆう弁べんに語っていた。

　真ま琴ことはガックリと椅子の背に身体からだをあずけた。

「マジかよ……それじゃ、しもべにしようとして失敗とか、奈な月つきが死ぬとか、全部ウソだったってのか……？」

「…………」

　フェレスはちょっとだけ、気まずそうに顔をそらした。

　が、すぐに偉そうに胸をはり、

「そういうことだ。ふ、ふん、まんまと騙だまされおって」

　そんなふうに言ってくる。

　その態度に、真琴は一気に脱力した。

「はぁ……」

　ため息をつく彼の脳のう裏りに、数日間の記憶がよみがえる。

　サキュバス化して体験した苦難と不運の記憶だ。

　ランジェリーショップで下着を試着して、しかも購入までしてしまったり。プールで女子に囲まれて、桐きり原はら実み央おにおもいっきり抱きつかれたり。鈴すずの音ねに全身舐めなられたり……胸に触ってしまったり……。

　電柱に頭を打ちつけて消し去ってしまいたい記憶ばかりだ。

　どれもこれも、ケンカ中とはいえ家族である奈月が死ぬと聞いたから耐えてきたのだ。それが……、

「ぜんぶムダだったってのか……！」

　思い返すうちに怒りがこみ上げてきて、真琴は思わず声をあらげる。

　すると、

「そ、そんなことはないっ」

　フェレスはあわてるというか、あせったような口調で、

「たしかに貴様にとっては利のないことだったかもしれん。だがアイツは……リリスは、本当に危険な状態だった。霊れい力りよくが尽きかけて、存在が消えてしまうところだったのだ。奈月の身体に入ることでなんとか延命できていたが……」

「…………」

「さっきのように外に出られるようになったのは貴様のおかげだ。だから……その……感謝はしている……」

　とても言いづらそうにそんなことを言ってくる。目はそらしたままで、表情はまるで怒っているように見える。

　けれど、ウソをついているようにだけは、見えなかった。

　その言葉は本心だと、真琴には思えた。

　傲ごう岸がん不ふ遜そんで乱暴で、いつも偉そうなフェレスだが、基本的に悪いヤツではない。

　それは分かっているのだ。

「……話せよ」

「む？」

「リリスちゃんの男嫌いのこと。さっき言ってた、とある事情ってのをさ」

　どうせウソをついていたことはバレたのだ。隠す必要もないだろう。

「話したくないことがあるなら話せるところだけでいい。じゃないと、手伝えるものも手伝えないだろ」

「貴様……」

　フェレスは意外そうな顔で真ま琴ことを見てきたが、やがていつもどおりの不ふ遜そんな態度で、

「ふん。はじめから素直にあるじの命に従えばよいのだ」

　と、素直じゃない悪魔娘はそう言うのだった。



　　　◇



「インマタイシツ？」

「そうだ」

　漢字変換できなくてそのまんま繰り返す真琴に、フェレスは神しん妙みようそうにうなずく。

「我々悪魔は人間と違って、体内で霊れい力りよくを生み出すことができる。悪魔は存在のすべてが霊力で構成されているから、それだけで完全に自給自足できるのだ。霊力を集めるしもべが必要になるのは、戦いで急激に霊力を消費したときや、なにか大魔術を行ないたいときなどだな」

　そういえば、ルルがちらっとそんなことを言っていた気もする。

　フェレスは難しそうな表情のまま、

「しかし――リリスはそれができないのだ」

「自分で霊力を生み出せない、ってことか？」

「そうだ。この体質は百万人に一人というレベルのめずらしいもので、治療法はまだ見つかっていない。ヨハネス家には、なぜかこの体質を持つ者が生まれることが多いのだ。多大な霊力を手に入れたことの代償なのか……」

「…………」

「……っと、すまん。話がそれたな」

　フェレスはちょっと気まずそうに苦笑した。

　なにか複雑な事情があるのだろうか。

　そんな顔をされるとこっちが気まずい。

「とにかくそういう体質なので、アイツは外から霊力を集めなければいけないのだ。そのためには、男を誘惑して精せい気きを奪う必要がある」

　それで淫魔体質か。真ま琴ことの頭に、やっと漢字変換された文字が思い浮かんだ。

「……それなのに、本人は男が苦手、か」

「そういうことだ」

　苦々しげというか、悔しげというか、とにかく困り顔でフェレスは腕を組む。

　たしかに、と真琴はさっきのリリスの様子を思い出す。

『え……だれ？』

『ひっ！　――いやあああ!!』

　真琴が声をかけただけで、まるで襲いかかられたかのような悲鳴を上げて逃げ出していった。あれでは、男を誘惑することなど不可能だろう。

「……あれ？　本人ができないなら、しもべにやらせるとかじゃダメなのか？　お前だって、オレに精気玉を集めさせたじゃないか」

　しかし、フェレスは首を左右に振る。

「淫いん魔ま体質の者は霊れい力りよくを操るのが不得手なので、しもべを作ることができないのだ。こちらは、訓練などでどうにかなるものではない」

「そうなのか……」

　ダメだった。

　まあ、真琴がこの場で思いついたことでどうにかなるくらいなら、もうとっくに問題は解決してるだろう。

「……ん？」

　と、また疑問がわいてきた。

「それじゃ、これまではどうやって霊力を手に入れてたんだ？」

「我われが与えていたのだ」

　これまた困ったような顔で言うフェレス。

「我は霊力が多いからリリスひとりまかなうくらいどうということはない。だが、一生そうして過ごすのはリリスがイヤだと思ったのだ。だからちょっと提案しただけなのに、アイツは……」

　と、なにやら突然小声で愚ぐ痴ちりだした。

　モゴモゴと口のなかでつぶやくので、なにを言っているのか聞こえない。

「おい、なんだって？」

「……！　な、なんでもないわっ」

　そしていきなり怒りだした。

　なんだってんだ。

「とにかくだっ。アイツはいま、奈な月つきの身体からだのなかに閉じこもっている。精気玉を与えることで回復したから、本当ならいつでも出てこられるのだが」

「引きこもっちゃったってわけか」

「そうだ。なだめても脅しても出てこようとしないのだ」

「脅したらそりゃ出てこないだろう……」

　まったく、と真ま琴ことは頭を振る。

「しかし……どうしてリリスは奈な月つきの身体からだになんか入ることになったんだよ。そもそも、なんでわざわざ悪魔界からこっちにやってきたんだ？」

「それは……」

　ふたたびモゴモゴとくちごもってしまうフェレス。

「それは？」

「…………ええい、そんなことはいまはどうでもいい！」

　と、また怒りだす。

　どうやらあまり触れられたくないらしい。

　フェレスが脚あしを持ち上げる素振りを見せたので、真琴はあわてて手をふる。

　またあの衝撃波みたいなのを喰らくわされてはたまらない。

　なにしろ、いまフェレスが占せん拠きよしているベッドも、その蹴けりのせいでまっぷたつにされたのだ。

「わ、わかったよ。話したくないことがあるなら話さなくていいって言ったじゃないか」

「……ふん」

　わかればいい、というようにフェレスは座りなおした。

　相変わらず乱暴なヤツだった。

　しかたがないので真琴は話を戻す。

「わかった。それじゃ、リリスの男嫌いを治すとして、だ。けっきょくそのためになにをどうすりゃいいんだよ」

　真琴の出る幕があるとは思えないのだけど。

「簡単な話だ。男に慣れさせればいい」

「いや、それはそうだろうけどさ……」

　それができないから、いままでリリスもフェレスも苦労してたんじゃないのか。

「どうやって慣れさせるかが問題だろ？」

「そこで貴様の協力が必要なのだ」

　オレの？　と真琴は自分を指差す。

　なんかイヤな予感しかしなかった。

　フェレスは親指でとなりの部屋をさし示す。

　そして表情を変えることもなく、平然と言い放った。



「奈な月つきとセックスしてこい」



「で・き・る・かぁ！」

　イヤな予感はおもいっきり的中した。

「前と同じパターンかよ！　できるわけないって何度も言っただろうが！」

「わめくな、やかましい。前とは意味合いが全然ちがうではないか」

「……どうちがうんだよ」

「前回は単純に精せい気きが必要だったが、今回はリリスに慣れさせるというのが主目的だ。一度男を味わえば、身体からだが自然にそれを求めるようになる」

「お前、もうちょっと言葉選べよな……」

　実際にそういう話なのがタチが悪い。

「にしたってムリだからな。アイツとそんなことするなんて有り得ないにもほどがある」

「べつに和わ姦かんである必要はないぞ。我われがリリスを奈月のなかに押さえつけている間に無理やり――」

「よけいできるか！　そんなことしたら家庭が崩壊するだろ――」

　ガンガン！

　とそこへ。

　突然扉をたたく音が響いた。

　続いて返事も待たずに扉が開き、私服姿の奈月が現れる。

　やや茶色がかった黒髪を、黄色いリボンでツーサイドアップにしている。その下の整っているはずの顔は、いまは盛大な不ふ機き嫌げん面づらだった。

　もっとも、彼女は真ま琴ことの前では、たいていこんな表情なのだけど。

　奈月のことを可愛かわいいというヤツは多い。同じ家に暮らしている真琴をうらやましいというヤツもいる。しかし真琴自身は、コイツをまるで可愛いとは思わない。

「こんな朝っぱらからなに騒いでるのよ！　バカなの？　頭おかしいの？」

　部屋に突入してきた奈月は、侮ぶ蔑べつのたっぷりこもった声でそう言ってきた。

「……ほら、これのどこが可愛いんだ」

「はぁ？　なんか言った？」

「なんでもねえよ……」

　奈月の暴言に反論したりすると、倍になって返ってきたりするので面倒だ。

　なのでいまでは、いちいち口答えしないことにしている。

　真琴の態度に奈月はちょっと不満そうに、

「で？　なんなのいったい？」

「……なんでもない。ちょっと寝ぼけただけだよ」

　真ま琴ことがそう答えると、奈な月つきは不審げにまゆをひそめる。

　が、やがておおきなため息をついて、

「あんまり奇行に走らないでよね。変な噂うわさが広まったら、私まで恥ずかしいんだから」

　そう言い捨てると、真琴の返事もきかずに部屋を出ていった。

　まるで台風みたいなヤツだ。

（にしても、いつもならドアの向こうから怒鳴るだけなのに、なんでわざわざ部屋に入ってきたんだ？）

　まあとくに意味なんてないんだろうけど。

　窓の外を見れば、すっかり朝日が顔を出していた。起き抜けにとなりから騒音が聞こえてきて、よっぽど腹がたったのだろう。

　はぁ、と真琴はため息をつく。

　アレは天災だとあきらめるしかない。

「……ってか、いまの奈月にリリスが入ってるのか？　普段とまったく変わらない感じだけど」

「なかにただいるだけだからな。とり憑ついたりしているわけではない」

「ふぅん……」



    

  
    
      



    

  
    
      　よくわからないけど、そういうものらしい。

　それよりも話の続きだ。

　真ま琴ことはイスに座りなおし、

「もうちょっとマトモな方法はないのかよ」

「うーむ」

　腕を組んで考え込むフェレス。

「実際に男の精せい気きを取り込んで慣らすのが一番手っ取り早いのだが」

「べつに手っ取り早い必要はないだろ。それでよけいトラウマになったらどうすんだよ。もうちょっと穏おん便びんで平和的な手段にしよう」

「むぅ……」

　とますます考え込むフェレス。過激な方法以外浮かばないのはどうかと思う。

「……べつに、最初から男の精気を手に入れる特訓をすることもないんじゃないのか？　はじめは男がいるところに行って、少しずつ慣れてくとかさ」

「男がいるところ、か。ふむ」

「そうそう……たとえばうちの学校とかさ。男女半々だし、はじめてにはちょうどいいんじゃないか？」

　もちろん、できれば来てほしくはないが、この問題を解決しないとフェレスもリリスもいなくなってくれそうにない。だったらなるべく協力して、ふたりには早く悪魔界にお帰りいただくのが賢明だろう。

　そうでもしないと、真琴もいつまたサキュバスにさせられるかわかったもんじゃない。

　そんなことを考えているところへ。

「…………がっこう……？」

　まるで幽霊のように、壁をすり抜けて少女の顔が現れた。

　リリスだ。

「うわっ」

「ひっ……！」

　思わず上げてしまった真琴の声に、引きつったような悲鳴を上げて顔を引っ込める。

　が、ちょっと間を置いて、彼女はこちらの部屋へ姿を現した。

　はっきりと目の覚めた状態で見て、真琴は改めて彼女がフェレスの妹だと納得する。

　見た目の歳としはフェレスよりちょっと下――八歳さいくらい。

　絹きぬのような金色の髪の毛や、気弱そうな表情は姉と正反対だが、透き通るような白い肌や深く濃い赤の両目は血のつながりを感じさせた。

　と、真琴が思わずリリスに視線を奪われていると、

「な、なんですか？　なんでジッと私を見てるんですか……？」

　恐怖に震える声でリリスが言ってきた。

　真ま琴ことからできるかぎり遠ざかろうとでもいうように、部屋の隅に移動しながら、

「わ、わかりました……あとで私を襲うつもりなんですね……！」

「……は？」

「く、く、暗がりに連れ込んで、腕力にものを言わせて服を引き裂いて……！」

「なんでそうなる！」

「いやぁー！　いやぁー！　怒鳴ってきた！　やっぱり男はケダモノです怖いです！」

　思わずちょっと大きな声でツッコミをいれたら、リリスは本格的におびえ出す。

　部屋の隅で頭を抱えて丸くなってしまった。

　これはたしかに、相当重症だ。

　真琴は、リリスにがんばって穏やかな声を投げかける。

「り、リリスちゃん。大きい声出してごめんね。べつに怒ったわけじゃないんだ――」

「い、いや、来ないで……お願いだから、来ないでください……！」

「大丈夫だって。オレはなにもしないから――」

「ひいいぃぃ！」

　真琴が一歩近づくと、またも悲鳴を上げて縮こまるリリス。

「男怖い男怖い男怖い男怖い男怖い男怖い男怖い男怖い男怖い男怖い男怖い男怖い……」

　ガタガタと震えながら、そんな言葉を呪じゆ文もんみたいに繰り返している。

「…………」

　手のつけようがなかった。

　真琴はあきらめてフェレスに向き直る。

「おい、なんとかしてくれよ……どうした？」

　なぜか彼女は意外そうな表情をしていた。

「驚いたな――リリスがこんなに男とマトモに会話を交わすとは」

「これで!?」

　どうやら、前途は相当多難なようだった。



　十分後。

　とりあえず落ち着いたらしいリリスは、ようやく顔を上げてくれた。

　といっても、部屋の隅にはりつくように丸まったままである。

　それに、真琴のほうには決して視線を向けてはこなかった。

　警戒心の強いウサギみたいな状態の彼女は、ポツリとささやくように、

「がっこう……行ってみたいです…………」

「？　そうか、悪魔界には学校がないのか」

　真ま琴ことはフェレスに問いかける。

「いや。リリスは体質のせいで、ずっと屋敷で家庭教師に勉強を教わっていたのだ」

「なるほど……」

　どうやら悪魔にも、人間と同じような生活があるらしい。

「よしっ」

　と突然立ち上がるフェレス。

「決まりだな。明日さっそく学校に行って、男嫌いを治す特訓だ。わかったな、リリス」

「……はい」

　リリスはちょっと戸惑うようにうなずく。

　が、真琴は待ったをかけた。リリスに話しかけるとまたおびえるので、フェレスに向かって、

「本当に大丈夫なのか？　まさかあんなに怖がると思ってなかったから学校なんて言ったけど、もっと人の少ないところのほうが――」

「だだ、だ、だっ、だいじょうぶですっ……」

　機き関かん銃じゆうみたいにつっかえながらリリスが言ってきた。

　おもいっきり目を閉じて、顔も真琴からそらしながら、

「と、とととと特訓ですから。ががががんばります私……！」

「…………」

　身体からだを震わせながら声をしぼり出す彼女に、ダメという気にはなれなかった。

「……わかったよ。じゃあ学校に行こう」

「…………真琴さん」

　ちらり、と腕の隙すき間まからこちらを見てきたリリス。

　真琴は笑みを浮かべて、

「頑張ってね」

「は、はい……！」

　彼女は逃げるようにすぐ顔を伏せてしまったけれど、コクコクと小刻みにうなずいた。

　と。

「――ん？」

　ベッドの上では、フェレスがなぜか不機嫌そうな顔でそっぽを向いている。

「どうしたフェレス？」

「……べつに、どうもせんわ」

「？」

　意味がわからず、真琴は首をかしげた。



　　　◇



　そんなわけで週明け。

　月曜日。

「不安だ……」

　今け朝さ、何度目になるかわからないつぶやきをもらしながら、真ま琴ことは舞まい坂さか高こう校こうの昇降口をくぐるのだった。

　ここ数日いつも背後霊のように学校へついてきていたフェレスは、今日はいなかった。準備があるから先に行ってろと言われたのだ。

　まわりの人間に見えない悪魔が学校に来るのに、なんの準備が必要なのか。

　ホント、イヤな予感しかしない。

　できれば回れ右して、そのまま帰宅したいくらいだ。

　しかし、真琴がいなければいないで面倒なことになりそうだし……。

　そんなことを考えているところに、後ろから、

「よ、真琴」

「覧らん太たか。おはよ」

「おう。……どうした？　元気ねーな。また奈な月つきちゃんになんかやられたか」

「…………」

　まったくコイツは、どうして人の心情をこうもやすやすと見抜くのだろう。

　残念ながら原因に関しては外れだけど。

「……今日は違うよ。アイツのせいじゃない」

「へー。そんなこともあるのか」

「お前はオレをなんだと思ってるんだ……！」

　べつに真琴は、三六五日二十四時間つねに奈月に責せめ苛さいなまれているわけではない。

　靴をはきかえ、二人は二階の教室へ向かう。

　真琴のとなりを歩く覧太は、今日も相変わらず人生が充ちみ足りたような笑顔だ。

　宮みや木き野の覧太。

　茶髪にピアスのちょっと不良っぽい見た目に反して、成績優秀、生活態度も優良で、教師生徒を問わず人気者。

　宿題の教え方はうまいし、面倒な雑務の手伝いも気軽に（しかも効率よく）引き受けるので、クラスでは委員長よりも頼りにされている。

　生徒会や部活の助すけっ人とも請け負うので、学校中に顔がきく。

　学校の外にも知り合いがいて、そのつながりで大学生の彼女ができたとかできないとか……リアルが充実しすぎていて、真琴とは住む世界がちがう気さえしてくる。

　しかし、そんな覧らん太たが真ま琴ことにとっては一番気安い友人なのだから世の中はわからない。

「奈な月つきちゃんじゃないとすると、山やま下したがらみか？」

「それも外れ」

「なんだよ。お前ほかに悩むことなんかあるのか」

「だから、お前はオレをなんだと……！」

　失礼なヤツだ。

　しかし本当のことを彼に話すわけにもいかない。

『知り合いの悪魔がこれから学校に来るんだけどどうしたらいいと思う？』

　そんな相談したら、病院か教会につれていかれるのがオチだ。

　いつもどおりの「宿題やった？」とかそんな話題に移りながら二年五組へ。

　ガラリと戸を開け教室へ入る。



　山下鈴すずの音ねと、おもいっきり目が合ってしまった。



　入口近くの女子の席に集まって、おしゃべりしていたようだった。

「……あ」

「…………」

　鈴音は口を開いたまま固まってしまい。

　真琴はタイミングを逃して沈黙してしまう。

　数日前、性せい癖へきを解放されて真琴の肌を舐めなてきた鈴音。

　真琴のサキュバス化が解けて、同時に鈴音が正気に戻ったとき、彼女はブレザーとブラウスを脱いで、ブラも外れかけで、真琴にのしかかろうとしていた。

　そのときのことを二人ともしっかり憶えおぼていて。

　しかもそれからマトモな会話を交わしていない。

　気まずくなるのもムリはない。

　覧太には、鈴音がらみで悩みはないと答えたが、ないどころか大アリだった。

「あ、う……」

　と金魚みたいに口を開け閉めするけれど、言葉は出てこない。

　鈴音は机に両手をついてこっちに顔を向けていて、上半身を前にかたむけたそのポーズは偶然にもグラビアの撮影みたいで、なんというか彼女の胸の大きさが強調されて……。

（そういえば、山下さん新しいブラ使っているのか。心なし前より大きくなったように見える……）

　とかよけいなことを考えてしまう。

　鈴音はこの前まで身体からだに合わない小さめのブラをしていたが、女状態の真琴と一緒に行ったランジェリーショップで、ぴったりのサイズのを買ったのだ。

（ってことは、あのとき買ったピンクのやつを……うわああ！）

　下着姿の鈴すずの音ねを想像してしまう真ま琴こと。

　鈴音のほうは、なんだかちょっと顔を赤らめ、さりげなく腕を組んで胸を隠そうとしていた。全然隠せるようなサイズではないのだけど。

　そして、そのまま女子と会話の続きをはじめてしまう。

（ダメだ……やっぱりマトモに会話なんてできない…………）

　数日前には、意い気き揚よう々ようと告白しようとまでしていたのに……。

　真琴はガックリうなだれながら自分の席に向かった。

　覧らん太たが平然とした様子で鈴音とあいさつしているのが恨めしうらかった。

　そしてそのあと「やっぱりな」みたいな顔でこっちを見てきたのが腹立たしかった。



　　　◇



　真琴がショックで自分の机に突っ伏している間に、担任の先生が来て、朝のホームルームが始まっていた。

「あー、突然なんだが、今日は外部から見学者が来ることになった。ウチのクラスでもいくつか授業を見ていくそうだが、気にせずいつもどおり過ごすように」

　そんな担任の言葉にざわめく教室。

　真琴も落ち込んだ頭で、ぼんやりと考える。

（見学者なんてはじめてだなー……。有名な進学校とかでもないのに、なんでだろ？　なんか事情が…………）

　と、そこで上半身を跳ね起こす。

　横の席の覧太がびっくりしていたが、それどころではない。

　まさか。

　まさかまさか。

　前をみると、担任の先生が廊下に向かって会話している。

「え、最初にあいさつしたいって？　わかりました」

　担任のうなずきに入ってきたのは、英語教師の二に志し沢ざわ先生だ。どうやら引いん率そつに駆り出されたらしい。



　――こうして、話はようやく冒頭に戻る。

　信じられない思いで正面を見る真琴の視線のさきで、二志沢先生に続いて現れたのは、ふたりの悪魔娘――フェレスとリリスだった。



    

  
    
      


第２話　闇やみのなかで君と二人





「わが名はメフィストフェレス・ヨハネス。本日は貴様ら人間どもの様子を見にはるばる来てやったぞ」



　教室のざわめきがピタリとおさまった。

　二に志し沢ざわ先生と担任の先生も唖あ然ぜんとしている。

　一人、真ま琴ことだけが頭を抱える。

（なに考えてんだあのバカっ！）

　まったく想定外だった。

　こんなことをするとわかっていたら、学校に来いなんて絶対に提案しなかった。

　後悔する真琴をよそに、事態は勝手に進行していく。

　フェレスは教室の微妙な空気など気にする様子もない。横で顔をうつむけているリリスをつついてあいさつをうながす。

　リリスはしばらく、借りてきた猫のようにジッとしていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　が、姉の「ほれ、さっき我われが言ったとおりに言えばいいのだ」という言葉に、ようやく顔を上げ――



「…………ひっ！」



　――るなり、引きつった声をもらした。

　教室を、まるで敵兵に囲まれた捕ほ虜りよみたいな顔で見回す。

　目にじんわりと涙が。

「おと……こが…………こんなに……」

　全身がブルブルと震えだして。

「や……いや…………！」

「きみ、どうした？　大丈夫か？」

「！」

　担任の先生の声に、リリスは突つつかれた小動物みたいに跳とび上がる。

「いや……いやあああああ!!　男いやああああ！！！！」

　そしてそのまま悲鳴を上げて、教室を飛び出していってしまった。

　フェレスがあとを追う。

「待て、リリス！」

「――え、ど、どうしたのふたりとも!?」

　少し遅れて、われに返った二に志し沢ざわ先生も教室を走って出ていった。

（ああもう……）

　面倒なことになったと、真ま琴ことは深くため息をついた。



　　　◇



　若干の混乱を残したまま朝のホームルームは終わった。

　真琴はざわめく教室をあとにして廊下に飛び出す。

　フェレスはいいとして、リリスが心配だ。

　さっきの様子じゃ、どこにでも男がいるこの学校では逃げ場なんてないだろう。

（……どこに行ったんだ）

　まさか、大声で名前を呼ぶわけにもいかない。真琴がふたりと知り合いだと公言したくはなかった。

（けど、早くしないと授業が始まっちゃうし……）

　そんなことを考えながら廊下を歩いていると、

「おい、しもべ」

　呼びかけられて振り向けば、黒いワンピース姿のフェレスがいた。

　ひとりだ。

「あれ？　二に志し沢ざわ先生は？」

「まいてきた。人間が横にいるといろいろ都合が悪いのでな」

「……オレも人間なんだけど」

「貴様はそれ以前にわがしもべだろう」

「…………」

　いろいろ言いたくなったが、いまはそれどころではない。

　真ま琴ことは我が慢まんして問いかける。

「で、リリスちゃんは？」

「見失った」

「そうか……」

　いまごろ、どこかで男におびえて泣いているかもしれない。早く見つけてあげないと。

　と考える真琴のよこで、フェレスはなぜか、やけに深刻そうな顔をしていた。

「このままではまずいな……」

「まずい？　なにがだ」

「このままだと、リリスの霊れい力りよくが暴走するかもしれん」

「霊力が、暴走……？」

　たまらなく不吉な言葉に、真琴はめまいすら感じる。

「……どういうことだ？」

「リリスは自分で霊力を操るのが不得手だと昨日言ったであろ。だから、いちど暴走すると強烈な霊力を放出して人間の情じよう動どうを刺激してしまうのだ」

「？　よくわからないんだが」

「人間風ふ情ぜいにもわかるように簡単に言うとだな」

　とフェレスは真琴を指さしてきた。



「リリスの本気の悲鳴には、サキュバスになった貴様の右手と同じ効果があるのだ」



「…………」

　サキュバスになった真琴の右手。

　それは、精せい気き玉が存在する部位に触れることで、相手の性せい癖へきを解放する。

　同じ効果が、リリスの悲鳴に……。

「……ってめちゃくちゃヤバいじゃないか！」

　彼女にしたらトラウマどころじゃない。具体的に肉体的なピンチだ。

「なんでそんな大事なこと黙ってたんだよ！」

「教えたら、来るなと言ったであろ」

「当たり前だ！　そもそも、姿をほかの人間に見せられるってのも聞いてないし……」

「？　貴様に見えるのに、ほかの人間に見えるようにできないわけがないであろ。なにを言っているのだ」

「…………それはそうだけど」

　フェレスは、なにを妙なことを？　といった顔で見てくる。

　自分が特別とか思っていたわけではないが、ちょっと恥ずかしい。

「っと、それより早く探さないと――」

　と、言いかけたときだ。



　――ひぃいやあああああああああああ！！！！！！



　聞いた者は即死するという、マンドラゴラの悲鳴が実在するならこんな感じじゃないだろうか。

　それくらい激しい、圧力すら持つ声が、廊下に響き渡った。

　いままでになんどか聞いた悲鳴とは明らかに質の異なる、「力がこめられている」とわかる悲鳴だった。

「リリス！」

　フェレスが、いつになく慌てた様子で駆け出す。

　真ま琴ことも後に続いた。



　　　◇



　二階から一階へおりる階段の踊り場にリリスはいた。

「いや……おとこ……やだぁ……！」

　壁かべ際ぎわにへたり込み、スカートのすそがめくれるのも気にせずに逃げるリリス。

　それを、十人以上の男が取り囲んで、ジリジリと追い詰めていた。

　まるでゾンビ映画のワンシーンみたいな光景だ。

　みな、正気を失ったかのようなフラフラとした足どり。

　口からはブツブツと胡う乱ろんな声がもれている。



「金髪幼女……金髪ようじょぉおお」

「そのふとももで俺おれの顔を挟んでくれえ！」

「お、俺は足で、踏んでほしい……」

「ペロペロ、ペロペロさせろぉぉ」



「変態ばっかりじゃないかっ」

「みな性せい癖へきを解放されてしまったのだから仕方なかろ。人間など本能に支配されればあんなものだ」

　悲しい真実だった。

　そんな間にも、リリスはどんどんと踊り場の端はしへ追い込まれていく。

「は、早く助けないと」

「ふん。わかっておるわ」

　そう言ったかと思うと、フェレスはいきなり真ま琴ことの頭をつかんで、

「え？　……んぐっ！」

　唇くちびるを重ねてきた。

　瞬間――。

　真琴の全身を霊れい力りよくが駆かけ巡めぐる。

　熱いような冷たいような、不思議な感覚が満ちていき。

　身体からだが、頭のてっぺんから指の先まで、根本から組み替えられた。

　あるじとしもべとして契約を交わしているフェレスと真琴。

　その口づけは儀式であり魔術の体たい現げんだ。

　真琴は、唇という接触点から流れこむフェレスの霊力によって、悪魔のしもべたるにふさわしい姿へと変わる。

　女夢魔サキュバス。

　それは伝承において、人間を性的魅み力りよくによって幻惑し、精せい気きを絞りとるとされる怪かい異いの名だ。

　そう、つまり。

　淡あわい霊力の光が消えたあとその場に立っているのは、



　女の身体で、女子用の制服を身にまとった真琴だった。



「なっ……うわ!?」

　まさかここでサキュバスにされると思っていなかった真琴は、思わず自分の身体を確認する。

　カラスの濡ぬれ羽ば色いろにつやめく長髪。

　ほっそりとして、しかし女性的な曲線を描く四し肢し。

　そしてなにより、ブレザーに包まれながらもふっくらと盛り上がった胸。

　どうしようもないほどに、女になっていた。

「なんでだよ！　なんでこのタイミングでオレを女にする!?」

「リリスを助けるのであろう？」

「理由になってないぞ……」

「あー、物分かりのわるいしもべだな」

　ムチャなことを言うフェレス。

「いいか？　あの男どもは、リリスの悲鳴で性せい癖へきを解放されて、そのとき近くにいた異性であるリリスを襲っているのだ。そこに、より強い魅み力りよくを持った異性が現れれば、当然あいつらはそっちに矛ほこ先さきを変えるであろうが」

「より強い魅力を持った異性って……まさか」

「サキュバスの霊れい力りよくは情じよう動どうを刺激するのに特とつ化かしているからな。真しん性せいのロリコンでもなければ、みんな貴様を追うだろう」

「つまりなにか？　オレにリリスちゃんの代わりに追いかけ回されろっていうのか!?」

　冗談じゃない。

　鈴すずの音ねや実み央おひとりでもあれだけの目にあったのだ。あんな大おお人にん数ずうの、しかも男が相手じゃ、なんというか、命以外のあらゆるものが危ない気がする。貞てい操そうとか。

「心配するな。べつにアイツらの精せい気き玉を手に入れなければいけないわけではないのだ。適当に逃げ回って、まいてしまえばよいではないか」

「それはそうだけど……」

　そんな簡単にいくものだろうか。

　しかし、迷っている余裕はなかった。

　男子のひとりがこちらに気づいて顔を振り向けてきた。

　その目が異様にギラギラしていて怖い。

「なんて美しい……ふともも！」

「キモいっ」

　思わずツッコんでしまった。

　あわてて口を閉じるがもうおそい。

　いままさにリリスに飛びかからんとしていた男たちが、いっせいに真ま琴ことのほうを見てくる。

　ふたりほど、またすぐにリリスのほうに向き直ってしまったヤツもいた。フェレス言うところの「真性のロリコン」なのだろう。割合的に多いだろうか少ないだろうか。

　そんなよけいなことを考えていると、



「く、黒髪ロング……黒髪ロングのお姉さんだぁ！」

「く、靴を、靴をはいたまま踏んでくれ……」

「その胸に顔を埋うずめたいんだよおおぉぉ」



　そんな危険な発言をしながら階段を駆け上がってきた。

　さっきの、ゾンビみたいな緩かん慢まんな動きとはエラい違いだ。

「うわああああ!!」

　真ま琴ことは身を反転。

　一気に走りだす。

　背後ではフェレスの「この変態どもがっ」という声と、打撃音。

　真琴のほうに来なかった男ふたりに蹴けりでも放っているのだろう。

　リリスのほうは任せていい。

　問題は自分のほうだ。

　チラリとうしろを見ると、男どもが血走った目をギラつかせ、歯をむき出した口のはしからヨダレをこぼしながら迫ってくる。

　もはや人ではない。あれは鬼だ。



「じゅるり……ふとももじゅるり」

「うぇへへぇ……全身舐めな回す……」

「その豊かな胸の感触をどうか俺おれの手のひらに！」



「いやだああああああぁぁぁぁ！！！！」

　もし捕まれば、大切ななにかがいろいろと失われるのは確実だ。

　真琴は生まれてこのかた出したことがないような速度で逃走する。

　恐怖の鬼ごっこの始まりだった。



　　　◇



「はぁはぁ……」

　真琴はいったん足を止めて息を整えた。

　どこをどう逃げまわったのか自分でもわからなかったが、いつの間にか校舎から外に出ていて、体育館の裏うら手てに来ていた。

　サキュバス化しているときは運動能力が上がっているようで、何人かの男子はわりとすぐに脱落していった。

　けれど――、

「いたあぁあ！」

「……くそっ」

　見つかった。

　真ま琴ことはふたたび走りだす。

　残っているヤツは、溜ため込んでいた性せい癖へきがとりわけ強いのか、尋じん常じようじゃない気き迫はくで迫ってくるのだ。聞こえてくる叫び声も、



「おれの×××を××に×××んでやる！」

「きみの身体からだを××で××××にっ」

「後ろから×××××××××××せたい……」



　すでに放送禁止用語まみれで聞くに堪たえない。

　あんなのに捕まったらもうおしまいだ。

　しかし、

「はっ……はっ……」

　いくらなんでもそろそろキツい。

　胸が苦しいし、足も重くて持ち上がらない。

（これは……マジで……ヤバい……）

　舌を噛かみ切きる覚悟をしたほうがいいかも。

　などとちょっと本気で思ってしまう。

　と。

「……あれは」

　真琴が逃げるさきに、小さなプレハブがあった。

　体育倉庫だ。

　その倉庫の扉が細く開いていた。

　真琴は背後を見る。

　追手はまだ校舎の角を曲がってきていない。

　今のうちにあそこに隠れれば……。

「よし……！」

　真琴は体育倉庫に飛び込む。

　勢いよく扉を閉じ、背中をあずけた。

　これで彼らは真琴を見失うだろう。

　ここに探しにこられればアウトだけど、正気を失っている彼らがそこまで頭が回るとも思えない。

「……助かったぁ」

　そんな言葉とともに、真ま琴ことは安あん堵どの吐息をつく。

　その耳に。



　――かしゃん。



「…………え？」

　扉の外で、なにかがきれいにはまり込んだような音が聞こえた。

　ゾッと、イヤな予感が真琴の背中を駆かけ巡めぐる。

「え？　まさか……」

　ぐいっと押してみるが、扉はビクともしない。

　どうやらこの倉庫の鍵かぎは外側についていて、それはかんぬき型のひどく単純な錠じようだったようだ。

　そしてそれが、真琴が扉を閉じた勢いで、閉まってしまったらしい――。

「……そんな」

　真琴は呆ぼう然ぜんとする。

　ふらり、とたった今まで走り回っていた疲れが急に足にきて、扉にもたれかかる。

　せっかくピンチを切り抜けたと思ったのに、ふたたびピンチだった。

　しかも、いまの逃走劇で体力も気力も尽きかけていた。

　と。

「だれ？」

「……え？」

　倉庫の奥のほうから声が聞こえて、真琴は振り向く。

　まさか、人がいるとは思わなかった。

　しかし考えてみれば当然だ。扉が開いていたのだから、だれかがなかにいるのが普通だろう。

　真琴はホッと息をついた――が、すぐに思い直す。

　そとに鍵がかかっている状態で、なかに人がいたって意味がないではないか。

　どちらかというと、いつサキュバス化が解けるかわからないこの状況で、この密閉空間にだれかと一緒に閉じ込められるというほうがマズい気がする。

（しかも……いまの声、すごく聞き覚えが……）

　そんなことを思いながら、何気なく足を一歩踏み出したところに、

「あ、動かないほうが……」

「え？　――うわぁ！」

　手遅れだった。

　暗くら闇やみのなかで思いがけずなにかにつまずいて、おもいっきりバランスを崩す。



　ガラガラ、カコーン、バッシャーン！



　目の前にいただれかを押し倒すように転倒。

　倒れた真ま琴ことの上から、盛大に水が。

　真琴が足をひっかけたのは、どうやらバケツだったらしい。

　あわてて身を起こす。

　そして、一緒に転んで水をかぶった相手に声をかけて――

「ご、ごめん！　だいじょう……ぶ…………」

　――その言葉が途中で停止した。

「もー……いったいなにがどうなってんのよっ」

　声に聞き覚えがあるのは当然だった。

　ようやく目が慣れてきた闇やみのなかで。

　ぼやきながらベチャベチャの髪をかきあげていたのは――、

「あれ……兼かね田だ先輩？」

「奈つ……津つ堂どうさんっ！」

　奈な月つきだった。



　　　◇



「う、わ、わっ」

　真琴はあわてて飛び起きると、一気に奈月から離れた。

「ご、ごめ、ごめんねっ」

「いえ、大丈夫ですけど……」

　怪け訝げんそうな顔をしながら奈月も身を起こす。

　相手がこんなにおろおろしているのが不思議なのだろう。

　しかし、真琴にしてみればムリもない。

　なにしろ、いまの奈月は運動服のティーシャツとハーフパンツ姿なのだが、それがぐっしょりと濡れぬて、ぴったりと身体からだにはりついているのだ。

　暗闇のなかでもわかってしまう。

　ほっそりとしたボディライン。

　透けて見える白い肌は、なぜかじかに見るより悩ましなやげで。

　そしてそこにワンポイントを加えるようにブラが……！

「……！」

　その色を認識するよりも早く、真ま琴ことは目をそらした。



『ふぐぐ……どこにいったんだ！』

『天使が消えてしまった……ボクの天使が……』

『くそぉ！　だれか俺おれの股こ間かんを鎮めしずてくれぇ！』



　外からは、そんな声が遠ざかっていくのが聞こえてきた。

　これで一安心ではあったが、もうそれどころではなくなってしまった。

（どうしよう……こんなところで男に戻ったら……）

　薄暗い体育倉庫とはいえ、相手の姿はそれなりに見えている。

　しかも相手は奈な月つきだ。同じ家に住んでいる真琴のことがわからないはずはないだろう。

（まずいまずいまずいまずいっ！）

　真琴は扉をたたいたりゆすったりしてみる。

　しかし、錠じようがゆるむような気配はなかった。

「……うう」

「あの、大丈夫ですか？　兼かね田だ先輩」

　奈月が、ちょっと心配するような声で言ってくる。

　ちなみに、兼田というのは、サキュバス化しているときの真琴の苗みよう字じだ。

「ひょっとして、閉所恐怖症とか？」

「あ……ううん。そういうわけじゃないけど……」

「よかった。それなら、あせることないですよ。しばらくしたら実み央おが来るので、長時間閉じ込められるなんてことはありません」

「実央……桐きり原はらさんが？　どういうこと？」

「私のクラス、一時間目が体育で、私と実央が準備するように頼まれてたんです。で、実央は部活の先輩に呼ばれちゃったので、私がさきに来て準備してたんです」

「なるほど」

　そういえば実央は、一年にして水泳部のエースだった。

「……それで、このバケツは？」

「ボールが汚れてたので洗おうと思って」

　跳とび箱の横のかごを指差す奈月。なかにはテニスボールが入っているようだった。

「……ボールのほうを洗い場に持っていけばよかったんじゃ」

「…………」

　急に無言になって顔をうつむける奈な月つき。なんか気まずそうな表情だ。

　どうやら気づいていなかったらしい。

　こういう妙なところで抜けているというか、不器用なところのあるヤツなのだ。

　最近はずっとケンカ中なので忘れていたけど。

　真ま琴ことは知らず知らず口元に笑みを浮かべる。

（……って、それどころじゃないぞ。そのうち出られるってだけじゃ困るんだよっ）

　右手にまかれた黒い腕時計を見る。

　男に戻る一分前にアラームで知らせてくれるというアイテムだ。

　これが沈黙しているということは、一分以上は余裕があるということだが、そんなのなんの気き休やすめにもならない。

「ううう、どうすれば……ってなにやってんの津つ堂どうさんっ!?」

　思わず悲鳴のような声を上げてしまった。

　ムリもない。

　なにしろ奈月はさっきまで着ていた運動服を脱いで、



　下着姿になっていたのだ。



「なななななんでこんなところでいきなり脱いでるのっ!?」

「なんでって……こんな濡れぬた服着てたら風邪ひいちゃうじゃないですか」

　なにを当たり前のことを、といった感じに答える奈月。

「そそそ、それはそうかもしれないけど、目の前に男――」

　――はいないのだった。

　そう。

　真琴にしてみれば、男女で薄暗い体育倉庫にふたりきりというとんでもない状況だが、奈月視点から見れば女同士なのだ。下着姿でもべつに気にならないのだろう。

（いや、べつに奈月の下着なんてなんとも思わないけどさ……）

　家の洗濯機のなかに普通に転がっているシロモノだ。

　稀き少しよう価値なんて全然ない。

　ないったらない。

　そう念じている真琴に、奈月が言ってくる。

「兼かね田だ先輩も脱いだほうがいいんじゃないですか」

「！　い、いや、オ……私はいいっ」

「でもここ、日が差さないからけっこう寒いですし」

「大丈夫！　全然まったく少しもこれっぽっちも寒くなんか――くしゅんっ」

「ほらー、ダメですよ。兼かね田だ先輩、身体からだあまり丈夫じゃないんでしょう？」

「う……」

　そういえばそういう設定だった。

　前に奈な月つきにどこのクラスなのか訊きかれて、思わず保健室登校と答えてしまったのだ。

「いや、ホントに大丈夫だか……っくしゅん！」

「大丈夫じゃないですよ。ほら、脱いで脱いで」

　奈月はやけに積極的で、真ま琴ことの制服に手をのばしてくる。じつはけっこう世話焼きタイプなのだろうか。

　いや、それにしたってこれは、ちょっと不自然な態度ではないだろうか。

　サキュバス化した真琴の霊れい力りよくにアテられているのかもしれない。

（それはともかく……この状況はマズい！）

　奈月に服を脱がされるのもイヤだし、なにより、接近されるとこの暗くら闇やみでも相手の様子がはっきり見えてしまうのだ。

　奈月はこちらを女だと思っているので、まるで警戒心がない。

　がんばって見ないようにしていた下着が、その色が、しっかりと目に入ってしまった。

「わ、わかった！　脱ぐから。自分で脱ぐからっ」

　真琴は逃げるように奈月から遠ざかる。

　まったく冗談じゃない。

　なにが悲しくて奈月いもうとに服を脱がされなくちゃいけないのだ。

　あきらめて自分で脱ぐしかない。

　真琴はブレザーを脱ぎ、リボンを解ほどいて、身体にはりついて脱ぎにくいブラウスをどうにか引きはがす。

　脱いだ服は近くの跳とび箱に広げておいた。

　早く乾くのを祈るしかない。

（うう……）

　たしかに寒くはなくなったけど、やけに心もとない感じだ。

　真琴は落ち着かなくて、自分で自分の肩を抱く。

　と。

　なにやら強烈な視線を感じた。

　もちろん、この場で真琴を見てくる人物はひとりしかいない。

　奈月が、ジィー、と音が聞こえてきそうな目つきでこちらを見ていた。

「……なっ、なにかな？」

「あ、いえ、その……」

　問いかけに、モゴモゴと口ごもる奈な月つき。

　なぜかちょっと顔を赤くしながら、

「……なかなかすごい下着ですね。可愛かわいいというか、エ、エッチというか……」

「エッチ？」

　サキュバス化しているときに真ま琴ことが身につけているのは、オレンジと白の縞しま模も様ようの下着のはずだ。鈴すずの音ねの付き添いでランジェリーショップに行ったときにこの目で見ている。

　それがエッチだというのはちょっと不思議な感性な気が……。

　なんて考えながら真琴は自分の身体からだを見下ろして、

「っうわ！」

　思わず叫び声を上げた。

　縞模様ではなかった。

　白と黒で構成されたその布は、サキュバスになった真琴の大きな胸を支えるにはちょっと頼りないと感じるほど面積が狭い。

　そしてその代わりとでもいうように、やたらにたくさんのフリルがヒラヒラと縫いつけられている。

　なんというか、メイド服のデザインを下着に転用したらこうなりました、とでもいう感じのデザイン。



    

  
    
      



    

  
    
      『これで彼氏を悩のう殺さつ、露出度アップ＆ヒラヒラフリルでメイドさん風ブラショーツセット』のブラだった。



　鈴すずの音ねとランジェリーショップに行ったときに流れで買ってしまった商品だ。

　どうしてもどれか買わなければいけないような空気になってしまったので、デザインなどおかまいなしに、割引されていたこれを選んだのだった。

　あれはたしか机の一番下の引き出しの一番奥深くに、袋に入れたまま押し込んでおいたはずだ。

　それが、なんで、こんなところに……。

　なんて疑問に思う必要などない。

　だれがやったかなんて決まっている。

（フェレスのヤツっっ!!）

　まったくなにを考えているのか、あの悪魔娘は。

「ち、ちがうの。これは……その、なんていうか……」

　言い訳をしようとするが、なにも思いつかない。

　それはそうだ。もし正直に「知らない間に着せられてたんです」と言ったとしても、信じてもらえないだろう。

（最悪だ……）

　真ま琴ことはがっくりと肩を落とした。

　こんな下着だとわかっていたら、なにがなんでも制服を脱ぐのを拒こばんだのに……。

　と。

　なにやらふたたび強烈な視線。

　奈な月つきが、今度はやけに真剣な表情でこちらを見ている。

「な、なにか……」

「…………」

　真琴の問いにも答えず奈月が見ているのは、真琴の胸だった。

「あの……この下着に興味が？」

「い、いえっ」

　真琴が自分の胸元に手を当てて言うと、奈月はあわてた様子で首を左右にふった。

「あ、その……興味がないわけじゃないですけど、なんていうか……」

「？」

「どっちかというとその中身が……い、いえ、決して変な意味ではなくてですね」

「？　？　？」

　なんか、今度はいきなりモジモジしはじめる奈な月つき。

　なんだろうかこの挙きよ動どう不ふ審しんな様子は。

　まるでこれから好きな相手に告白でもしようとしているみたいだ。

　しかしそんなはずはない。

　いまの真ま琴ことは女だし、たとえ男のときの真琴に対してだって、奈月が告白するなんてありえない。

「いったいどうしたの？」

「だ、だからっ……」

　奈月は、消え入りそうな小さな声で、



「それくらい大きくないと、そういうブラは似合わないのかなぁって……」



　早口でそう言ったかと思うと、耳まで真まっ赤かにして顔をうつむけてしまった。

「…………えーと」

　気まずい気分になりながら、真琴は思い出す。

　奈月と鈴すずの音ねと真琴の三人でスタバに行ったとき、奈月は鈴音の胸をやけに気にしていたのだ。

（けど、男に向かって胸が大きいのがうらやましいみたいなことを言われても困る……）

　奈月も、まさか真琴あにに胸のサイズの相談をしているとは思わないだろう。真実を知ったら、真琴を殺して自分も死ぬかもしれない。

「うーんと、ね……？」

　このまま黙っているわけにもいかない。

　奈月はどことなくしょんぼりしている。

　このままだと、どんどん空気が重くなっていきそうだ。

「べ、べつにそんなことはないと思うよ。ちゃんと合うサイズのを選べば」

「……そうですか？」

「そうそう。それに胸が大きくたって、いいことなんかないって！　ジャマくさいし、肩こるし、からかわれたりするし」

　最初のふたつはただの想像で、最後のひとつは鈴音からの受け売りだ。

　しかし、それを聞いた奈月は、沈んだ表情に薄笑いを浮かべだした。

「ふふ……それは富める者のわがままじゃないですかね」

「そ、そんな……津つ堂どうさんだって、すごく可愛かわいいじゃない。胸の大きさなんか、女性の魅み力りよくに関係ないよっ」

「……ホントにそう思ってます？」

「も、もちろんっ」

「じゃあ、ちゃんとこっちを見て言ってください」

「う……それは」

　たしかにずっと目をそらしながらこんなことを言っても信用できないかもしれない。

　けどそれは、見るに見れない事情があるわけで……。

「……やっぱり、口先で言ってるだけなんですね」

　口ごもってしまった真ま琴ことに、奈な月つきは責めせるようにそう言ってくる。

　その声には。

　ちょっとだけ悲しそうな調子も混ざっていて。

「――そんなことないよ！」

　真琴は思わず奈月のほうを振り向いてしまった。

　そして、思わず息を飲む。

　目が慣れたのか、暗くら闇やみでもはっきりと見える。

　積まれたマットに軽く背をあずけて立つ奈月。

　水色の下着に包まれた胸はたしかに大きくはない。

　けれど、奈月の体形にはこれくらいが一番ちょうどいい。そう感じた。

　狭い肩幅。

　ほっそりとした腕や脚あし。

　真琴はまえに覧らん太たが言っていた「思わず抱きしめたくなる」という評価を思い出した。

　たしかに、これなら、

「……可愛かわいい」

「ふぇ……？」

　思わずもれ出た真琴の言葉に、奈月はピクンと身体からだを震わせた。

　とまどうように視線を右に左に。

　その様子を見ながら、真琴は。

（うわああああなに言ってんだよオレはっ！）

　よりにもよって奈月に。

　可愛いだなんて。

　正気じゃない。マトモな状態とは思えない。

（いまのはアレだ、うっかり口がすべったんだよ！　体育倉庫に下着姿でふたりっきりなんておかしな状況なんだ！　吊つり橋ばし効果だよ吊り橋効果！）

　と、必死に脳内で自己弁護を試みる。

　そこへ。

「ありがとう……」

　ぼそり、とつぶやくように奈な月つきが言った。

「――え？」

「ありがとうございます……兼かね田だ先輩みたいな綺き麗れいな人にそう言ってもらえると、ちょっと元気が出ます」

「綺麗って、そんな……」

　真ま琴ことは「うわぁ」と身体からだに鳥肌が立つのを感じた。

　なんだって兄妹きようだいで、可愛かわいいだの綺麗だの言い合ってるんだろう自分たちは。

（そ、そうだ。奈月の場合は、オレがサキュバス化してるんだから、綺麗とか思うのもしょうがないんだっ）

　しょうがない、しょうがない、と頭のなかで繰り返す。

　どうにかして正当化いいわけしておかないと耐えられない。

「でも……」

「え？」

「アイツは山やま下した先輩――――が――だし……」

　奈月がボソリとなにかつぶやいた。

　が、声が小さすぎたのと、真琴が意識を向けていなかったのとで、なんと言ったのかわからなかった。

「ごめん、なに？」

「な、なんでもないですっ！」

　そして聞き返すと今度は、うるさいくらいの大声でそう言われた。

　なんだろう。気になるけど、聞き返さないほうがいいのだろうか。

　なんて思っているところに。



　ぴっぴぴ、ぴっぴぴ、ぴっぴぴ――。



　電子音が鳴り響いた。

「ぎゃーーーー！！！！」

　腕時計のアラームだ。

　つまり、あと一分で真琴は男に戻ってしまう。

「冗談じゃないっ！」

　真琴は自分の服をひったくるように抱え込み、扉にとびついた。

「だれか！　だれかいない!?　ここ開けてっ！」

　ドラムの高速ビートみたいな勢いでこぶしを打ち付ける。

「ちょ、ちょっと兼田先輩？　突然どうしたんですかっ？」

　奈な月つきが目を丸くして言ってくる。しかし返事をする余裕など真ま琴ことにはない。

　アラームは鳴り続ける。

　あと三十秒くらいしかない。

「あけて！　早く出して！　だれもいないの!?」

　扉をたたき、声を上げ続ける。

　ダメだ。

　このままでは、奈月に正体がバレてしまう。

　奈月はいったいどんな顔をするだろう。

　どんなふうに自分を罵ののしってくるだろう。

　想像もできない。

　あと二十秒。

「だれか……だれかお願いだから……っ」

　息が切れ、声が途切れる。

　痛みに、手も止まってしまった。

　あと十秒。

　もうどうしようもない。

　絶望的な状況に、真琴はゆっくりとその場にくずおれて。

　あと五秒。四、三、二――



「わりーナツキチ。遅くなっちゃった」



「！」

　カシャン、とかんぬきが上がる音がして、真琴の眼前に光がさす。

　――扉が開いた！

「あ、兼かね田だ先輩っ？」

　困惑気味の奈月の声が背中にぶつかるが、答える余裕などあるはずもない。

　真琴はチーターに勝てるんじゃないかというくらいの速度で駆け出し、体育館の陰に隠れた。

　体育倉庫のほうからは奈月と、扉を開けた女子――桐きり原はら実み央おの会話が聞こえる。



『なー、ナツキチ。いまの男子じゃなかった？　男と体育倉庫に閉じこもってなにやってたのさ？』

『なに言ってるのよ。どう見ても兼田先輩だったじゃない……でも、なんで急に飛び出してったんだろ？　服も着ないで……』



　本当にぎりぎりのタイミングだったようだ。

　真ま琴ことは安あん堵どの息をついて、それから実み央おに深く深く感謝しておいた。



　――ちなみに数日後、例のランジェリーショップで『これで（略）セット』が一着売れたらしいが、ここでは関係のない話である。



    

  
    
      


第３話　白き甘き誘いざない





　真琴が家に帰ってくると、フェレスがものすごく不機嫌そうな顔でベッドに寝そべっていた。

　仰あお向むけになって、両手を頭の下で組んでいる。

　服装はいつもどおりの制服姿に戻っていた。

　彼女は、真琴を一いち瞥べつすると身を起こし、

「やっと帰ってきたか」

「お前なぁ……」

　真琴はあきれのため息をつく。

「こっちは大変だったんだからな。性せい癖へき解放された男子はなかなか元に戻らないし。おかげで一時間目の授業はつぶれるし」

「ふん。よかったではないか。人間どもは自分から学校に行くくせに授業が嫌いなのだろう？」

「よくないっ。オレ、あのとき教室にいなかったからって職員室に呼ばれたんだぞ」

　けっきょくあの騒ぎは、集団幻覚とかなんとかいう理由で処理されたようだ。

　性せい癖へきの解放がおさまっておとなしくなった生徒は、検査のため病院に送られたらしい。救急車が来ていた。

　真ま琴ことは「たまたまトイレにいただけ」と言いはってまぬかれたけど。

「……フェレスたちこそどうしたんだよ。いつの間にかいなくなっちゃってさ」

　騒ぎがおさまったころには、ふたりとも学校から姿を消していたのだった。

「仕方がなかろう。リリスが気絶してしまったのだ」

　フェレスは不ふ機き嫌げん面づらをますます深めた。

　どうやら、特訓がうまくいかなかったのが不満らしい。

「……そうか」

「まったく、あの程度で音ねを上あげるようでは、先が思いやられる」

「いや、あれは相当きつかったと思うけど……」

　真琴も男子たちに追いかけられたときはかなり怖かった。男嫌いのリリスなら気絶してしまうのもうなずける。

「で？　リリスちゃんはいまは？」

「また奈な月つきのなかに逃げこんでしまった」

　となりの部屋のほうをチラリと見るフェレス。もう一度「まったく」と言いながら腕を組む。

　今回の特訓は大失敗に終わったようだ。

　あれでは男嫌いがさらに増しただけだろう。

　真琴は真琴でさんざんな目に遭うし。

「あ」

　とそこで真琴は大事なことを思い出す。

「おいフェレス……あの下着はどういうことだよ」

「なんだ。貴様服を脱いだのか？　まさかあのあと男どもに……哀れな……」

「違う！　みょうな想像するな！」

「ならば、なぜ下着を見るような状況になったのだ？」

「それは……べ、べつにいいだろ」

　真琴はあわててごまかす。

　あまり人に語りたいことではない。

　というか自分もはやく忘れたかった。

「……それより、どういうつもりなんだよあれは」

「くはは。どういうつもりもなにも、貴様があんなものを買ってきたから、好きなのかと思って気をきかせてやったのではないか。感謝されこそすれ、文句を言われる筋すじ合あいはないぞ」

「だれが感謝するかっ……いつの間にアレ見つけたんだよ。それにどうやってサキュバス化したときに着るように――ってあれ？」

　真ま琴ことは疑問の声を上げる。

　机の引き出しを探ると、その例の下着が入った紙袋が出てきた。

　袋の口は開いていたが、例のブラショーツセットは綺き麗れいにたたまれて紙袋のなかにおさまっている。

「ふん」

　とバカにするようにフェレス。

「サキュバスになったときの貴様の服は、そのときに身につけているものを再構成して生み出しているのだ。ここにあるものが使われているはずがなかろうが」

「……」

　そんな常識のように言われても困る。

「昨日、貴様が寝ている間に部屋のなかを調べさせてもらったのだ。おかげでいろいろと発見できたぞ」

「ちょっと待て……いったいなにを見つけやがった？」

「貴様、やはり乳好きではないか。あと、少しだけメガネフェチの気けもあるな。残念だったな、鈴すずの音ねがメガネをかけてなくて」

「うわっ！　ちがっ！　あれは……！」

　プライバシーがダダ漏れだった。

　フェレスはニタニタと笑みを浮かべ、

「いやはや、いまどきベッドの下なんてベタな場所にものを隠すヤツがいるとは思わなかったぞ。もう少し考えるべきだな」

「くっ……」

　母親に部屋を掃除されるなんてことがないので、そのあたりの危機意識は真琴にはなかった。まさか、ある日いきなり悪魔娘の居い候そうろうが現れるなんて想定できるはずもないし。

　しかし、どうやら最後の砦とりでは崩されなかったようなので一安心……

「あと、本棚の雑誌の間というのもベタすぎだな。まったくあんなにたくさん鈴音の写真を……」

「うわーーー！！！！」

　最後の砦も陥かん落らくずみだった。



　　　◇



「お、オレのことはどうでもいいんだよ。それよりリリスちゃんだ」

　真ま琴ことはイスに座ると、気を取り直して言う。

「どうにかして呼び出せないのか？」

　昨日は学校の話をしたら、興味を持って現れた。

　けれど、その学校で今日はあんなことがあったのだ。もう、ちょっとやそっとでは出てこない気もする。

　フェレスは不機嫌そうに、

「なんども呼んでみたが、まるで返事をせんのだ」

　それは困る。

　真琴としては、男嫌いを治す特訓でもなんでもいいからはやく終わらせて、ふたりとも悪魔界に帰ってほしいのだ。このままではマトモな日常を送ることさえままならない。

「なんか方法ないのかよ」

「むー…………」

　フェレスは腕を組んで考え込む。

　やがて「お」と声をあげ、真琴を指さしてきた。

「そうだしもべ。ケーキを買ってこい」

「ケーキ？」

「そうだ。アイツはイチゴショートが好きなのだ。それがあれば、甘い匂においに誘われて姿を見せるかもしれん」

「匂いに誘われてって……」

　蟻ありじゃあるまいし。

「っていうか、悪魔ってモノ食べるのか？　お前、いままでなにも食べてなかったよな」

「食べなくても死ぬことはないがな。娯楽のために食うことはあるぞ。アイツは体質のせいで、悪魔界ではあまり外出できないから、食事は少ない楽しみのひとつだ」

「そうなのか……」

　なんかモノで釣るみたいな感じだが、それで出てきてくれるなら買ってきてみる価値はあるかもしれない。

「わかったよ」

　真琴は財布を手に取る。

　たしか駅前に、母親の友人がやっている喫きつ茶さ店てん兼ケーキ屋があったはず。

　例の下着のせいで今月はちょっと苦しいのだが……まあ、マトモな日常を取り戻すためだし、我が慢まんしよう。



「ただいまー……ってなんだよこれ！」

　三十分後。

　真ま琴ことがケーキ屋の箱を手にもどってくると、部屋にテーブルが出現していた。

　その上にはティーセットが並んでいて、湯ゆ気げを立ち昇らせている。

　どれもこの家のものではない。

「やっと帰ってきたか。待ちくたびれたぞ」

　相変わらず機嫌の悪そうなフェレスが言ってくる。

　三つ置かれた座布団のひとつにあぐらをかき、頬ほお杖づえをついていた。

「……どうしたんだよこのテーブル」

「悪魔の御み業わざだ。細かいことを気にするな」

「細かいことか……？」

　すごく気になったが、知らないほうがいい気もしたので、ツッコまないことにする。

　真琴は箱からケーキを出して、置いてあった皿にのせる。金きん縁ぶちの、やけに高級そうな食器だ。

「ん？　おいフェレス。皿がひとつしかないけど」

「なんだ貴様。いったいいくつケーキを買ってきたのだ」

「人数分、みっつだよ」

　ひとりだけでケーキを食べるというのも微妙だろうと思ったのだ。

「――わ、われのぶんも買ってきたのか。よけいなことをっ」

　とフェレスは顔をそむけるが、視線はチラチラとケーキの箱に注がれそそていた。

「なんだ、ひょっとしてお前も食べたかったのか？」

「べ、べつにそんなことはないっ。ないが、わざわざ買ってきたというのなら、もったいないから食ってやる」

　よこせ、と言ってくるその口元は、微妙に笑っている。

　やはり食べたかったらしい。

　真琴は苦笑しながらそれを箱から出す。

「まあ、これなら皿がなくても大丈夫か」

　と、袋に入ったシュークリームをフェレスの前に置いてやった。

　ケーキ屋にはもうイチゴショートがひとつしかなかったのだ。それで、二個で百円とお買い得だったシュークリームにしたのだった。

　それを見てまゆをひそめるフェレス。

「む……おいしもべ」

「なんだよ」

　どうせやれと言われるだろうと思い、カップに紅茶を注つぎながら答える真琴。

「なんだこれは」

「なんだって……シュークリームじゃないか」

「しゅーくりーむ……？」

　フェレスは怪け訝げんそうな顔をしながら茶色い生き地じをつつく。

「なんだ。ひょっとして知らないのか」

「知らん。悪魔界にはこんな岩の塊みたいなケーキは存在しないぞ」

「なんでイチゴショートはあってシュークリームはないんだよ……」

　悪魔界の食文化はどうなっているんだろう。

「なんだかカチカチだが、ホントに食えるのか？」

「文句言うなら食べるなよ」

「い、いや、食べるぞ！」

　フェレスはあわてて袋の口を開けると、シュークリームにかぶりつく。

　サクリ、とかための皮が音を立てた。

「これは！　…………ま、まあ、なかなかだな」

　思わず声を上げかけたフェレスだったが、すぐに居い住ずまいを正してそう言ってくる。

「うまいならうまいって言えよ」

「ふんっ。人間の作ったものが、そうそう我われを満足させられると思うのか――」

「ほら、クリームたれてるぞ」

「む。……わ、なんだっ。白くて、ドロッとしたのが……んぐんぐ……うわっ、またたれた！　白いのがトロトロこぼれるぞっ！」

「落ち着いて食べろよ……」

　真ま琴ことも自分のシュークリームを取り出す。

　と、そこへ。



「なんかおいしそうな匂においが…………」



　幽霊のように壁をすり抜けて、リリスが顔を出した。

「！　イチゴショート……！」

　テーブルの上のケーキを発見して、目を輝かせるリリス。

　が、真琴の姿を見ると、顔に恐怖の色を走らせ、ふたたびとなりの部屋へ逃げようとする。

「――待つのだリリス」

「……！」

　フェレスに呼び止められ、ビクリとその場に立ち止まる。

「また逃げるのか？　それではいつまでたっても男嫌いを治すことなどできないぞ」

「わ、私はべつに……」

「そうやってずっと奈な月つきのなかにひきこもっていても、なにも解決しないではないか」

「べつにそんなつもりは……」

「そもそもだな――」

　リリスに話すスキも与えずまくしたてるフェレス。

　真ま琴ことはさすがに見かねて引き止めた。

「落ち着けよフェレス」

「我われは落ち着いておるわ。コイツがわからず屋だから――」とリリスを指差すフェレス。

「ね、姉さまこそ、私の言うことをぜんぜん聞いてくれないで――」と言い返すリリス。

　なんかケンカに発展しそうな雰囲気だ。

「ふたりともストップストップ」

　真琴はあわてて割って入る。

「ねえリリスちゃん」

「ひっ……な、なんですか？」

「せっかく買ってきたんだし、食べない？　イチゴショート」

「……すす、睡眠薬とか入ってないですか……？」

「入ってない入ってない」

　入れるかんなもん、とツッコみそうになるが、我が慢まん。

　リリスはコクリと無言でうなずくと、真琴を中心に円を描くように一定距離を保ったまま移動して、ショートケーキの前にたどりついた。

　フォークでクリームとスポンジをすくいとり、小さな口へ運ぶ。

「…………おいしい……」

　かすかに笑みを浮かべるリリス。

　真琴はホッと息をつき、自分のぶんのシュークリームを箱から出そうとして、

「……あれ？」

　箱のなかは空になっていた。

　まさか、と思ってフェレスを見ると、案あんの定じよう、

「まったく食いづらいものだな、このシュークリームという代物は。はむはむ……まったくけしからんぞこの白いのは……んくちゅ」

　いそいで口に放ほうり込こんだらしく、彼女は口のまわりをクリームでベタベタにしていた。

　こぼれそうになったのをすくったために、手までドロドロだ。

　なんかエロい……気がするのはきっと気のせいに違いない。

「フェレスお前っ……オレ一口も食べてないのに」

「んく……ふん、さっさと食べない貴様が悪い」

　と、なぜか不機嫌そうな顔で言うフェレス。



    

  
    
      



    

  
    
      「……なんでお前が怒ってるんだよ」

「む……べ、べつに怒ってなど……」

　そう言いつつ、フェレスはあわてた様子で顔をそらす。

　わけがわからず、真ま琴ことは首をかしげた。



　　　◇



「さて、いいかげん話を進めようではないか」

　と、機嫌が悪そうなまま言ってくるフェレス。

「今日のような生ぬるいやりかたではらちが明かない。ここはビシッと直接的な方法で攻めるべきだ」

「直接的？　どんなだよ」

　イヤな予感しかしないが、一応訊きいてみる。

　フェレスは得意げに人差し指を立てて、

「路ろ地じ裏うらで、道行く男を誘えばよいのだ。なんなら服や脚あしにペンで『一回五百円』とか書いておけば、声をかけなくても寄ってくるヤツが」

「却下」

「どうしてだっ」

「考えるまでもなくアウトだろ！　男が寄ってくる前に警察がくるぞ！」

　まったく。

「やっぱり直接的なのはなし。少しずつ慣らしていかないと」

　そうしないと、いつまでたっても同じことの繰り返しになってしまう。

　急がば回れだ。

「ねえ、リリスちゃん」

「ひっ……」

　真ま琴ことに呼びかけられた彼女は、手にしていたフォークを放ほうり出だして、部屋の隅へ逃げてしまった。

「な、ななな、なんですか……？　ま、まさか……睡眠薬、ケーキには入ってないけど、紅茶には入ってたんですね……！　そろそろ眠くなってきたかどうか確かめようと声をかけて……寝入った私を裸にして柱とかに縛りつけて……！」

「しないっての！」

「いやぁー！　やっぱり男はみんな卑ひ劣れつで凶暴で変態なんですっ！」

　しまった。またツッコミに大きい声を出してしまった。

　真琴は昨日と同じことにならないように、リリスから離れて口を閉じる。

　やがてリリスはゆっくりと顔を上げる。

「うう……ごめんなさい。私、男の人に話しかけられると、ぜんぶ下心があるみたいに思ってしまって……」

「……いや、まあ、べつにいいけど」

　さっきのは、下心というレベルじゃなかった気もするが。

　いったいどうしてそんなふうに育ってしまったのか訊きいてみたかったが、いまはそれはおいておくことにする。

　いつまた会話できなくなるかわからないのだし。

「べつに男嫌いを治すことにこだわらなくてもいいと思う。人間界で行ってみたいところとかあったら教えてよ。そこに行きながら、ちょっとずつ男にも慣れていけばいいんじゃないかな」

「わ、私は……えっと……」

「遠慮しなくていいよ。できることなら協力する」

「ええと…………」

　そんなふうに言う真琴に、しかしリリスは逆に口を閉ざしてしまう。

　どうも彼女は男嫌いなのに加えて、人見知りで引ひっ込こみ思じ案あんなところがあるみたいだった。

「ふん」

　と横からフェレス。

「なにを生ぬるいことを言っているのだ。そんなことをしていては根本的な解決にならないではないか」

「だからって、お前が言うみたいな極端なこともできないだろ」

「しかしそんなふうに甘やかしては、いつまでたっても男に慣れることなどできんぞ」

「いや、べつに甘やかしてるわけじゃ……」

　どうもリリスが現れてから、フェレスの機嫌が悪いことが多い気がする。

　フェレスは真ま琴ことからリリスに視線を移すと、

「いいかリリス――リリス？」

　なにか言いかけて言葉を止める。

　見れば、リリスはいつの間にか、一枚の紙を手に持っていた。

　ジッとそれを見ている。

（そういえば、ケーキ屋さんでなんか入れてたな）

　とくに気にしてなかったのだが、チラシかなにかだろうか。

　リリスはその紙をこちらに渡してきた。

「あ、あの……」

　そして意を決したように言ってくる。

「私、この服が着てみたいです……！」

　真琴とフェレスはその、はがきサイズのチラシを見た。

　そこでは、ウェイトレスの服装をした女の人がトレーを持って微ほほ笑えんでいる。

「なんだこれは？」

「アルバイト募集のチラシみたいだな」

　真琴は紙を手に取る。ウェイトレスが不足しているらしい。

　見た目小学生のリリスがバイトというのはちょっときついものがあるが、

「あそこの店長さん、母さんの友達だし、手伝いってことで頼んでみれば大丈夫か……」

　あのケーキ屋には小さいころから母に連れられて行っていたので、真琴もすっかり顔を憶えられている。それくらいはさせてもらえるだろう。

　しかし……。

「普通に男としゃべるのも大変なのに、バイトなんかできるかな」

「がが、がんばりますっ……。やらせてください……！」

「リリスちゃん……」

　すごく熱心に言ってくる。

　よっぽど興味があるようだ。

「ふん、どうだかな」

　と、そこにフェレスが冷めた声で口をはさんでくる。

「そんなことで男嫌いがどうにかなるとは我われには思えんがな」

「姉さま……」

　しょんぼりとしてしまうリリス。

「おいフェレス。やる気を削そぐようなこと言うなよ。いいじゃないか、せっかく乗り気なんだしさ。ねえリリスちゃん？」

「は、はいっ。お願いします姉さま……！」

　ふたりにそう迫られて、フェレスは不機嫌そうに腕を組む。

「むぅ……べつにダメとは言っておらん。だが、そうだな――ひとつ条件がある」

「条件？」

「ああ、そうだ」

　フェレスはニタリと笑みを浮かべて、ゆっくりとうなずいた。



    

  
    
      


第４話　ハピネス・ウェイトレス





「おかしい……」

「なにがだ？」

「なにもかもがだよっ！」

　真ま琴ことはフェレスをにらむ。



「なんでオレまでウェイトレスになってんだよ！」



　赤と白のギンガムチェックのワンピースドレス。その上から、フリルでたっぷりと装そう飾しよくされたエプロンをつける。

　まるで不思議の国から抜けだしてきたかのような服装だ。

　いくらサキュバス化して女になっているとはいえ、この装飾過か剰じようの、ふわっふわした感じの服装は異様な恥ずかしさだ。

「そうわめくな。なかなか似合っているぞ」

「嬉しうれくねえ！」

　くはは、と腹のたつ笑い声を上げるフェレスも、真ま琴こととまったく同じ服――喫きつ茶さ店てん「ハピネス」のウェイトレスの制服を着ている。

　昨日フェレスが言ってきた条件というのがこれ――真琴とフェレスもリリスと一緒にバイトをする、というものだった。

　たしかに、リリスひとりではいろいろときついだろうし、見守るにしても客としてとかだと限度がある。

　一緒に働くのが一番いい。

　とは思うけれど。

「なんで女にならなきゃいけないんだ……」

「仕方がなかろう。男の給きゆう仕じは募集していなかったのだからな」

「うう……」

　真琴はガックリと肩を落とした。

　昨日店長さんに電話したところ、手伝いの件は簡単にオーケーしてもらえたのだが、女性限定だと言われてしまった。

　なので、知り合いの女の子が行きますと伝えて……こんなことになってしまった。

　このお店、舞まい鳥とり駅の駅前通りに面しているため、けっこう賑わにぎっている。しかもいまは放課後。高校生がたくさん来る時間帯だ。顔見知りが現れたりしたら気まずすぎる。

「……帰りたい」

「なにを言う。まだなにもしていないではないか」

「だからなにもしないうちに帰りたいって言ってんだよっ」

「で、でも……」

　と、それまで黙っていたリリスが言ってくる。

「この服はやっぱり、とても可愛かわいいです……」

　エプロンのすそをつまんで、くるりとスカートをひるがえすその姿は、すごく楽しそうだ。

「気に入った？」

「はい……！」

「それはよかった」

　真琴はうんうんとうなずく。

　リリスのウェイトレス姿は三人のなかでは一番似合っていた。

　その嬉しうれそうな様子を見ると「まあいいか」という気分になってくるから不思議だ。

「おい。ふたりともなにをしている。早く行くぞ」

　とフェレスが更衣室の扉に手をかけながら急かせしてくる。

「はぁ……」

　ふたたび自分のウェイトレス姿を見て重い気分になりながら、真ま琴こともリリスと一緒に更衣室を出た。



　　　◇



　喫きつ茶さ店てんでのアルバイトというリリスの特訓は、成功といえば成功だったし、失敗といえば失敗だった。

　なぜなら、このお店、

「男が全然来ないな……」

「まったくだ」

　と、真琴とフェレスは店内を見回す。

　喫茶店「ハピネス」は店内に二十、外の歩道に十ほどの席がある。いまはその半分くらいがうまっているが、見事なまでに全員が女性だった。

　真琴たちはすでに二時間ほど働いていたが、いままでに男性客はひとりも来ていない。

　リリスが、声が小さかったり、何度か注文を間違えたりしながらも、仕事をこなせているのは多分そのおかげだ。

「……これでは特訓にならん」

　フェレスは不満そうである。

「でもリリスちゃん、楽しそうじゃないか」

　店内をパタパタと動きまわる彼女は、ずいぶんと充実しているように見える。

　それはフェレスも否定できないようで、

「そうだな……」

　不ふ承しよう不ぶ承しようといった感じでうなずく。

「まあ、貴様もなかなか楽しんでおるようだしな」

「なっ……オレはべつに、マジメに仕事してただけだぞっ」

「ほう。どうだかな」

　ニヤニヤと笑みを浮かべるフェレス。

　たしかに、真琴も気がつけば夢中になって働いていたのだが、

「忙しくて恥ずかしいとか気にしてる余裕がなかっただけだ」

「そのわりには、ずいぶんとノリノリで、可愛かわいらしい接客態度だったが？」

「ぐっ……お、教えられたとおりにやってるだけだよっ」

　と。

　カランカランと鐘がなった。

　来店を知らせるドアベルだ。

「ほれほれ、客が来たぞ。早く行ってこい」

「くっ……」

　フェレスに急がされて、真ま琴ことは入り口へ向かった。



「いらっしゃいませ。お客さま、何名さまですか？」

　おぼんは両手で持ち、手はおなかの前で組む。

　首を軽くかしげながら小さく一礼。

　そして接客の基本は笑顔。

　教えられたとおりニッコリ微ほほ笑えんで入ってきたお客さんを迎える。

（べつに全然ノリノリなんかじゃ――）

　と、真琴はそのまま硬直した。

　なにしろ店に入ってきたのは、

「兼かね田だ先輩……」

「わ、真琴さんだー」

　奈な月つきと鈴すずの音ねだったのだ。

　ふたりとも制服姿。

　下校途中に立ち寄ったという感じだ。

（なな、なんでだよ……！）

　ニッコリ笑顔で固まったまま、真琴は内心で叫び声を上げる。

　が、べつに不思議でもなんでもない。

　さっきから見ていればこのお店、舞まい坂さか高生がすごく多い。きっと女子に人気の場所なのだろう。

（けど、よりによってオレがいるときに、ふたりそろってやってこなくても……）

　たしか奈月と鈴音はたいして親しくなかったはずだけど。

　この間、真琴も入れて三人でスタバに行ったのが、初めてだったんじゃないのか。

「あの、兼田先輩？」

「へ？　あ、はい。えっと……」

　奈月に呼びかけられて、真琴は我われに返る。

「ご、ごめんなさい。二名さまですね、こちらへどうぞ」

　棒読みで決まり文句マニュアルトークを口にしながら、席へと案内する。

　こうなったら接客モードで通すしかない。

　と思った矢先に、鈴音が話しかけてきた。

「びっくりしましたー。真琴さん、ここで働いてたんですね」

「あ、うん。今日からなんだけどね」

「その服、すごく似合ってますよ」

「どうも……」

　前にも同じようなことがあったけど、鈴すずの音ねに女のときの服装をほめられるのは非常に複雑な気分だった。

「あの」

　と今度は奈な月つきだ。

「兼かね田だ先輩、身体からだが弱いのにバイトなんかできるんですか？」

「う……」

　まずい。

　サキュバスのときに奈月と会うたびに、似たようなことを言われている気がする。

　やっぱり設定にムリがあったのだろうか。

　口ごもっていると、鈴音が首をかしげながら、

「え？　真ま琴ことさん、身体弱かったんですか？」

「……えっと、じつはそうなんです」

　そう答えてこの話は打ち切ろうとするが、奈月が、

「兼田先輩、保健室登校だって……山やま下した先輩、知らなかったんですか？」

（くっ……言わなくていいのに）

　しかし、ふたりがこうして一緒に下校しているとなると、バレるのは時間の問題だったかもしれない。

　鈴音はちょっと困ったような顔でこちらを見てきた。

「そうだったんですか……それじゃ、この前のお買い物とか、ひょっとしてムリさせちゃったんじゃ……」

「え？　あ！　ううん！　全然！　オ……私も楽しかったし！」

　そんなふうに思われてしまうのはちょっと悲しい。

　真琴があわてて首を振ると、鈴音はホッと息をつき、

「そうですか……それならよかったです」

　彼女の顔にゆっくりと笑みが戻っていく。

　真琴は胸をなでおろした。

「そ、それじゃあ、ご注文がお決まりになりましたら、呼んでくださいね」

「あ、じつはもう決まってるんです」

　と鈴音はテーブルの脇わきのメニューを開く。

　入り口の前にも同じものが置いてあるので、それを見てきたらしい。

　鈴音はモンブラン、奈月はミルフィーユ。それとアイスティーを二人前。

「はい。少々お待ちくださいませ」

　真ま琴ことは注文用紙にそれを書き留めて、その場をあとにした。



　十分後。

　用意できたケーキとアイスティーをおぼんにのせ、真琴はふたたび席へ向かう。

　会話を交わしていたふたりが気づいてこちらを見てきた。

（うう……）

　四つの瞳ひとみに見つめられ、真琴は自分の服装を改めて意識してしまう。

　サキュバスにされて女になっていても、まわりと同じ服装ならまだマシだった。

　けれど、いまの自分はこんなに目立つ服を着て、注目を浴びている。

（ダメだダメだ！　それは考えないようにしないと……）

　真琴は自分の格かつ好こうを意識から追い出しながら、二人の前にケーキを置く。

「えっと……こちら、モンブランでございます。で、こっちがミルフィーユ――どうかした？　やまし……鈴すずの音ねさん？」

　ほんわりとした笑みでこちらを見ている鈴音に問いかける。

　つい苗みよう字じで呼びそうになるが、この姿のときはお互いに下の名前で呼んでいるのだったと、あわてて言い直す。

　鈴音はコックリとうなずき、

「ええ。やっぱり真琴さんはかわいいなーと思って。ねえ、奈な月つきちゃん？」

「そうですね。ここの制服もとても似合ってます」

「…………」

　そんなふうに言われると照れてしまう。

　照れるけど、まるで嬉しうれくはないのが困る。

　真琴はぎこちなく笑みを浮かべた。

「ふ、ふたりもきっと似合うと思うよ。わ、私なんかよりずっと」

　言いながら真琴はふたりのウェイトレス姿を想像してみる。

　鈴音はきっとピッタリだろう。ほんわりした雰囲気が、柔らかい印象のこの店によく合いそうだ。

　奈月も外見はいいのだし、けっこういけると思う。

　と。

「――わっ」

　うしろを通りすぎようとしたお客さんの肩が軽くぶつかった。

　よけいなことを考えていたせいだろうか。

　それだけで、真琴はバランスを崩してしまう。

　運の悪いことに、おぼんにはまだアイスティーの入ったグラスがふたつのっていて。

　グラリと揺れたそれらは、宙を舞い、



　――バシャッ！



「わっ」

「ひゃっ！」

　奈な月つきと鈴すずの音ねの制服を直撃してしまった。



　　　◇



「――っごめんなさい！」

　店の奥、更衣室前の廊下で、真ま琴ことは店長に頭を下げる。

　長身の女性店長は、それに苦笑しつつ、

「そんなに気にしないの。兼かね田ださんが悪いわけじゃないんだし。だれでも一回はやるもんだからね。それに三人ともケガや火傷やけどしなかったから、よかったじゃない」

「はい……」

　うなだれつつも、真琴はうなずく。

　たしかに、注文がホットだったりしたら大変なことになっていた。

　その辺は不幸中の幸いだ。

　けれど、やはり迷惑をかけたことにかわりはなかった。

「ほんとうに、すみません……」

　真琴はもう一度頭を下げる。

　と。

「あの、着替えました……」

　と、扉の向こうから、鈴音の声。

　真琴は店長に続いて更衣室に入る。

「…………！」

　鈴音と奈月のその姿を見て、真琴は息を飲んだ。

「あ、あのー、変じゃないですか？」

「け、けっこう恥ずかしいですね……」

　ふたりとも、汚れてしまった制服を脱いで、真琴と同じウェイトレスの制服に着替えていた。

　ギンガムチェックのワンピースに、フリル満載のエプロン。

　どちらも、さっき真琴が想像した以上に似合っている。

　これで接客していても、全然違和感はないだろう。

（……ん？　いや、なんかちょっと変な感じが）

　どうしてだろう。どちらもどことなく色っぽいというか、エロい雰囲気が漂っているような気がする。

　なんだかわからないけど、見ていてドキドキする不安定感がある……？

　と真ま琴ことが疑問を感じていると、鈴すずの音ねが店長に、

「あのー、もうちょっとサイズが大きいのないでしょうか？　む、胸がちょっとキツくて……」

　そして奈な月つきも、

「わ、私もちょっと裾すそが短い……」

（あ……）

　言われるとわかった。

　鈴音のほうは、服の胸囲が体形に合っていない。

　ふたつのふくらみを中心に走るエプロンのしわや、わきやみぞおちあたりの窮きゆう屈くつそうなピッチリした感じが、胸の大きさを必要以上に強調している。

　もしブレザーやブラウスがこんなサイズだったら、一日持たずにボタンがはじけてしまうだろう。



    

  
    
      



    

  
    
      （うわわわわ……）

　気づいてしまうと、とても直視してはいられない。

　真ま琴ことはあわてて目をそらす。

　と、今度はとなりの奈な月つきが目に入る。

　奈月はスカートの丈が足りなくて、太ももが露出してしまっている。ちょっと動いたら下着が見えてしまいそうだ。

　エプロンに負けないくらい白い脚あしが、目に眩しまぶい。

（くっ……）

　と真琴はまた目をそらす。

　どうにも目のやり場に困る状況だった。

　店長は困惑気味の鈴すずの音ねと奈月に苦笑しながら、

「ごめん。ほかにサイズないんだわ。申し訳ないけど、これでガマンして」

「うう、そうですかー」

「まあ、これで働くわけじゃないんだし……」

　ふたりは仕方なさそうにうなずいた。

　店長はもう一度謝ると、「それじゃあ」と言ってふたりが脱いだ制服を真琴に渡してきた。

　なんだろう、と真琴は首をかしげる。

「えっと……？」

「トリアの一階にクリーニング屋さんあるでしょ？　あそこでスピードクリーニングしてもらってきて。はいこれ、カードね」とプリペイドカードを渡してくる店長。

　トリアというのは、この喫きつ茶さ店てんと同じ舞まい鳥とり駅前にある大型のショピングモールだ。ここからなら歩いて数分の距離である。

「あ、ちなみにそのカード、契約商店用だから、制服で行かないと使えないから。よろしくねー」

「……ええーーっ!?」
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　というわけで真琴は、ウェイトレス姿のまま駅前を歩き、ショッピングモールのなかにあるクリーニング屋で鈴音と奈月の制服を洗濯してきたのだった。

　しかもこういうときに限ってクリーニング屋はやたらに混んこでいて、ずいぶんと時間がかかってしまった。

　待っている間ずっとまわりから注目されるし、罰ゲームでも受けている気分だった。

「はぁ……」

　ようやく終わった洗濯物を袋につめ、真ま琴ことはクリーニング屋を出る。

　外はすっかり暗くなってしまっていた。

　喫きつ茶さ店てんももうすぐ閉店のはずだ。

「ふたりとも待ちくたびれてるよなぁ」

　せっかくのティータイムも台無しにしてしまったし。

「もういちどちゃんと謝らないと……」

　そんなことを考えながら、「ハピネス」への道を急ぐ。

　と。



「いやああ!!」



　その「ハピネス」のほうから、悲鳴が聞こえてきた。

　そして悲鳴の主ぬしは、言うまでもなく、

「リリスちゃん!?」

　イヤな予感が全身に走る。

　真琴は駆け出した。



　喫茶店「ハピネス」は駅前広場に面しているので歩道の幅が広く、そこにもいくつか座席が用意されている。

　そこにリリスがいたのだが……。

　なんというか、見ただけで下したっ端ぱとわかる感じのチンピラ三人が、彼女を取り囲んでいた。

　ヨレッヨレのスーツを着て、サングラスをかけた長身の男。

　大柄な、ゴリラみたいな男。

　アロハシャツの小男。

　三人とも、昭和のマンガの悪役みたいな人相である。

「おいおい、お嬢ちゃん。どうしてくれるんだよぉこのシミ」

　と、スーツの裾すそをさして言うサングラスの男。

　見れば、三人が座っていた席のカップが倒れて、コーヒーがテーブルにこぼれていた。

　しかし、そのテーブルはリリスがいる場所とは離れていて、彼女がなにかしたようには全然見えない。

　リリス自身も、なにがなんだかわからないといった表情で、

「わ、私はなにも……」

「おいおい、この店の店員は謝罪もろくにできねーのかよ？　ああん？」

「困ったね。これはお仕し置おきだね」

　泣きそうな顔で首を振るリリスに、ゴリラとアロハのふたりもニタニタと笑いながらつめよる。

　本気で苦情を言っているようには見えない。リリスが気弱そうなのをいいことにからんでいるだけだろう。

　ほかに外の席に客はなく、店のなかに事態を知らせにいく者はいない。

　通行人はいないわけではなかったが、みな見て見ぬふりだ。

（これはまずい……）

　真ま琴ことは洗濯物の袋を空あいた席に置くと、あわててそちらへとかけよった。

「なにしてるんですかっ」

　リリスをかばうように、男たちの前に立つ。

「ま、真琴さん……！」

「大丈夫、リリスちゃん？」

「は、はい……」

　弱々しくも、そううなずくリリス。

「なんだ、ねーちゃん、この子の先輩か？」

「じゃああんたにもちゃんと責任を取ってもらわねえとなぁ」

「そうだね、くひひひひ」

　男たちは真琴が現れてもまるでひるむ様子もない。むしろ、面白くなってきたと言わんばかりに笑みを深める。

（あーもうっ。あんたらのためだってのに）

　真琴は内心でいきどおる。

　リリスが本気で悲鳴を上げてしまったら、この男たちは性せい癖へきを解放してしまう。

　昨日は学校のなかの出で来き事ごとなので救急車騒ぎですんだが、今度はそうはいかないだろう。三人ともまちがいなく性犯罪者として刑務所行きだ。

「黙ってないでなんとか言いなよ、ねーちゃん」

　と、スーツにサングラスの男が真琴の腕をつかんできた。

「ちょ……離してくださいっ」

「おーおー威勢がいいねぇ」

　いひひ、と笑いながら尻しりをなでてきた。

　ぞわっと寒さむ気けが走る。

「やめてください！」

「ひひ、そんなこと言って、びくんと背中そらしちゃって、悦んよろこでんじゃねえのかぁ？」

「虫むし酸ずが走ってんだよ！」

　思わず素の口調が出てしまった。

　しかし困った。

　三対一では太た刀ち打うちしようがないし、なによりリリスがいまにも悲鳴を上げそうだ。時間的に余裕がない。

（くそっ）

　ゴリラとアロハのふたりがリリスのほうに足を向ける。

　マズい。

「このっ」

「いてえ！」

　真ま琴ことはサングラスのスネをつま先で蹴けりつけた。

　ゆるんだ腕を振りほどき、リリスのほうへと駆ける。

「離れろ！」

「ぐっ」

「へぶっ」

　ゴリラとアロハに体当たりする。

　死角から予想外の衝撃を受けて、ふたりはつんのめって地面に転がった。

　ぶつかって、ひっくり返るイスやテーブル。

　派手な音が道に響く。

　真琴はそのスキに、ふたたびリリスをかばうように立った。

「ま、真琴さんっ」

「リリスちゃんに手出しはさせないよ。だから、泣かないで」

　必死で説得する。

「で、でも……」

「大丈夫」

　真琴は、こっちをにらみつけてくる男たちをにらみ返す。

　ケンカなんか全然したこともない。

　現に、もうすでに脚あしがちょっと震えている。

　それでも。



「こんなときに人を守れなくて、男らしくなんかなれるもんかっ」



「真琴さん……」

　背中にとどくリリスの声に、わずかながらも安あん堵どの響きが混じる。

　真琴は顔を少し振り向けた。

　涙目のリリスに笑いかけて、それからふたたび男たちに向き直る。

　地面に転がっていたゴリラとアロハが起き上がる。

　怒りにほおをヒクつかせたサングラスがスーツの懐ふところに手を突っ込んだ。

「なに言ってやがるんだ、ねーちゃん。お前、どう見ても女だろ」

「う、うるさいな。こっちの話だよ」

「ふん。ま、なんでもいいけどな」

　と、懐から出てきた手には、ナイフがにぎられていた。

「なっ……」

　真ま琴ことは絶句する。

　まさか言いがかりのクレームで、ここまでやるなんて。

「はっはぁ。こんなコケにされて引っ込むわけにはいかねえよなぁ」

　ヒラヒラとナイフを振る男。街灯を反射して、刀身がにぶく輝いていた。

（くそ、どうすりゃいいんだ）

　負傷覚悟で突っ込んで、そのスキにリリスに逃げてもらう――それしかないか。

　真琴は先日ルルと対峙したときのことを思い出す。

　サキュバス化の効果なのか、妙に身体からだが軽く、動きやすくなっていた。

　あの身体能力があれば、軽いケガですむかもしれない。

　なんにしても、

（やるしかないかっ）

　躊ちゆう躇ちよすればするほど、リリスが悲鳴を上げる可能性がどんどん高くなっていく。

　真琴は迷いを捨て、踏み込んだ。

「っはぁ！」

　アロハに肘鉄を喰らくわせる。そのままの勢いで脚あしを上げ、ゴリラに蹴けりを放つ。

「ふがっ」「うごっ」と苦しげな声を漏らしながら、ふたりはその場にうずくまった。

　サングラスの男は、まさか反撃がくると思っていなかったらしい。目を丸くして棒立ちになっていた。これならいける！

　真琴は脚を下ろす。腰を回転して踏み込み、男の手首を叩く。

　ナイフを取り落とすサングラス。

　拾い上げようとするスキを逃さず、腹に正拳を突き込んだ。

　男は腹を押さえて数歩後退する。

　真琴はナイフを拾い上げると、リリスのところへ駆け戻った。

「もうやめてくださいっ」

「この、アマっ……」

　うめくサングラス。

　よろよろと起き上がったゴリラとアロハが彼にすがりつくようにして声を上げる。

「もうやめとこうぜ。あんまり注目されるとマズい」

「そうだね。ヤバいね」

「………………ちっ」

　サングラスは真ま琴ことを睨みつけていたが、やがて苦々しげに舌打ちした。

「――憶えおぼてろよ」

　やはり昭和じみたセリフを吐き捨てて、男たちは走り去る。

　通行人をかきわけて、あっという間に姿を消してしまった。

　ナイフまで持ち出してきたわりに、ずいぶんあっさりと引き下がった気がするけれど……なんにしろ助かった。

「あぁ～～～……」

　真琴はナイフを取り落とし、その場にへたりこんだ。

　脚あしが震えて、立っていられなかった。

　情けない。そう思うけれど、それよりも、大事にならなくてよかった。

　と。

「大丈夫かっ？」

　店から店長が飛び出してきた。どうやら、通行人が知らせてくれたらしい。

「すまない。全然気づけなかった。ケガは？」

「い、いえ、大丈夫です」

「そうか……」

　安あん堵どの息をつく店長。

　続いて真琴のうしろを見やり、

「そっちは？」

「！　リリスちゃん！」

　と、真琴はあわてて振り向く。

　リリスは歩道にへたりこんで気絶していた。

　マンガだったら、目がバッテンかグルグルになっていそうな感じだ。

　真琴はかたわらにしゃがみ込んで肩をゆする。

「リリスちゃん？　大丈夫？　リリスちゃんっ」

　何度も呼びかけるが、目を覚ます様子はない。

「ムダだな。その様子ではしばらく起きんぞ」

　不意に聞こえた声に顔を上げると、いつの間に店から出てきたのか、フェレスが立っていた。

「まったく情けないな。あの程度で気絶してしまうとは」

　腰に手を当ててそう言うフェレス。

「なんだよ。お前、見てたのか？　だったら助けてくれてもいいじゃないか」

「ふん。べつに何事もなかったのだからかまわんだろ」

「そうだけど……」

　それにしたって、さっきのはリリスにはちょっと酷じゃないだろうか。

　そう思いながら、真ま琴ことはリリスに向き直ってふたたび声をかける。

　フェレスはしばらくその様子を眺めながていたが、やがて、

「ふん」

　と鼻を鳴らすと、クルリと背を向けて、店へ戻ろうとする。

「あ、おい。どこ行くんだ」

「もう上がってよいと言われたから、着替えて先に帰る。給きゆう仕じの真ま似ね事ごとなどと慣れないことをしたから疲れた」

「ちょっ……リリスちゃんはどうするんだ」

「貴様が連れて帰ってくればよかろう」

　さっさと歩き去ろうとするフェレス。

　その歩き方がなんだか、乱暴というか投げやりに見えるのは気のせいだろうか。

「待てって。なに怒ってるんだよ？」

「…………」

　フェレスは立ち止まり、なにか小声でつぶやいた。

「……なんで我われを――」

「え？」

「呼べばすぐに――のに」

「なんだ？　なに言ってんだ？」

「！　なんでもない！」

　きゅうに大声を上げ、今度は明らかに怒っているとわかる歩きかたで、フェレスはさっさと店に戻ってしまった。

　真琴はそれを、唖あ然ぜんとして見送るしかない。

「……あーもう、なんなんだ、あいつは」

　気絶したリリスを見下ろして、盛大なため息をついた。



　　　◇



「ふう……」

　リリスを背におぶって、真琴は夜道を歩く。

　何度起こしても目を覚まさなかったので、服装は例の制服のまま。私服の白ワンピースのほうは腕にかけている。

　真ま琴こと自身はサキュバスから戻っていないので、女子ブレザー姿だ。

　ずいぶん遅くなってしまった。

　しかし、送っていくと言う奈な月つきや鈴すずの音ねと一緒に帰るわけにもいかなかったので、更衣室で時間を潰つぶしていたらこんな時間になったのだった。

　バイトは、真琴もフェレスもリリスも今日だけということにしてもらった。店長がすごく残念そうだったのが、嬉しうれかったけど申し訳なかった。

（けど、まさか続けるわけにもいかないしな……）

　喫きつ茶さ店てんでのバイトそれ自体は、楽しかったといえば楽しかった。

　けど、毎回サキュバスになってあの服を着るのはイヤだ。

　リリスもあんなことがあったら、またやりたいとは思わないだろう。

　フェレスは……よくわからない。

（なに考えてるんだろうな、アイツは）

　どうも、リリスが真琴の前に姿を現してから、フェレスの様子がおかしい気がする。

　怒りっぽいというか、ずっと機嫌が悪いというか。

　その辺りはやはり、リリスが人間界にやってきて奈月の身体からだにもぐりこんだこととかと関係しているのだろうか。

（うーん……）

　気になることではあった。

　と。

「ん……」

　不意に背中で声がした。

　続いて身をよじる気配。

　どうやら、リリスが目を覚ましたようだ。

「……ねえ、さま？」

　そうつぶやいて、真琴の肩に回した腕にちょっと力を入れるリリス。

　真琴は苦笑しつつ、

「ごめん、フェレスじゃないよ」

「…………！」

　ビクリ、とおびえるような震えが伝わってきた。

「下りる？」

「…………」

　今度は首を左右に振る気配。

　続いてリリスは声でも、

「もうちょっと……このままで……」

　そんなふうに言ってきた。

「そうか……オレ、男だけど大丈夫？」

「……いまは女だから」

「そっか……」

「あ、ご、ごめんなさい……真ま琴ことさん、気にしてるのに……」

「いいよいいよ。いま女なのは事実だし」

　ははは、と真琴は笑う。

　八歳さいの女の子にまで気を使われてはたまらない。

（ん？　見た目は八歳だけど中身は違うのか……？）

　しかし、フェレスもリリスも、精神年齢はわりと外見どおりのように思える。

（うーん……）

　まあ、考えてわかることではなかった。

「…………」

「…………」

　真琴はしばらく無言で道を歩く。

　背中のリリスもそれに合わせるように黙っていたが、やがて、

「あの……」

「ん？」

「えっと……その、ごめんなさい」

「いいって。気にしてないって」

　さっきの発言をまだ引きずっていたのか。

　そう思ったが、違うようだった。

　フルフルと首を横にふったのが、背中を伝わってくる揺れでわかった。

　リリスは、一言一言しぼりだすように言ってくる。

「いえ、そうじゃなくて……今日までのこと、ぜんぶ……」

「…………」

「私、すごく、迷惑かけちゃってますよね……ずっと、謝らなくちゃって、思ってたんです。でも、なかなか会話できなくて……」

「……まあ」

　それはそうだろう、と真琴は苦笑する。

　真琴が男のときには、必要最低限のことを話すのも難しかったくらいなのだ。

「ほんとうに……ごめんなさい…………」

　そんなふうにもう一度、リリスは謝った。

　それは、なんというか、とてもつらそうな「ごめんなさい」だった。

　なにもかも自分のせいだとわかっていて、でもどうにかすることもかなわずにいる。そんな板いた挟ばさみの――。

「――大丈夫」

　だから真ま琴ことは、安心させるようにそう言った。

「……え？」

「そんなに思いつめないで。べつにオレは強制的に働かされてるわけじゃないんだし。まあ……最初はフェレスに脅されたりしたけどね……でも、リリスちゃんの男嫌いを治す特訓に関しては、オレが自主的に手伝ってるだけだからさ」

　ふたりに早く悪魔界に帰ってほしいからだ、という理由は言わないでおこう。

「だから……謝ることはないよ」

「真琴さん……」

　リリスはすまなそうな、でもちょっとホッとしたような声でそう言った。

「……ありがとうございます」

　その一言は、「ごめんなさい」の何倍も嬉うれしいと、真琴は思った。



    

  
    
      



    

  
    
      「……ねえ」

「はい？」

「リリスちゃんが人間界に来たのってどうしてなの？」

「……それは」

　気まずそうにつぶやいて、リリスは沈黙してしまう。

　そんなに言いづらいことなのだろうか。

　真ま琴ことはあわてて、

「ご、ごめん。言いたくなければ、ムリして言わなくていいよ」

「いえ……」

　また、首を左右に振るリリス。

　しかし、そのあとがなかなか続かない。

（……まあ、いいか）

　無理やり聞き出したってしょうがないし、聞いたところで真琴がどうにかできるものでもないだろう。

　そう思ったところに、

「…………家出」

　ポツリ、とリリスは言ってきた。

「ん？」

「……その……家出、したんです。私が」

「リリスちゃんが、家出？」

　コクン、とうなずく。

「……ヨハネス家の屋敷を飛び出して、人間界に来たのはよかったんですけど、そこで霊れい力りよくが尽きてしまって……それで、奈な月つきさんの身体からだに入らせてもらったんです……」

「…………」

　霊力が尽きれば、悪魔は存在そのものが消えてしまう。

　フェレスはそう言っていた。

　しかしリリスは霊力を自分で生み出すことができず、外から供給しなければならない。

　淫いん魔ま体質。

　けど。だったら。

「どうしてそこまでして家出を？」

「どうして……なんでしょうね」

　リリスは自信なさげにそう言って、笑みをもらしたようだった。

「毎晩、姉さまが私に霊力を与えてくれるんです。寝る準備をしてベッドに入っている私の枕まくら元もとに姉さまが座って、姉さまは私の手を握ってくれて。私はあまり外に出られないので、姉さまは私に、その日あったことをいろいろ話してくれます――」

「…………」

　真琴は、欧風の屋敷でそんなふうに夜を過ごす姉し妹まいを想像してみる。

　普段のフェレスの乱暴な様子を考えれば違和感があったけど、ふたりの容姿なら一枚の絵画になりそうだとちょっと思った。

「でも、あの日――姉さまが何気なく言ったんです。『いいかげん男嫌いを治したらどうだ』って。それでケンカになってしまって……」

「……発ほつ端たんはアイツか」

　それでフェレスは真琴に事情を話したがらなかったのか。

「ち、違うんですっ」

　しかし、リリスは否定してきた。

「私はべつに、姉さまにそんなふうに言われたから家出したわけじゃないんです……！」

「違うの？」

「違うんです……なんて言えばいいのか……そんなふうに言われて、怒ってしまった自分が嫌だったっていうか……」

「…………」

「……姉さまは毎晩私に霊れい力りよくをくれます。私のためにそうしてくれることが、私はとても嬉しうれいです。でも……同時に、すごく、申し訳ないんです。私に霊力を与えなければ、姉さまはもっと自分のためにそれを使えるのにって……」

「でも……フェレスは、リリスちゃんひとりまかなうくらいの霊力は、自分にとっては全然たいしたことないって言ってたよ？」

「それは、姉さまの強がりです……いくら姉さまでも、そんな大量の霊力を生み出すことなんてできないです……」

「…………そう、なのか」

　うなずくリリス。

「姉さまは私にもそうやって言うんです。『我われがやりたいからこうしているだけだ。だからお前が気にすることはない』って。だけど……」

　そんなふうに言われて、気にしないでいられるわけがない。

　ましてやリリスみたいな性格ならなおさらだろう。

「……私だって、男嫌いを治したいんです。自分で霊力を集められるようになりたい。姉さまには、自分のために力を使ってほしいんです。でも、いざ男の人を前にすると、そんなのなにも考えられなくなっちゃって…………」

「だろうなぁ」

　あのおびえようなら、それもわかる。

「男嫌いを治せって言われて、それがイヤだから私は怒ったんだって、姉さまはそう思ってるんです。そうじゃないって……私も男嫌いを治したいんだってことを、言いたい……でも、言い出せなくて…………」

「なるほど……」

　リリスが、フェレスのために男嫌いを治したいと言ってしまったら、フェレスは「そんなこと気にするな」と言うだろう。

　そしてフェレスは、リリスのためを思って「男嫌いを治せ」と言ってくるのだ。

　フェレスにとってはたぶん、自分の霊れい力りよくをリリスに与えるのは全然苦痛じゃないのだろう。

　だから、リリスがそれを負担に感じていることに気づいていない。

「うーん……」

　リリスの男嫌いを治すのも難しいけど、この誤解を解くのも相当難しそうだ。

　ただ、まあ、やっぱり。

「アイツも、いいヤツではあるんだよな……」

　それを素直に表せないというだけで。

　真ま琴ことは住宅街の角を折れる。

　家が見えた。

　と。



　ぴっぴぴ、ぴっぴぴ、ぴっぴぴ――。



　右手の時計から、サキュバス化が解ける一分前のアラームが鳴り響く。

「こんなときに……ごめんリリスちゃん、下りてくれる――リリスちゃん？」

「……すぅすぅ」

　寝ていた。

　あれだけ慣れないことをやったりして疲れたのだろう。

　ムリもない。

「って落ち着いてる場合じゃない！　リリスちゃん起きて！　下りて！」

　背中の彼女を揺すぶる。

　せっかく寝ているところを起こすのはしのびないけれど、場合が場合だ。

　彼女はいま、真琴の背中にぴったりと身をあずけている。

　これで真琴が男に戻ったりなどしたら……それはマズすぎる。

「リリスちゃん！　リリスちゃんってば！」

　しかし彼女はまるで目を覚まさない。

　どうしよう。

　まさか地面に下ろすわけにもいかない。そのあと男に戻ってから、どうやって連れてかえればいいのだ。

　そうこうしているうちに、あっという間に一分が経過。

　真ま琴ことの身体からだは淡あわい光に包まれる。

　それがまぶしかったのか、リリスが身をよじって、

「……ん」

「このタイミングで起きるのかよっ！」

　これならいっそ、家に着くまで寝ていてほしかった。

　あわててリリスを下ろそうとするが手遅れ。

「……あ、ごめんなさい。私寝てしまって――ひっ」

　引きつった声を上げるリリス。

　真琴はすでに男だった。

「いやああああぁぁぁ!!」

　夜の住宅街に、幼女の悲鳴が響き渡った。



    

  
    
      


第５話　その甘かん美びを味わう者





「ひどい目にあった……」

　真琴はぐったりとした気分で家の階段を上る。

　さっきは、リリスの悲鳴を聞きつけた近隣住民が飛び出してきて、危うく通報されるところだった。まわりに無関心な現代社会では、ありがたい話である。ありがたくないけど。

　リリスが空を飛んで家へ逃げていったので、誰だれにも見られなかったのが不幸中の幸いだった。

　悲鳴は、どこかの家のテレビの音だろう、ということで、なんとかごまかした。

　まったく、危ないところだった。

　今の時代、男子高校生がいて、そのかたわらで幼女が悲鳴を上げていたら、なんの釈明も受け付けてもらえないだろう。

　あの悲鳴で、真琴やほかの人間の性せい癖へきが解放されなかったのも幸いだった。

　どうやら、リリスはあれでも本気ではなかったらしい。

「はぁ……」

　真琴は安あん堵どとも疲労ともわからないため息をつく。

　サキュバスのときの真ま琴ことにはだいぶ慣れてきたとはいえ、リリスの男嫌い自体は全然変わっていないのだ。

　気をつけよう。

　そう思いながら部屋の扉を開ける。



　シュークリームの山が目の前にあった。



「…………は？」

　ポカーン、となった。

　口がДデーの形になったまま、数秒間かたまってしまった。

　昨日、ケーキを食べるときに使っていたテーブル。

　それがふたたび現れ、そこに巨大な皿が置かれている。

　そしてその上に、ワゴンセールのように積み上げられたシュークリーム。

　あぐらをかいて座るフェレスが、そのひとつを手に取り、口に運ぶところだった。

「なっ……」

「む、ようやく戻ったか」

「なんだこりゃーーーーー！！！！」

　思わず口からほとばしり出る叫び声。

　その瞬間、となりの部屋からダン！　と手を机にたたきつけるような音。

「やばっ」

　真琴はあわてて廊下に出て、部屋の扉を閉じる。

　同時に、ばぁんととなりの部屋の扉が開く。

　飛び出してくる奈な月つき。

「うるっさい！　こんな時間になに騒いでるのよ！」

「あ、いや、べつに……」

「いったいなんなの？　日曜もなんか朝から騒いでたし……なにかいるの？」

　ぎくっ。

「い、いい、いないよっ。あのときだってなにもいなかったじゃないか」

「じっくり部屋を見回したわけじゃないし……どっかに隠れてたかもしれないじゃない」

「そんなことはないっ」

「ふーん……」

　まるで信用していない顔で真琴をにらんでくる奈月。

「……じゃあちょっと見せてよ、部屋」

「はぁっ!?　なんでっ？」

「だってなにもいないんでしょ？　じゃあいいじゃない」

　よくない。

　全然よくない。

　あの山のようなシュークリームを、なんて説明するのだ。

　どう考えても一人で食べる量ではない。

　フェレスやリリスの姿が見えなくても、だれかいると思われるだろう。

「いや……ちょっといま部屋を片付けててな。グチャグチャなんだよ。だから入らないほうがいい」

「いま帰ってきたばかりなのに、もうグチャグチャなの？　昨日はけっこう片付いてるようだったけど？」

「うっ……」

　やばい。墓穴を掘った。

　奈な月つきも、べつに大して見たいわけでもないだろうに、しつこく食い下がってくる。なんだっていうんだ。

「とにかく見せて」

「くっ」

　まずい。

　こうなったら――。

　真ま琴ことは「ふぅ」と息をつき、

「……わかったよ。お前、そんなにオレの部屋見たいんだな」

「は……？」

　急に余裕ぶった態度に変わった真琴に、奈月は不審げにまゆをひそめる。

「なに、突然？　見ていいの？」

「ああ。だってお前、そんな意地になるくらいオレの部屋が見たくて見たくてたまらないんだろ？　だったらいいよ」

「なっ」

　見る見るうちに奈月は両目をつり上げていく。

「ばっ！　だっだれがそんなこと言ったのよ！　そんなわけないでしょ！　なに寝ぼけたこと言ってんの!?」

　脳みそ沸いてるんじゃないの！　と叫びながら、奈月は自分の部屋に戻っていった。

　いくら腹がたったからといって、あそこまで顔を真まっ赤かにしなくてもいいだろうに。

「…………ふー」

　真琴は激しく鳴り響く胸をおさえて息をつく。

　イチかバチかだった。

　これで、逆になんとしても部屋に入ろうとされたらアウトだった。

　悪魔娘自体の姿は見えなくても、いま部屋を見られるといろいろとまずい。

　シュークリームだけではない。

　押おし入いれで寝起きしている痕こん跡せきとか。

　さすがに机の中のあの下着は見つからないと思うけど、万が一ということもある。

　ただでさえオトコオンナだのなんだのと罵ののしってくるのだ。これに変人を見るような視線までも加わったら耐えられない。

「はぁ……」

　この攻防戦、フェレスたちがいるかぎりは続くのだろうか。

　真ま琴ことは激しい疲労感をおぼえながら部屋に戻った。



　　　◇



　戻ると、シュークリームの山が半分くらいに減っていた。

　昨日真琴が買ってきたのとはちがって、小さいサイズのシューだ。スーパーとかで、ひとパックいくらで売っているようなやつ。

　なので、フェレスは今日はクリームで手をベタベタにすることもない。

　わんこそばのような勢いでシュークリームを消費していく。

　しかし、おいしくて止まらないというよりは、やけ食いみたいな雰囲気なのがちょっと気になる。

　見れば、向かい側にはリリスもいて、申し訳なさそうな顔でシュークリームを手にしていた。さっきはシュークリームの山に隠れて見えていなかったのだ。

「あの……真琴さん、さっきは……ごめんなさい」

「あ、いや、気にしないで」

　真琴は手を振って苦笑する。

　それよりも、と真琴は食欲魔人と化した悪魔娘に向き直る。

「おいフェレス」

「――なんだ？」

　シュークリームを食べる手を止めて、ぶっきらぼうに言ってくるフェレス。

　どうもまだ、喫きつ茶さ店てん前での謎なぞの不機嫌が残っているようだ。

「……このシュークリーム、どうしたんだ」

「買ってきたに決まっているではないか」

「買った？　どこでだよ」

「この前行った大きな建物があったであろうが」

「この前の……ああ、トリアか」

　あの駅前ショッピングモールには、スーパーマーケットも入っているのだ。

　そこに、こんなに大量のシュークリームが置いてあったことに驚きだが、それより、

「よく買い物できたな」

「バカにしているのか？　悪魔界にも商店くらいあるわ。ポイントカードがあるかどうかいちいち訊きかれるうっとうしさはどこも同じだな」

「…………」

　あちらの世界もずいぶん近代的らしい。

「まあいいや。それよりも、だ」

　と真ま琴ことはフェレスをにらみつける。

「――それ買ったお金はどうしたんだ」

「はぁーあ」

　フェレスは急に、大げさなため息をついた。

「なんだ貴様、そんなことを気にしていたのか。細かいヤツだな」

「細かくないだろ……お前まさかっ！」

　真琴はポケットのなかに手を突っ込む。

　いつもそこに入れている財布が、なかった。

　今日は、学校から帰ってきて、サキュバスになってから喫きつ茶さ店てんへバイトに行った。そのときも財布は持っていったはずだ。

　とすればどこで……。

「更衣室か……」

　フェレスは先に着替えて帰った。そのときに持っていったのか。

「！」

　見れば、机の上に打ち捨てられたように置かれている財布が。

　二つ折りの財布はパッカリと開いていて、小銭を入れるポケットのチャックも全開で、その中身がすっからかんなのが明らかだった。

　ただでさえ今月は財布の中身が心もとなかったというのに。

　真琴は財布を手に取った。

　泣きたくなるほど軽くなっている。

　カード以外には、一円玉が三枚入っているだけだった。

「ひどすぎる……」

「ふん。そもそもしもべが財産を有することなど、悪魔界では認められておらんわ」

「開き直ってんじゃねえ！」

　使用人に人権が認められていないとか、変なところは遅れているらしい。ポイントカードはあるくせに。

「オレにはこっちでの生活があるんだよ！　どうしてくれるんだ」

「わめくな。今度悪魔界から送金させて返す。それでいいだろう」

「その金、こっちで使えるのか……？」

　たとえ日本円が送られてきたとしても、まともな金とは思えない。

「……はぁ」

　真ま琴ことはがっくりと脱力して床に座ると、シュークリームを手にとった。

　自分の持ち金で買われたコレを、すべてフェレスに食われるのもシャクだ。

　それに、働いたあとでおなかも空すいていた。

　一口サイズで、皮は柔らかいタイプ。昨日の「ハピネス」のシュークリームとは比べものにならないが、それでもおいしい。

　疲れた身体からだに、甘みがしみわたるようだ。

　見ると、リリスがまださっきのシューを両手に持ったままだった。

　真琴がいろいろ言ったので食べるに食べれなかったらしい。

「食べなよ」

「あ、はい……」

　コクリとうなずいて、リリスはもぐもぐとシュークリームを食べ始めた。

　その姿が、どんぐりを食べるリスみたいで、真琴は思わず笑みを浮かべた。
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「それで、だ」

　とあらかたシュークリームを食べつくしたフェレスが言う。

　とくに苦しそうな様子もない。いったいどういう身体構造になっているのだろうか。

「次はどうするのだ」

「…………」

　リリスはその質問に答えられず、無言で顔をうつむけてしまう。

　フェレスはため息混じりに、

「このままではラチが明かないぞ。特訓を兼ねて興味のあるところへ行くのはいい。だが毎回男が現れたとたんに逃げ出したり気絶したりしていては、同じことの繰り返しだ」

「あう…………」

　反論できず、肩をすぼめるリリス。

　さっきまでは、ちょっと言い過ぎなんじゃないかと思ったりもした真琴だが、リリスの話を聞いたあとだと、気持ちがわかってしまう。

　フェレスも、本気でリリスのことを心配しているのだ。

　それでつい、こんなキツい言いかたになってしまう。

　リリスもそれがわかっているから言い返せない。

（どうすりゃいいんだろうね……）

　一番の解決法は、リリスが男嫌いを克こく服ふくすることだ。

　けれど、それが簡単にできれば苦労はない。

　これまでだって、それができないから悩んでいるのだ。

　フェレスとリリスの間のわだかまりをなくせればいいのだが、それも難しい。

　真ま琴ことが横からどうこう言って解決することではない。

（うーん……）

　と真琴が考え込んでいると、

「おい」

　フェレスが言ってきた。腕を組んで、不機嫌そうな顔でこっちをにらんでいる。

「ん？　なんだよ」

「なんだではない。人が何度も呼んでいるのに、なにをひとりだけほうけておるのだっ」

「あ、いや……ごめん」

　どうやら、知らない間にぼうっとしてたらしい。

　いちおう考えごとをしてはいたのだけど……。

「で、なんだって？」

　真琴が聞き返すと、フェレスは「まったく」と嘆息しながら、

「なにか妙みよう案あんはないかと訊きいていたのだ。男嫌いを治すのにな。人間界のことなら、貴様のほうが詳しいであろ？」

「そう言われてもな……」

　男と接する特訓ができそうな場所といえば――、

　ホストクラブ。

　執事喫茶。

　そんな単語が頭に浮かぶが、口に出す前に却下する。

　悲鳴で全員の性せい癖へきを解放してしまい、大変なことになるのがオチだ。

「うーん……そもそもさ、不特定多数の男がいるところに行って特訓しようとしたのが間違いだったのかも」

「む？　どういうことだ？」

「だからさ。学校も喫きつ茶さ店てんも、いつ男と遭そう遇ぐうするかわからないだろ？　不意打ちで会っちゃったから、いくら覚悟しててもダメだったんじゃないかな。そうじゃない、リリスちゃん？」

「そうかも……しれないです……」

　コクリ、とうなずくリリス。

「うん。だから、はじめからターゲットをしぼるんだ。だれかひとりの男に、まずは慣れる。特訓の第一段階は、そいつと会話できるようになること――とか。そんなところから慣らしていけばいいんじゃないかな」

　昨日は、人間界で行ってみたいところに行きながら慣れていけば……なんて言ったけど、リリスの現状を見ると、こっちのほうがいい気がする。

「なるほど」

　真ま琴ことの話を聞いたフェレスは、なぜかニヤリと笑いながらうなずいた。

「それなら最適な人材がいるな……いやぁ、見直したぞしもべ。自分から働こうと志願してくるとはな」

「……待て。お前はなんの話をしているんだ」

「とぼけるな。いま言ったターゲットというのは貴様のことであろう？」

「なんでそうなる！」

　真琴は一言もそんなふうには言ってない。

　しかしフェレスは「くはは」と笑い声を上げて、

「いま、リリスと一番近しい男は貴様ではないか。事実、コイツとそれなりに会話を交わせているのだから、第一段階はすでに完了しているぞ」

「……うっ」

　それはたしかに。

　気づけば、リリスはいつの間にか真琴に話しかけられても逃げなくなっていた。

　さっき、真琴が女になっているときに会話をしたというのもあるのかもしれないけど、それでも驚きの進歩だ。

「貴様相手なら、会話からなどと言わず、すぐに本番の特訓に入れるではないか」

「ちょ……待て待て待て！」

　本番って。

「そりゃいくらなんでもいきなりすぎるだろっ。ムリムリムリ！　オレがムリだ！」

「？　なにをそんなに慌てている？」

「慌てもするわっ！　悪魔が精せい気きを手に入れるときはそこまでしなきゃいけないのか？」

　せいぜい真琴がサキュバスとして精気玉を集めたときのようなことをするのだと思っていた。

　それはリリスにとってはあまりに酷じゃないだろうか。

　というか、そもそも倫理的にどうなんだ。

「そこまで、とはどういうことだ？　男を誘惑して精気を吸い取りやすい状態にして、奪い取るだけだが……」

「あれ、そうなの……？」

「ひょっとして――」

　ニマリ、といやぁな笑みを浮かべてこちらを見てくるフェレス。

「貴様、本番と言われてなにを想像したのだ。我われは、精せい気きを奪う本番の特訓というつもりで言っただけだったのだが？」

「くっ……」

　くそ、妙な言いかたしやがって……。

　そう思いながら、

「ど、どっちでもいいっ。とにかくオレはイヤだぞ」

「どうしてだ」

「イヤに決まってるだろっ。精気を奪われるって、そのあとどうなるんだよ」

「そうだな。貴様はあまり精気をためこんでいないようだから、一時的に体力が奪われるだろうが……なに、せいぜい三日ほど寝こむくらいですむ」

「冗談じゃない！」

　日常生活に支障をきたしてまで協力する義理は真ま琴ことにはない。

「なんじゃ。自分で提案しておいて、いざ自分に被害が及ぶとなると尻しり込ごみするか。薄情なヤツだ」

「いや、そうは言うけどな……三日も寝こむってのは……」

「なんとも男らしくない話だな」

「てめっ……」

　そんなふうに言われると、ちょっと心がぐらつく。

　横から、リリスも言ってくる。

「真琴さん……お願いします……！」

「…………」

　なんだか、だんだん断りづらい空気になってきた。

「けど……やっぱり寝こむってのはちょっと……」

「わかった。ではこうしよう」

　パン、と手を打つフェレス。

「あらかじめ、貴様が余分な精気を体内に入れておけばいい。それをリリスが奪う特訓をすればいいのだ」

「特訓の効果あるのかそれ？　なんかやらせくさいけど……」

「もちろんだ。リリスがやることはべつに変わらんのだからな」

「うーん……それならまあ……」

　なんか論点をずらされた気もするけど。

「で、余分な精せい気きってのは、どこから持ってくるんだ」

「なにを言っておるのだ。貴様が集めるに決まっておろうが」

「――なに言ってんだ！　やだよ！」

「なぜだ？　この前からやっていることだ。もう貴様の得意分野ではないか」

「べつに得意じゃねえ！　お前に無理やりやらされてただけだろ！」

「よく言うわ。ルルのときは、我われが止めたのに自分からやったではないか」

「いや……あれは……」

　あのときは事情が事情だ。

　べつに真ま琴ことだって喜んでやったわけではない。

　真琴が口ごもったスキに、フェレスはたたみかけるように言ってくる。

「とにかく、寝こむのがイヤなら精気玉を手に入れるのだ」

「うう……」

　なんだかおかしな流れになってしまった。

　しかし、男らしくないなどと言われては断るわけにはいかない。

「……わかったよ」

「はじめから素直になればよいのだ」

　フェレスはニヤニヤと笑みを浮かべ、偉そうに言ってくる。

「そうそう。精気玉を収集する相手ならもう見つかっているぞ。さっきあの喫きつ茶さ店てんで会ったときに気づいたが、あの娘もなかなかためこんでいるようだな」

「ちょっと待て。まさかそれって……」

　フェレスは「くはは」と笑って、



「奈な月つきから精気玉を手に入れてくるのだ」



「やっぱりかぁああ!!」



    

  
    
      


第６話　黄こ金がね色いろの陶とう酔すいは甘く





　そんなわけで翌日。

　昼休みの学校。

（うう……いやだ……）

（いまさらなにを言う。貴様、昨日はわかったと言ったではないか）

　真ま琴ことは、前のように男子トイレでフェレスから霊れい力りよくを与えられてサキュバスになった。

　まわりに人がいないことを確認して廊下に出る。

　いまはフェレスは、真琴以外には見えない状態でうしろを浮いてついてきている。

　なので言葉は例の念ねん話わで交わしていた。

　あるじである悪魔としもべの間で可能な会話方法である。

　真琴は、奈な月つきのいる一年三組の教室に向かうが、その足どりは重い。

（なあ……やっぱやめようぜ）

（バカを言うな。貴様が、自分の精せい気きを取られては困ると騒ぐから、こうすることになったのではないか）

（そうだけど……なんでよりによってアイツから……）

（仕方なかろう。ほかに精気玉をためこんでいるヤツが見つからなかったのだから）

（……本当にちゃんと探したんだろうな？）

（もちろんだ。面倒くさいからサボったりなどはしてないぞ？）

（お前……！）

　しかし、全然知らない人間を誘い出したりするよりは、多少なりとも女状態の真琴と顔見知りの奈月相手のほうが気が楽なのも事実だ。

（けどなぁ……）

　やはり気が進まない。

　なにしろ、精気玉を手に入れるには、真琴の右手によって相手の性せい癖へきを解放しなければいけないのだ。

　だれが好き好んで一緒に暮らしている家族いもうとの性癖など知りたいものか。

　それに、もし万が一鈴すずの音ねのときのようなことになったら……。

（行動する前からグチグチ悩むな。ひょっとしたら奈月の性癖が大したものではないかもしれないではないか）

（ためこんでるのにか？）

（大したものではなくても、自分の性癖を自覚していないがゆえに発散できず、ためこんでいることもあるであろ）

（そんなもんか？　たとえばどんなだよ）

（靴の臭においフェチとか。その場合は、上履きを与えて貴様は逃げればよい）

（大したことあるだろその性せい癖へきは……）

　たしかに真ま琴ことに実害はないかもしれないけど。

　そんな会話を交わしながら、一年三組の教室にたどり着く。

　と。

「か、兼かね田だ先輩っ」

「――桐きり原はらさん」

　入り口のところに実み央おがいた。

　実央は真琴の姿を見ると、なぜかピンと背筋を伸ばして気をつけの姿勢になった。

　もともと姿勢がいいのに、やりすぎてなんか軍隊の敬礼みたいな感じだ。

「どど、どうしたんですか先輩っ。なにかご用ですか？」

　そんなふうに訊きいてくる口調もなんかガチガチに緊張した感じだし、顔がどんどん紅潮していっている。

　最初会ったときはすごいフランクな感じだったのに、どうしたことだろう。

　そんな疑問を感じながら、真琴は要件を告げる。

「うん――津つ堂どうさんに用事があって来たんだけど、呼んでもらえるかな？」

「な、奈な月つきなら調理室ですっ」

「調理室？」

　奈月と調理というその組み合わせに、真琴は不ふ穏おんなものを感じる。

　奏かなで家ではおもに真琴と母親の琴美が食事当番を担っているのだが、奈月は絶対にそこに加わらない。

　その理由は、彼女の料理の腕がゼロどころかマイナスのレベルに達していて、キッチンに立つと最低ひとつは調理器具が破壊され、最悪キッチンそのものが使用不能になるというものなのだが……。

　そんな奈月の料理の腕前など知らないらしい実央は、真琴の深刻な表情に不思議そうな顔をしながら、

「はい。私たちのクラス、四時間目は調理実習だったんですけど、奈月だけ途中までしかできなくて。べつに作らなくてもよかったんですけど、奈月はどうしても最後までやりたいからって残って――あ、兼田先輩っ？」

　最後まで聞くはずもない。

　真琴は礼を言うのも忘れて駆け出していた。

　あわててついてきたフェレスが言ってくる。

（おい。どうしたのだ、いきなり）

（どうしたもこうしたもあるかっ。アイツにひとりで料理なんてさせたら大変なことになるぞっ）

　真ま琴ことは全速力で調理室へ向かった。
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　調理室は一般教室と別の棟にある。そのため人ひと気けがなかった。

　だからなのか、廊下にまで焦げくさい臭においが漂っているのに、まるで騒ぎになっていなかった。

「――うわっ！」

　真琴が調理室のドアを引き開けると、なかからモクモクモクモク……と冗談みたいに大量のケムリが吹き出してきた。

（むわっ、わぷっ……なんだこれは）

　フェレスも煙たそうな顔をして手を振る。

　が、真琴はそれどころではない。

「津つ堂どうさんっ！　津堂さん、どこ!?」

「だ、だれですか……？」

　ケムリの向こうから奈な月つきの声。

「いいから、とにかく火を止めてっ。それから窓を開けてっ。いますぐ！」

「は、はいっ」

　真琴の口調に驚くような返事が聞こえて、それからカチッとコンロの火を消す音。

　どうやらこの状況下でまだ調理を続けようとしていたらしい。

　危険極まりない。



　数分後。

　すべての窓を全開にして、なんとかケムリを追い出した。

　まったく、アレで警報器もスプリンクラーも作動しないというのはちょっと問題があるんじゃないだろうか、と真琴は思う。

　まあ、それはそれとして。

「あの……兼かね田だ先輩、どうしてここに？」

「うん。まあ、ちょっと用事があったんだけど……」

　そんなことより、聞きたいことがあった。

「ねえ、津堂さん。これは……なに？」

　とフライパンのなかにある黒い円盤を指さして真琴は問う。

　その焦げくさい物体は、どう見ても、フリスビーを間違って焼いてしまったようにしか思えない。

「えっと……ホットケーキ、になる予定だったんですけど」

「…………」

　ポリポリと頬ほおをかきながら言う奈な月つきに真ま琴ことはあきれる。

　言われてみれば、調理台の上にはホットケーキミックスや、はちみつ、メイプルシロップなど、それらしい材料が並んでいる。

　しかし、

「どう頑張ったらここまで炭たん化かさせられるんだ……」

「う、それは……」

「それに、ホットケーキ作るのにおろし金と炊飯器は必要ないよね」

「いや、とりあえずあるものを出しておけばイザというときに役立つかなって……」

　どんなイザだ。

「そしてなんで理科室にあるはずの塩酸がここにある……!?」

「ホットケーキに入ってなかったかなーと思って……」

「それは重じゆう曹そう！」

　塩酸←塩化水素の水溶液。

　重曹←炭酸水素ナトリウム。

　水素しか合ってない。

　しかも重曹、最初からホットケーキミックスに入ってるし。

　なんか、しばらく見てない間に、下へ手た度がマイナス方向に大幅アップしているようだ。

「――あの、津つ堂どうさん。先生は？」

　こんな危険な生徒を放ほうっておいて、どこでなにをしているのだ。

　奈月は指をモジモジとさせながら、

「えっと……お昼を買ってくるから、生き地じを作るところまでできたら待ってなさいって言われたんです。でも、生地は上じよう手ずにできたし、焼くのはさっきみんなのを見てたからできると思って、それで……」

「なるほど……」

　それでなんか、オリジナリティあふれる道具や材料が現れたわけか。

　しかし、これは失敗していてよかったかもしれない。

　下手にそれなりのものができてしまっていたら、奈月や先生が塩酸入りのケーキを食べて大変なことになっていただろう。

「むー……」

　奈月はなんか不満そうなふくれっ面である。

　どうしてこんなことになったのか理解できない、といった表情だ。危険すぎる。

（しっかし……）

　と真ま琴ことは奈な月つきの姿を見る。

　制服の上につけたエプロンはケムリのせいか真っ黒になっている。

　服の袖そでや、顔や髪の毛にまでホットケーキの生き地じがペタペタはりついている。

　苦労というか、努力の跡があちこちに見られた。

「……なんで、上う手まくできないんだろ」

　奈月は顔をうつむけてそう言った。

　ポツリともらしたその声が、あまりにも悲しそうで。

　真琴は思わず、

「――津つ堂どうさん」

「え？」

「一緒に作ろうか」
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「――そしたらフライパンを火にかけて、バターを敷いて、生地をゆっくり……そう、そんな感じ。じゃあフタをして」

「は、はい……」

　奈月が生地の入っていたボウルをかたわらに置き、フライパンにフタをする。

　真琴はふぅ、とひと息ついた。

　あとは焦げないように裏返して、また少し待ったら出来上がりだ。

　危険な薬品は理科室に戻してきたし、使わない調理器具はちゃんとしまっておいた。

　問題はないだろう。

（おい。貴様、なんのためにここにきたのか忘れてないだろうな）

（憶えおぼてるよ……ホットケーキが完成したらちゃんとやるから落ち着け）

　うしろからイヤなことを思い出させてくるフェレスにそう答えながら、真琴は空になったボウルや泡立て器を洗っていく。

「兼かね田だ先輩、手馴れてますね」

「え！　あ、うん。いつも家でやってるから。こういうふうに、あいた時間に片付けるくせがついちゃって」

「……うちの兄も、そんなふうにやってます」

「！」

　あやうく手をすべらせてボウルを飛ばすところだった。

「そ、そうなんだ！　どこの家も同じだねっ！」

　真ま琴ことはキリのいいところで片付けを中断すると、フライパンに向かう。

「そ、それよりほら！　そろそろひっくり返さないと」

「あ、はいっ」

　ムリして空中で返そうとしたのであわてて止めた。初心者ほどそういうムチャをやりたがる。

　奈な月つきは、フライ返しでホットケーキを裏返しにする。

　真琴が片付けを再開すると、奈月が手伝おうとしてきたが、それは断っておいた。

　そうやって同時にいろいろなことをやろうとして失敗したりするのだ。

　真琴もいるから大丈夫だとは思うが、念のためである。

「…………」

「…………」

「……なにかな」

「……いえ」

　奈月が横から片付けの様子をジッと見てくる。

　なんだかやりにくい。

　奈月は腕を組んだり首をかしげたりと、なにか考えるようにしていたが、やがてポツリと一言。

「やっぱり、兄に似てます」

「そ、そうなの？」

「なんていうか、洗う手て際ぎわとか、水を切る仕草とかが……」

「ふ、ふーん」

　そんなこと、わかるものなのか。

　コイツはいつの間にそんなに観察していたのだろう。

「……お兄さんのこと、よく見てるんだね」

「料理を作られるのが、悔しくて……」

　どんな理由だ。

　そんなことを知ってしまったら、今度からキッチンに立つとき気になってしかたがないではないか。

（っていうか、悔しいなんて考えてたのかコイツは……）

　てっきり、料理にはもう興味をなくしているのだと思っていた。

　片付けの洗い物が終り、ちょうどホットケーキも焼きあがった。

　火を止めて、皿に盛り完成だ。

　ほわっと湯ゆ気げが立ち上り、ほんのりと甘い匂においが漂う。

　なかなかいい出来だった。

「……できたっ」

「よかったね」

「はい！　ありがとうございます！」

　頭を下げて礼をすると、奈な月つきは笑みを浮かべて言ってきた。

「せっかくですから、一緒に食べませんか？」
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　ホットケーキを半分に切り分けて、それぞれ皿に盛る。

　それからメイプルシロップやはちみつ、バターをのせると、ただよう香りに甘みが増した。

（おい、いつになったら……）

（だ、大丈夫だって。食べたらちゃんとやるから）

　そう答えながら、真ま琴こともなんだか微妙なテンションだ。

　食べ終わったらそのまま帰りたい気分である。

　そんなわけにはいかないけど。

「すごい！　ホットケーキってこんなにふんわりするものなんですね！」

　一口ほおばった奈月が、びっくりした顔で言ってくる。

　そういえば、家でホットケーキを作ってコイツに食べさせたなんて記憶は、真琴にはなかった。

「うん。生き地じを作るときにコツがあって――」

　などと説明しながら真琴もケーキを食べる。

　口のなかにほわっとした甘みが、柔らかな熱と一緒に広がっていく。

「おいしい」

「本当ですかっ？」

「うん、上出来。私が横から口を出しただけで、あとは津つ堂どうさんが自分でこれを作ったんだから、自信を持っていいよ」

　変なオリジナリティを出そうとしなければ、だけど。

「――はいっ！」

　奈月はそう返事をして、本当に嬉しうれそうに笑みを浮かべた。

（……う）

　そんな彼女の表情を見るのはものすごく久しぶりで。

　真琴は思わずちょっと、ドキッとしてしまった。

　目が合うのが気まずくて、真ま琴ことはホットケーキに集中する。

「？　どうしたんですか兼かね田だ先輩。きゅうに急いで食べて」

「い、いや、冷める前に食べちゃいたいなって」

「そうですか……？」

　不思議そうな顔をする奈な月つきをよそに、真琴はホットケーキを食べる手を止められない。

　なんだろう。

　この姿で奈月と話していると、普段は絶対に見られないような顔を目にしてしまったりして、すごく戸惑う。

「ぐっ……」

　急いで食べたら、のどをつまらせそうになった。

「だ、大丈夫ですか」

「う、うん」

　コップにくんだ水を飲んで、少し休憩。

　すると、とたんに沈黙が気まずくなり、真琴は奈月に話しかける。

「……あ、あの」

「はい？」

「お兄さんとは、どんな感じなの？」

「…………え？」

　奈月の顔がピクリと引きつるのを見て、真琴は激しく後悔した。

　なんでよりによって自分は、この話題を選んだのだろう。

　しかし、いまさら撤回するわけにもいかなかった。

「あ、いや！　ほら、この前のスタバでは嫌ってるみたいなこと言ってたけど、でも料理してる仕草がわかるくらい見てるっていうし、どういう仲なんだろうなぁって気になってねっ」

　どういう仲かなんて、訊きくまでもなく真琴もよくわかっている。

　二年前。

　奈月は好きな男子を自分の家に呼んだ。

　男子は奈月のその気持ちを知らなくて。

　真琴のことを女だと思って告白したのだ。

　よりによって、奈月の目の前で。

　それ以来、今にいたるまでのふたりの仲なんて、説明するまでもないくらいに最悪だ。

　そんな話、奈月だってしたくないだろうし。

　真琴も、聞かされても困る。

「えっと……ですね」

　奈な月つきも困惑していた。

　フォークで、皿に残ったケーキくずを集めている。

「あ、ごめんねっ。ちょっと気になっただけだから、べつに言いたくなかったら言わなくても……」

「いえっ」

　となぜか奈月は、強い口調で首を横に振る。

「兼かね田だ先輩には、この前言おうとして、どうしても言えなかったんですけど、やっぱり言っておきたいなぁってちょっと思ってて」

「この前？」

「ほら、私がトリアのところで寝ちゃってて、兼田先輩に送ってもらったときです」

「ああ……」

　奈月は気を失っていたので知らないけれど、ルル――悪魔ベルゼブルが彼女をさらったときの話だ。

　あのとき、奈月はなんと言っていたか……真ま琴ことは記憶を探る。



『本人の前ではさんざん悪口言いまくっちゃってるんで、アイツはもう私のことなんて大っきらいになってると思うんですけど……でも…………』



　たしか、こんな感じのことを言っていたと思う。

　そして奈月は長い沈黙のあと、けっきょく続きを言わないまま走り去ってしまった。

　あれはたしかに真琴のなかでも、消化不良ぎみだった。

　そのあとすぐにリリスが現れたりして、すっかり忘れていたけれど。

「あのときの、続き？」

　問いに、奈月はコクンとうなずいた。

「そもそも私とアイツが仲悪くなったのは二年前に、その……いろいろあって、それはちょっと話すと長くなるので省きますけど」

「…………」

　じっさい、話そうとすればそう長いものでもないのだけど。

　奈月にとっても、やはりあれはイヤな記憶らしい。

（そりゃそうか……）

　まあ、真琴はそれを知っているので、勝手に補足することにする。

　奈月は続けて、

「で、それ以来、私とアイツはずっとケンカ状態なんですけど、でも――」



「私、そのことはもう、全然気にしてなんかいないんです」
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「……………………え？」

　真ま琴ことは思わず手にしていたフォークを落としてしまった。

　皿に当たって、カランカランと音を立てる。

　いやいや。

　いやいやいやいや！

　それじゃ普段のあの態度はなんなんだよ。

　そうツッコみそうになったが、真琴はなんとかこらえる。

　いまの自分は事情を全然知らない立場なのだから、いまの発言に過か剰じように反応するのはマズい。

「っ……えっと、そ、そうなんだ」

「はい」

「で、でもそれじゃ、なんでケンカを続けてるの？　引くに引けないとか？」

　その感覚は真琴にも少しあった。

　惰性というか、「いまさらコイツと仲良くしてもなぁ」みたいなあきらめというか。

　しかし奈な月つきは首を左右に。

　そしてなぜかちょっと照れたような、でも少し寂しそうな表情で、

「私は、アイツとは仲良くしちゃいけないんです」

　そんなことを言うのだった。

　ますます意味がわからなくなってきた。

「え……っと、どういうこと？」

「……その、さっき言った二年前のこと以来、アイツはずっと男らしくなろうとして頑張ってるんです。たまに、見当はずれのことしてるなぁって思うときもあるんですけど、それでも、けっこう努力してて――」

「…………」

　……うわぁ。

　真琴は顔が熱くなる。

　他人から改めてこういうふうに言われるとすごく恥ずかしかった。

「――あの、大丈夫ですか兼かね田だ先輩？　顔が赤いですけど。調子が悪いなら無理して話聞いてくれなくても……」

「う、ううん、なんともないよ。続けてっ」

　こんな中途半端なところで終わられても困る。

　奈な月つきは心配そうにしつつ、それでもうなずいた。

「わかりました――で、アイツはそんなふうに、男らしくなるために特訓してるんですけど、私と仲良くしたらそれが台無しになっちゃうんです」

「なんで？」

「……ケンカする前は、私とアイツはけっこう仲が良くて、一緒に夕飯の買い物に行ったりしてたんですけど」

　それはよく憶えおぼている。

　母親の帰りがおそいときなど、たまに二人で外食したりもした。

　中学生の兄と妹にしては珍しいくらいの仲のよさだった。

「それをクラスの友達が偶然見かけたらしくて、ある日言われたんです。『すごく仲良しで、姉し妹まいみたいだった』って」

「…………」

　それは……。

　それはさすがにショックだ。

（いや！　いや待てよ！　もう二年以上前の話じゃないか！）

　女に間違われて告白されるより前の話だ。

　あのころの自分は、男らしくしようという意識もなかったし、仕方がない。

　そう考えておくことにした。

（それより……）

　と、真ま琴ことは奈月のほうを見る。

「じゃあ……ひょっとして、さっき言ったのは……」

「はい」



「アイツが男らしくなるために、私はアイツと仲良くしちゃいけないんです」



　そう言う奈月の顔は驚くほどに真剣で。

　真琴は思わず息をのんだ。

（冗談だろ……？）

　最初に思ったのは、そんな一言だった。

　しかし、奈月の表情が、そんなわけはないと主張している。

　だったら。

　だったら、奈月は。

　いままでずっと。

（オレのために、あんな態度を取り続けてたってのか……）

　見当はずれといえば見当はずれだ。

　けれど。

　二年前、もしすぐに奈な月つきと仲直りしていたら、真ま琴ことがいままで真剣に男らしくなる特訓をしていなかったかもしれないのも事実。

「…………」

　そんな話を聞いてしまって。

　真琴は。



「いやーごめんごめん、遅くなった！　お待たせ津つ堂どうさん！」

「！」

「！」

　と。

　調理室のドアがガラリと開いて、売店の弁当箱を四つ抱えたおばさんが現れた。

　ふたりは飛び上がりそうになる。

　真琴は授業を受けたことがないが、彼女が家庭科の先生なのだろう。

「あれれれ？」

　と先生はこちらへやってくると、食べ終わった皿を見て言ってくる。

「ひょっとしてもう作っちゃったりした？」

「あ、はい。すみません……」

　奈月が謝るので、真琴はあわてて先生に告げる。

「あの……私が一緒に作ろうって言ったんです。ごめんなさい」

「あなたは？」

「あ、えっと、二年……の兼かね田だです」

　思わず奈月をかばってしまったが、失敗だったかもしれない。

　先生相手に保健室登校のウソは通用しないだろう。

　しかし相手は、

「ふーん――まあいいわ。本当は、私のいないときに火を使うのは禁止だから、気をつけてね」

「はい。すみませんでした」

「ま、上じよう手ずにできたみたいだし、よかったじゃない、津堂さん」

「は、はい」

「じゃあ、私はおなかすいたから職員室でご飯食べてくるわ。片付けが終わったら鍵かぎ閉めて、私のところに持ってきてね。んじゃ」

　そう言うと、先生は弁当を持って調理室を出て行った。

　よっぽど空腹なのだろうか。

　なんにせよ、あまりうるさい人でなくて助かった。

「ふぅ……」

「はぁ……」

　と、奈な月つきと真ま琴ことは同時にため息をついた。

　顔を見合わせて笑う。

「――それじゃ、片付けちゃおうか」

「そうですね」

　さっきの真剣な雰囲気はあっさりと吹き飛んでいた。

　いまさら話を蒸し返すのもなんだし。

　第一、真琴がアレにどうコメントすればいいというのだ。

　というか、これから奈月の罵ば声せいを、今までどおり軽く受け流せるかどうか自信がない。

（うう……よけいなことを聞いてしまった……）

　本来なら、絶対に聞くことなどなかっただろうに。

　見れば、皿を洗う奈月はどことなく晴れ晴れとした顔だ。

　胸にたまっていたものを話してスッキリしたのか。

　それともホットケーキを作れたのが嬉しうれいのか。

　どちらにしろ、

（くそっ……こっちの気も知らないでっ）

　と真琴はいきどおる。

　と。

（…………おい）

（うわっ……なんだフェレスか）

　いきなり呼びかけられて、実際に声を上げるところだった。

　コイツの存在をすっかり忘れていた。

（いいかげんにしろ。いったいいつになったら性せい癖へきを解放するのだっ）

（怒るなよ……しょうがないだろ？　あんな話聞かされたらさ）

（ふん。貴様のキョーダイゲンカの話など知るか）

（お前は……）

　こっちはお前の姉し妹まいゲンカのせいで大変な目に遭ってるんだけどな！

　と、このことは真琴は知らないことになっているので、フェレスにも聞こえないよう胸の奥に押し込んでおく。

（もう待ってられるか。ほれ、早く触るのだ。奈月の精せい気き玉は左のふくらはぎにあるぞ）

（なんでそんなところなんだよっ!?）

（知るか。奈な月つきが、自分のふくらはぎが魅み力りよく的だと思ってでもいるのだろ）

（その説明は絶対に信用しないぞ！）

　鈴すずの音ねのときも同じことを言っていたが、褒めてみたら逆にコンプレックスだった。

（しかし……ふくらはぎなんてどうやって触ればいいんだ……）

（そんなもの、ゴミがついていると言って、取るふりでもすればよいではないか）

（そんな安直な……）

　しかしほかにいい案も思いつかなかった。

　仕方がない。

「……あ、津つ堂どうさん」

「え？」

「靴下にゴミが――」

　しゃがみ込んで、白のソックスに包まれた脚あしに手を伸ばす。

　なめらかな曲線を描いている、ほっそりとしたふくらはぎ。

「…………」

　変に時間をかけていたら不自然に思われるとわかっているのだが、やはり躊ちゆう躇ちよしてしまう。

（どうした？　はやくしろ）

（わかってるよっ）

　フェレスにせかされ、真ま琴ことは仕方なく奈月のふくらはぎに触れた。



　　　◇



「ひぇ……？」

　奈月が妙な声を上げる。

　思っていたのと違った感触だったからだろう。

　まあ、ゴミを取ると言っておいて、手のひらを押し付けられたのだからムリもない。

　次の瞬間。

　奈月の身体からだが光を放った。

　ふくらはぎから幾本もの光が走り、彼女の全身を包み込んだ。

　同時に、真琴の右手が熱を帯びる。

　熱は手のひらから手首へ、手首から腕へと広がっていった。

　そして、

「へ……あ、れ？」

　ふくらはぎをピクンと震わせながら、奈な月つきがつぶやいた。

　そのつぶやきにはすでに、艶っつやぽい響きが含まれていて――。



　ガクン。



　と奈月がひざを折った。

　力が入らないといった様子で、真ま琴ことのほうへ倒れこんでくる。

「津つ堂どうさんっ？」

　真琴は立ち上がってそれを支えようとして。

　けれど、倒れてくる勢いは思いのほか強かった。

「わ……とっ……」

　テーブルに手をつくが、全然支えきれない。

　それどころか。

　ぐらり、とテーブルが傾いて、上に載っていたボウルやら泡立て器やらが転がってきて……。

「うわああっ」

　ガランガラン、ガシャンガシャン、と派手な音が調理室に鳴り響く。

　真琴と奈月は結局床に倒れてしまった。

「……いたた」

　さいわい皿とかの割れ物は落ちなかったようで、ケガはなかった。

「津堂さん、大丈夫――ってなんだこれ!?」

　思わず悲鳴のような声を上げてしまう真琴。

　とりあえず起き上がろうと腕を持ち上げたら、なにやらベッタリとした感触が――。

「あ、はちみつとメイプルシロップか。うわぁ……」

　見れば、床に落ちた容器から黄色い液体と琥こ珀はく色いろの液体がこぼれて広がっていた。途中で混ざり合ったそれは、べっとりと真琴の右腕にはりついてしまっていて……。

「あーもう、どうすんだこれ……」

　手のほうは洗えば落ちるだろうが、制服はそうはいかない。

　それとも、サキュバス化が解けたら汚れはなくなっているとか、そんな都合のいいことはないだろうか。

「っと、それより」

　と真琴は自分の足元で倒れこんだままの奈月に目を向ける。

「津堂さん――うっ」

　思わずうめき声を上げてしまった。

　奈な月つきは。

　頬ほおを赤く染め、薄く笑みを浮かべ。

　ものすごくトロンとした目つきで。



　手についたベタベタの液体を美お味いしそうに舐めなていた。



「――あはぁ」

　と聞いたこともないような声が、奈月の口から漏れてくる。

「こんなベタベタになっちゃった……それに、甘くて、おいしいのぉ」

「ちょ……津つ堂どうさん？」

　切なげに、でもどこか嬉しうれげに顔を赤らめて床に横たわっている奈月。

　無造作に投げ出された脚あしがあらわになっていて、真ま琴ことはあわてて目をそらす。

　彼女のほうがベタベタの被害は大きかった。

　髪や服や脚――身体からだ中にねっとりと液体がへばりついてしまっている。

　それを彼女は両手の指ですくいとっては口に運び、あるいは肌の上で塗り広げていく。

「うふ、うふふ。なんかぁ、気持ちイイですね、兼かね田だせんぱい……」

「なに言って――わひゃあ!?」



    

  
    
      



    

  
    
      　身を起こし、奈な月つきは真ま琴ことの上にのしかかってきた。

　彼女が動くたびに、はちみつとメイプルシロップの混合物が、くちゅり、ぷちゅりと音をたてる。

「せんぱぁい……」

　ぴと、と。

　奈月がねっとりとシロップのしたたる手を真琴の頬ほおに当ててくる。

　シロップは当然真琴の顔につき、トロトロとあごのほうへたれていく。

（ほほう。これはこれは）

　と例によって高みの見物を決め込んだフェレスが、笑い混じりに言ってくる。

（妙な性せい癖へきを持っていたものだな）

（性癖っ？　なにがだよっ）

　甘いシロップを舐めなながら、真琴に詰め寄ってきているようにしか思えない。

（鈍いヤツだな。その液体が好きなのだろう、奈月は）

（……は？）

（ベタベタというか、ネバネバというか……とにかくその感触に性的興奮を感じるということだな）

（それは……）

　なにフェチと呼べばいいのか。

　ともかく、かなり特殊な性癖には違いない。

（で、これはどのくらいでおさまるんだよっ？）

（まあ、あと五分といったところだな）

（なんかいつもより長くないか!?）

　真琴は叫ぶが、そんなことを言っている余裕はなかった。

「もっとネトネトしましょうよぉ……」

　いつの間にか奈月が、右手にはちみつの、左手にメイプルシロップの入れ物を持っていた。

　中身はまだたっぷりと残っている。

「ま、待って津つ堂どうさん。そんなことしたら服がベタベタになって大変なことに――」

「ベタベタ……いいですねぇ、うふふ」

　逆効果だった。

「く、ちょっ……ダメだって！」

　逃げようとしても、奈月を止めようとしても、腕がネバネバとすべって思うように動けない。

　そして。

「とろん♪」

　ものすごく楽しそうな声とともに。

　奈な月つきはふたつの入れ物をひっくり返した。

　逆さまにされた容器から、はちみつとメイプルシロップがこぼれ落ちる。

　はちみつは粘度高くねっとりと。

　メイプルシロップは低めにさらりと。

　垂れ流れるふたつの液体が、とろりどろりとふたりの身体からだに降り注ぐ。

「く、ひ、あぅ……」

　奇妙な感触に真ま琴ことは思わず声をもらしてしまう。

　これで冷たかったりしたら悲鳴を上げていたかもしれない。

「あはぁ、とろっとろだよぉ」

　空になった容器を投げ捨てると、奈月は垂らした液体を両手でかき混ぜる。

　そしてそれをすくいとって舐めなたり、真琴の首筋になすりつけてきたりして……。

「うぁ……ちょっと――ひぁぅっ!?」

（くはは。相変わらず貴様はいい声で鳴くな）

（アホなこと言ってないでどうにかしろ！）

（いいかげん学習しろ。精せい気き玉が出てくるまではコレは止まらん。あきらめて楽しめばよかろう）

（オレにこんな趣味はない！）

　もちろん、あったとしても楽しむつもりはないけれど。

　なにしろ相手は奈月なのだ。

　性的に興奮するはずなんて……、

「せんぱぁい……」

「……うっ」

　目の前に奈月の顔があった。

　普段なら絶対にここまで近づくはずがない、というくらいの距離だ。

　とろりとした黄こ金がね色の粘液に汚れながらも。

　きめ細かい白い肌や、きれいに通った鼻すじ、パッチリとした二重まぶた、スッと細くのびたまゆが、はっきりと真琴の目に映っていた。

　肌はいまは、興奮のためか赤に染まり、瞳ひとみは泉のように涙をたたえている。

　茶色がかった黒髪は、粘液のせいでペッタリとひたいや頬ほおにはりついていて、まるで風ふ呂ろ上がりに乾かさずに出てきたような雰囲気だ。

（っ……）

（どうした？　見み惚ほれておるのか？）

（ばっバカ言うなっ。だれがそんな……）

　と言いつつも、真ま琴ことは強く否定できない。

　フェレスに声をかけられなかったら、雰囲気に飲まれそうになっていたのも確かだ。

（くっ……仕方ないんだ！　コイツだって女なんだし……）

　べつに魅み力りよくや好意を感じていなくても、こうして異常な状態で迫られたりすれば、ちょっと惑わされたりするのもおかしくないはずだ。

（言い訳もよいがな。そんな余裕があるのか？）

（へ？　……ひあぁぁ!?）

「どうしたんですかせんぱぁい？　ボーッとしちゃって。うふふ、退屈なんかさせませんよぉ？」

　奈な月つきが身体からだを押し付けてきたのだ。

　くちゅり、ぷちゅり、と。

　ふたりの間で、シロップが押され流されて、妙な音をたてる。

「あはぁ……」

　それがまた楽しいらしく、奈月は身体を密着させたまま上下に動かし始めた。

　くちゅ、ぷちゅ、ぴちゅ、くちゅり。

「ちょっ、だ、めぇ、そんな……っ」

　そんなことをされると、お互いの胸がぶつかり合って……。

「もっと……もっとぉ」

　そんなことを言いながら奈月は。

　今度は脚あしをからませてきた。

　両脚の太ももで真琴の右脚をはさみこんで、スリスリと動かしてくる。

　ソックスの布越しに、とろりとした感触が脚に伝わって……。

「くっ……もうやめてっ」

　引きはがそうとするが、全体重をあずけている奈月を動かすのはムリだった。

　それに、はちみつとメイプルシロップで足場も不安定。

　むしろ、下へ手たに逃げようとすればするほど、かえって身体が接触してしまう。

　その結果シロップがどんどん伸ばされていくので、悪循環だ。

「うふふぅ……」

「そ、そこはっ、だめっ！」

　奈月の両手が、真琴のブレザーのなかにさしこまれた。

　ふにゅふにゅと動く指が異様な感触を与えてくる。

　脚のほうも、なんだか複雑にからみあっている。

　もう、全身がどんな状態なのかわけがわからなくなってきた。

（こ、このままじゃ……）

（このままじゃ――どうなるのだ？）

（……とにかくっ！　なんとかしないと！）

　ニタニタと言ってくるフェレスの問いは無視して、真ま琴ことは全身に力を入れる。

　なんにしろ、奈な月つきから離れられれば、あとはどうにかなるだろう。

「このっ……」

　と、手近の机の脚あしにつかまって、全力で身体からだをそちらへ移動させる。

「ふぇ……？」

「――よしっ」

　シロップですべりやすくなっていたので、奈月は真琴についてこれず、元の場所に取り残されていた。

（これであとは起き上がれば――）

　と真琴は両手を床についた、

　ところで、

「なぁんだ……」

　と、その背中に奈月が乗っかってきた。

「せんぱい、後ろからのほうがよかったんですねぇ」

「なっ！」

　驚くほどの速度で移動してきた奈月に、真琴はなすすべもなくうつ伏せで床に倒れる。

「あはぁ……気持ちイイですぅふふ……」

「ダメ、や、そこはぁ……っ」

　今度は背中に胸の感触が。

　そして脚の間に入ってきた奈月の膝ひざが、モソモソとお尻しりのあたりを探ってきて――。

「い、や、……」

　うつ伏せでは力も入らない――。

「だ、め、ぇ――」



（――五分だ）



　まるで魔法を解くような、フェレスの声。

　それと同時に。

　奈月のふくらはぎから白い光が飛び出した。精せい気き玉だ。

　バレーボールくらいのサイズのそれは、宙をすべり、真琴の右手のひらへと吸い込まれていった。

　手のひらの熱は、驚くほどあっさりと引いていく。

　そして。

「あれ……兼かね田だ先輩…………？」

　奈な月つきがポツリと声をもらした。

　こちらも、たった今なにかの魔法が解けたかのような、ぼんやりとした声。

　それが急にハッとしたように、

「……って、うわ、なんで私こんなベタベタにっ!?　それになんで先輩の上に乗っかってるの!?　ご、ごめんなさいっ！」

　ワタワタと真ま琴ことの身体からだから下りる奈月。

　ねっとりと、はちみつとメイプルシロップが糸をひく。

　いったいなんて言い訳すればいいんだろう。

　そう思いながらも、とりあえず真琴は、



「…………助かった」



　そうつぶやいた。



    

  
    
      


第７話　そしてこの身に迫る君は





（ああああー！　だからイヤだって言ったんだよ！）

　真琴はのたうちまわらんばかりに頭を抱える。

　いま歩いている道の横を流れている川に、身投げでもしたい気分だった。

（なにを言う）

　と背後霊のようについてくるフェレスが、

（精せい気き玉はちゃんと手に入ったのだ。大成功ではないか）

（そりゃお前にとってはな！　オレは代わりに、なんか大切な物を失った気がするぞ！）

（ふん。あるじのために身を砕くのがしもべの役目だ）

（お前は……！）

　真琴はガックリと肩を落とす。

　もう怒る気力もあまり残っていなかった。

　いまはこうして無事帰宅の途についているが、さっきは本当に大変だった。

　正気に戻った奈月をごまかすのも一苦労だったし、プールのシャワーで汚れを落としたり、ベタベタになった制服を宿しゆく直ちよく室しつの洗濯機で洗ってもらうのも難関だった。

（おかげで午後の授業は休んじゃったし……）

　奈な月つきはジャージで出ていたが、真ま琴ことはそういうわけにはいかなかったので、具合が悪くなったことにして保健室で休んでいたのだ。

（くはは。よかったではないか。本当に保健室登校になって）

（全然よくねえ……）

　はぁ、と真琴はため息をついた。

　そういった後始末やらいろんな人へのごまかしも大変だったのだが。

　それよりも。

　奈月とあんな状況に陥ってしまったこと自体、精神的ダメージが大きかった。

（いつもそうだが、貴様は相手の性せい癖へきを解放するときに無防備すぎるぞ。ひょっとして、わざとそうしているのか？）

（ちがうっての！）

　だれが奈月相手に好き好んでそんなことをするものか。

　そんな考えごとをしているうちに家についた。

　真琴はポケットから鍵かぎを出す。

　奏かなで家は全員帰宅時間がバラバラなので、ひとりずつ鍵を持っているのだ。

　玄関のドアを開ける。

「…………あ」

　と、間の抜けた声をもらしてしまった。

　玄関に奈月がいたのだ。

　私服に着替え、靴をはいているところだった。

　友達と遊びにいく約束でもしているのだろうか。

　あんなことがあった直後なのに、タフなやつだ。

「…………」

　奈月は一瞬真琴を見たが、すぐに靴ひもを結ぶために顔を戻す。

　その表情は見えなかった。

「あ……と……た、ただいま」

　いつもは無言ですれ違うだけなのに、なぜか真琴はそう言ってしまった。

　奈月はそれを無視するようになにも言わない。

　靴ひもを結び終えると立ち上がった。

　真琴のほうは、話しかけてしまった手前、このまま終わるわけにもいかず、言葉を重ねる。

「どっか出かけるのか？」

「…………」バッグを手に取る奈月。

「ゆ、夕飯はどうするんだ？」

「…………」真ま琴ことの横を通りぬけ、玄関を出る。

「なあ――」

「うるさいわね！　いつもどおり、帰ってきたら食べるわよ！」

　そう叫ぶのと、ドアが勢いよくバタンと閉じられるのとは、同時だった。

　真琴は目の前で閉じられたドアをしばらく呆ぼう然ぜんと眺めながていたが、やがてため息をつきつつ自分の部屋へ向かう。

「……ああ、もうっ」

　奈な月つきにしてみれば、べつに真あ琴にとなにかあったわけではない。

　だからいつもどおりの態度でいいのだ。

　変に意識して話しかけたりした真琴が悪い。

　しかし――。

（……あんなこと聞いたあとじゃなぁ）



『アイツが男らしくなるために、私はアイツと仲良くしちゃいけないんです』



　奈月のその言葉がいまだに頭に残っていた。

　あんなことを聞いてしまったあとでは。

　いまの無言も。

　去さり際ぎわの叫び声も。

　前とまるで意味がちがってくるのだ。

「…………」

　しかも、真琴はそんな事実を知らないということにしておかないといけない。

　そのうえ、あんな妙な性せい癖へきを持っていることまで知ってしまって……。

　これから先、奈月とマトモに会話を交わせる自信がなくなってきた。



　　　◇



「あ、お、おかえり……なさい……ませ……」

　部屋に入るとリリスが三つ指ついて迎えてくれた。

「……ただいま」

「ごご、ご飯になさいますか？　お風ふ呂ろになさいますか？　そそそ、それともご飯――」

「ご飯多いな!?」

「ひっ……！」

　思わず出てしまったツッコミにおどろいて、リリスは部屋の端はしへ逃げる。

「あ、ご、ごめん。つい……」

「いえ……大丈夫です……」

　とリリスは言うが、体育座りになって頭を抱える姿は全然大丈夫そうに見えない。

　フェレスが真ま琴ことの横をすり抜けて、リリスの前で腕を組む。

「ちがうぞリリス。そういうときは『私になさいますか？　私になさいますか？　それともわ・た・し？』と言うのだ」

「それも間違ってるぞ……」

　なんか頭痛がするけれど気のせいだろうか。

「……いまのはお前の入れ知恵か？」

　と真琴がにらみつけると、フェレスは悪びれた様子もなく偉そうに、

「ふふん。これからイヤらしいことをしようというのだぞ。それ相応の迎えかたというものがあろうが」

「余計な気を回すな。かえって気まずくなる」

「……そうか。『お帰りなさいませ、ご主人さま』のほうがよかったか」

「言ってねえよ！」

　まったくもって余計なことはしないでほしい。

「――っていうか、特訓は明日にしないか？　今日はちょっと疲れた……」

「なにを言う。せっかくリリスも覚悟を決めているというのに。のう、リリス？」

「わ、私は……べつに明日でも……」

「そ、れ、に！　今日は運良く奈な月つきも不在ではないか。明日に引き延ばして、となりの部屋に彼女がいては、貴様が困るのではないか？」

「う……」

　それはたしかにそのとおりだった。

「…………わかったよ」

　真琴はあきらめてそう答えた。



　もはや真琴の定住地となってしまった押し入れで私服に着替える。

　出てくると、リリスがネグリジェに着替えていた。

「――なんでだよっ!!」

「ひぃっ……！」

　ビクリ、と震えるリリス。

　だれの仕し業わざかと訊きくまでもない。

「……フェレスっ！　なんのつもりだっ」

「こういうものは雰囲気が重要だ。慣れないうちは、こういうところから自分を盛り上げていかないとな」

「…………」

　もっともらしいことを言っているが、自分が楽しんでるだけなんじゃないだろうか。

　そんなことを思いながら真ま琴ことはリリスを見る。

　ベッドの脇わきに立つ彼女は、薄いピンク色のネグリジェ姿。

　幾いく重えものレースがあしらわれていて、彼女のほっそりとしたシルエットを絶妙に隠している。

　下着を身につけているのかどうかもわからなかった。

「ま、真琴さん。わわ、私、魅み力りよく的です、か……？」

「え？　……えーと……」

　突然そんなことを訊きかれて戸惑う真琴に、フェレスが念ねん話わで言ってくる。

（おいしもべ。ここはうなずくのだ）

（どういうことだよ？）

（貴様が褒めれば、リリスは自信を持つ。そうすれば男に迫るのもやりやすくなるであろう？）

（なるほど……）

　もっともだ。

　真琴はリリスに向かって笑みを浮かべる。

「う、うん。魅力的。すごく可愛かわいいよ」

「ほ、ホントですか……？」

（もっと褒めるのだ）

「くっ……ホントホント。そんな格かつ好こうで迫られたら絶対断れないって」

「へ、へ、変じゃ、ないですか……？」

「全然！　そんなことないよ」

　真琴は首を振る。

　実際、その格好はリリスによく似合っていた。

　セクシーかどうかと言われると、ちょっと困るところだけど……余計なことは言わないでおく。

　リリスはモジモジと恥ずかしそうにしながら、顔をうつむけてポツリとつぶやく。

「よかった……」

　それからグッと両手をにぎりしめて、

「そそ、それじゃあ真琴さん……よろしくお願いします……！」

「う、うん」

　その真剣な様子に、真ま琴ことまで緊張してしまう。

　フェレスがさっと手を振ると、カーテンが閉じて部屋が暗くなる。

　薄うす闇やみのなか、リリスの姿だけがはっきりと真琴の目に映る。

　絹きぬのように流れる金色の髪。

　その下で、ほんのりと紅潮している磁じ器きのように白い顔。

　おびえがちにこちらを見ている赤い目は、恥じらっているようにも見える。

（う……）

　その子供のような体形を差し引いても、充分に魅惑的だ。

　お世辞なんか必要ない。

「……っはぁ」

　緊張のためだろう。荒い息をもらしながら、リリスは真琴に近づいてきた。

　すぅ、と細い指を真琴の顔にのばしてくる。

「……！」

　そしてそのまま、押し倒されるように真琴はベッドに倒れこんだ。

　なんの違和感もなく。

　そうされるのがごく自然な流れだとでもいうように。

　いつの間にか真琴は、リリスの発する雰囲気にのまれていた。

　これは才能なのだろうか。

　リリスがそっと、真琴の乱れた髪の毛をなでる。

　その柔らかさに真琴は、眠りに落ちるような心地よさを覚える。

　リリスが、潤うるんだ瞳ひとみをゆっくりと閉じ、その顔を近づけてきた。

　なにをするつもりなんだろう。

　そんな疑問が一瞬浮かんで。

　しかしすぐに消えてしまう。

　そんなことはどうでもいい。

　それよりもこのまま、この心地よさに包まれていたい。

　真琴もゆっくりと目を閉じて――。



「や、やっぱりムリです……！」



　そんな声に、真琴は現実に引き戻された。

「――リリスちゃん？」

「むむ、ムリです。男の人にく、く、口づけするなんて……！」

　真琴の上に乗っかったまま、駄だ々だをこねる子供のように首をふるリリス。

　その瞳ひとみには、さっきとはちがう種類の潤うるみが生まれていた。

　ベッド脇わきから、フェレスが呆あきれ顔で言ってくる。

「どうしたリリス。もう一息ではないか」

「……待てよ。どういうことだ、口づけって」

　聞いてないぞそんなこと、とにらむが、フェレスは平然として、

「なにを言っているのだ。霊れい力りよくの受け渡しには口が一番効率的というのは古来からの常識であろうが。事実、貴様のサキュバス化もそうしているではないか」

「あ……」

　常識かどうかは知らないけど、たしかにそのとおりだ。

　考えてみれば、フェレスとはさんざんしていることだった。

　相手は悪魔だ。

　気にしてはいけない。

　真ま琴ことはがんばって自分を説得する。

　が、肝心のリリスがしり込みしてしまっていた。

「ムリ……ムリです…………」

「リリスちゃん……」

　両手で顔をかくして肩を震わせている。

　ついさっきまでの妖よう艶えんな雰囲気などかけらも感じられなかった。

「おいリリス」

　とフェレスが言ってくる。

「ここまでがんばったのだ。どうしてあきらめる」

「だって……」

「だってではない。これを乗り越えなければ、お前はいつまでたっても自立できないのだぞ」

「おいっ、そんな言いかたは――」

　フェレスにしてみれば、ちょっとキツイことを言ってやる気を出させようというつもりなのかもしれないけど。

　リリスにとってはその言葉は、どう考えても逆効果だ。

　しかし、

「貴様は黙っていろっ」

　と、フェレスはかたくなに真琴の声をさえぎった。

「さあリリス。ここまできたらあと一歩だ。思い切ってやってしまえ」

「待てって！」

　真琴は思わず強い調子になる。

「ここまでできたら上出来じゃないか。今日ムリしてキスまですることもないだろ？」

「くっ……」

　そんな反論に、フェレスはなぜかやけに悔しそうに唇くちびるを噛かむ。

「……貴様が」

「え？」

「貴様がそうやって甘やかすからリリスは我われではなく貴様に……」

　口のなかでモゴモゴと早口でなにか言うフェレス。

　なんと言ったのかよく聞こえない。

「なんだって？」

「なんでもない！」

　きゅうに大声を出すと、フェレスはリリスをにらんだ。

「どうしたリリス!?　早くしないかっ」

「姉さま……でも…………」

「でもではない！　そもそもお前、しもべにそこまで近づいていながら悲鳴ひとつ上げないではないか。実はもう平気なのではないのか？」

「…………え」

　とリリスは肩をピクリと震わせた。

　どうやら気づいていなかったらしい。

「……う……そ……！」

　顔を隠していた手をゆっくりと離し。

　自分の身体からだと、その下に横たわっている真ま琴ことの身体とを交互に見て。



「――ひぃいやあああああああああああ！！！！！！」



　真琴の鼓こ膜まくを突き破らんばかりの絶叫が響き渡った。

「ぐっ……」

　真琴はあわてて耳をふさぐが、遅い。

　全身をゆさぶるようなその悲鳴が、脳を狂わそうとするかのごとく体内へ染みこんでくる。

　ぐらり、と視界がゆがむ。

　ゆがんだ視界のなかで、リリスが部屋の隅へと飛んで逃げていった。

「男怖い男怖い男怖い男怖い男怖い男怖い男怖い男怖い男怖い男怖い男怖い男怖い男怖い男怖い男怖い男怖い男怖い男怖い男怖い男怖い男怖い男怖い男怖い男怖い男怖い……！」

　最初に会ったときのように、そんな言葉をくりかえしながら、縮こまってガタガタと震えるリリス。

　そんな姿が。

（…………かわいいっ）

　突然、たまらなく魅み力りよく的に見えてきた。

　リリスの悲鳴の効果だ。

　性せい癖へきが解放されて、理性を失いそうになっている。

（だ、めだ……流されちゃ…………）

　そう思いながら。

　しかし抗あらがえるはずもない。

（くっ……！）

　真ま琴ことははじかれたようにベッドから飛び降りる。

「待てしもべっ」

　そんなフェレスの声が、どこか遠くから聞こえるような気がした。

　腕をつかまれたような気もする。

　けれど真琴はそれを振り払って、一直線にリリスのところへと――。



　そこで、記憶が途切れた。



　　　◇



『いいかげんにしろっ。どうしてそんなに怖がるのだ！』

『…………そんなこと、言われても……』

『まったく……付き合いきれんな』

『……っ』

『どうした？　なぜにらむのだ』

『――んなに……』

『なに？』

『そんなに言うなら、もう――』



『――私のことなんか、放ほうっておいてっ！』



　　　◇



「……う」

　ゆっくりと。

　海底から陸へ引き上げられるように、意識が戻ってきた。

　なんだか、気を失っている間に会話が聞こえていたけれど、どんな内容だったか思い出せない。

「…………？」

　腕のなかに、柔らかくて温かい感触がある。

　まるで抱だき枕まくらでも抱いている気分だ。

　なんだろう、と思い見てみると、

「ま、真ま琴ことさん……」

「うわあああああ!!　ごご、ごめんっ!!」

　涙目のリリスがそこにいた。

　真琴は逃げるようにしてリリスから離れる。

　そして自分の身体からだを見てギョッとする。

「――うわっ」

　真琴はサキュバス化して女になっていた。

「ななな、なんで!?」

「姉さまが、真琴さんが私に飛びかかる直前に……」

「……そう」

　おかげで、こんなことをしてもリリスがおびえなくてすんだというわけか。

「ご、ごめんね。オレ、変なことしなかった？」

「あ、はい。大丈夫です。女になってたし……それに、その……あまりハードな性せい癖へきじゃなかったし……」

「…………」

　いったい、記憶のない間に自分はなにをやらかしたのだろう。

　すごく気になったが、怖いので訊きけなかった。

「――あれ？　ところでフェレスは？」

　真琴は部屋を見回す。

　やけに静かだと思ったら、彼女の姿がなかった。

　こんな状態の真琴とリリスを放ほうっておいて、どこに行ってしまったのか。

　そんなふうに思いながらリリスに視線をもどして、

「え」

　真琴は思わず息をのむ。

　リリスは、目にたまった涙をボロボロとこぼしながら、こちらを見ていた。

「ど、どうしたの……？」

「――真ま琴ことさあぁああんっ!!」

　大声で泣きながら、彼女は真琴にしがみついてきたのだった。



    

  
    
      


第８話　伝えたい言葉ほど届かなくて





　フェレスが怒ってどこかへ行ってしまった。

　リリスは泣きながらそう言うのだった。

「えっと……なんでそんなことに……？」

「うぐ……うぇ……私が、悪いんです……」

　真琴の胸に顔を押しつけながら、リリスはなにがあったのか説明した。

　どうでもいいけど、リリスが動くたびにフニフニと自分の胸の感触を意識してしまって困る。

　……それはともかく。

「――そうかー……」

「はい……」

　リリスのとぎれとぎれの話を聞いて、なにがあったのか真琴は理解する。

　気を失っている間に聞いたらしい会話も、ぼんやりと思い出すことができた。



『――私のことなんか、放ほうっておいてっ！』



　それはたしかに、フェレスにとっては辛つらい一言だっただろう。

　アイツにしてみれば、妹のためにと思ってやってきたことが否定されてしまったのだ。いままで苦に思っていなかったとはいえ、ショックにはちがいない。

「…………」

　けど、リリスの気持ちもわかる。

　姉が自分を心配してくればくるほど、彼女はそれを重く感じてしまう。

　しかしフェレスは、そんなことは知らずに責めせてくる。

　だから思わず、そんな言葉が口をついてしまったのだろう。

　話を終えたリリスは、逃げるように真ま琴ことから離れた。

「ご、ごめんなさい。私、こんな、ずっとくっついて……」

「いや、いいよ。リリスちゃんが平気なら」

　そう答えながら、真琴は内心ではホッと息をついていた。

　これで胸の感触に悩まされないですむ……。

「…………私、どうしたらいいんでしょう」

　ポツリ、とリリスがつぶやく。

　困り切った顔で真琴を見上げてくる。

　泣きはらした目は、元の色以上に真まっ赤かになっていた。

「……姉さまの負担にはなりたくない……でも、やっぱり……男の人は怖いです……」

「…………」

　ふたたび泣き出しそうなリリスを見ながら、真琴は考える。

　――いや。

　考えるまでもなく、答えは出ていたのかもしれない。

「……でも、姉さまにこんなこと話せないし……どうすれば…………ぐすっ……」



「話しちゃいなよ」



　という真琴の声に、リリスは顔を上げる。

「……え？」

「話すんだ。フェレスに。リリスちゃんの思っていること。それに、どうしたいのか。そういうことを、全部さ」

「で、でも……そんなこと、したら…………」

　リリスは、怯えおびと不安と困惑が入り交じった顔で首をふる。

「そんなことしたら……姉さまはきっと、もう男嫌いなんて治さなくていいって言います……そしたら…………姉さまはずっと私のために霊れい力りよくを使い続けることに……」

「だから、それもちゃんと話すんだよ。リリスちゃんは男嫌いを治したいと思ってるんだろ？」

「それは…………はい」

　リリスは小さくうなずいた。

「だったらそのことをはっきりと伝えるんだ」

「それで……姉さまは、わかってくれるでしょうか……？」

　やはりまだ不安な様子で、リリスはそう訊きいてくる。

　だけど。

「大丈夫――」

　いや、だからこそ。



「お互いをそんなに大切に思っている家族ふたりなら、絶対にわかりあえるよ」



　真ま琴ことはそう告げた。

　こちらを見上げてくるリリスに、大きくうなずいて見せる。

　そうだ。

　大切に思い合っているからこそすれ違ってしまうなら。

　いっそ、すべて打ち明けてしまったほうがいい。

　それができるうちに。

　すれ違いすぎて、いまさら言い出すことができないなんてことになる前に。

「真琴さん……」

　リリスはその言葉に、

「……わかりました」

　そう答えて、今度はしっかりとうなずいた。

　涙にぬれた瞳ひとみは、これまでにないくらいの決意に染まっていて。

　真琴は思わず笑みをこぼす。

　リリスもそれに笑みを返してきた。

「――それで、」

　しばらく、意味もなく笑みを浮かべあったあと、真琴は口を開く。

「問題は、どうやってそのきっかけを作るかだよなぁ」

　フェレスは怒ってどこかに行ってしまった。

　どうやって呼び戻せばよいのやら……。

「あ、あの……真琴さん……！」

　と、リリスが勢い込んで言ってきた。

「買い物に、付き合ってもらえませんか……？」



　　　◇



　というわけで。

　夕暮れどきのオレンジに染まった街を歩いてやってきたのは、ケーキ屋「ハピネス」だった。

「なるほどね」

　白い洒落しやれた看板を見上げて、真ま琴ことはつぶやく。

「好物のシュークリームでおびきよせようってわけか」

　人の財布から金を奪ってまで買ってきてたくらいだ。匂においをかぎつけて戻ってくるかもしれない。

　リリスは小さくうなずく。

「はい……窓辺に置いて名前を呼べば、たぶん…………」

「…………」

　まるでお供え物だ。

　いや、相手は悪魔だし、まさにそうなのだろうか。

「それで……その、真琴さん……」

　と、リリスは、困った様子で口元をもにゅもにゅさせながら真琴を見上げてくる。

　真琴は、苦笑してうなずいた。

「大丈夫。お金はちゃんとあるから」

　財布が空になってしまったので、駅にあるＡＴＭで下ろしておいたのだった。

「す、すみません……この借りはかならず……！」

　と頭を下げるリリス。

　まったく、どこぞの姉とはえらいちがいである。

「いいよいいよ、気にしないで」

「い、いえ、そんなわけには……」

　そんな会話を交わしながら、ふたりは店に入った。



　シュークリームは二十個ほどあったので、全部買うことにした。

　フェレスはあの食いっぷりだ。多いに越したことはないだろう。

　この前とちがって二個で百円の安売りはしていなかったが、このさい出費は気にしないことにする。

　……おかげで今月はもうなにも買えないけれど。

　ふたりは店を出た。

「あ、ありがとうございました、真ま琴ことさん……」

　と、大量のシュークリームが入った箱を持って頭を下げるリリス。

　真琴は「ううん」と首を振って、

「それより、大変じゃない？　持とうか」

「い、いえ。私が持ちます……」

　めずらしく、意地をはるようにそう言うリリス。

　なので真琴はそれ以上はなにも言わなかった。

　リリスがポツリと言った。

「…………前に」

「え？」

「前にも、姉さまとケンカしたことがあったんです。今回よりも、ずっと些さ細さいなことだったんですけど……そのときも姉さまは屋敷を飛び出していってしまって……」

「…………」

　全然成長してないのかアイツは、とツッコみそうになるが、真琴は自じ重ちようする。

「……でも、姉さまはしばらくしたら帰ってきて、そのときイチゴショートを買ってきてくれたんです。それが、私がはじめて食べたケーキで……」

「そうなんだ……」

「はいっ」

　と少し前を歩いていたリリスは、立ち止まると、こちらを振り向いて、

「だから、今度は私がプレゼントしたかったんです」

　不安そうにちょっと顔をうつむける。

「……姉さま、喜んでくれるでしょうか？」

　真琴は想像する。

　アイツは素直に嬉しうれいとは言わないだろう。

　けれど。

「うん――きっと、すごく喜ぶよ」

　真琴がそう言うと、リリスは顔を上げた。

　その表情はまだ不安げながらも笑みを浮かべていて――。

　それが、きゅうに凍りついたように引きつった。

「？　どうしたのリリスちゃん――」

「真琴さんっ!!」

　驚くほどに大きなリリスの叫び声。

　その視線は真ま琴ことの背後に注がれそそている――。

　とっさに振り向く。

　しかし、その視界が、そして鼻と口が突然なにかにふさがれた。

　鼻からは、妙な薬品の臭においが侵入してくる。

（誘拐っ？）

　そんな言葉が頭に浮かぶ。

（でも、なんのために？　だれが？）

　真琴もリリスも、さらってもなんのメリットがあるとも思えない。

「――！」

　声が出せない。

　何も見えない。

　すぐに、手と脚あしがつかまれて、持ち上げられる身体からだ。

　抵抗する余裕もない。

　リリスの悲鳴と。

　たぶんケーキの箱が地面に落ちるドサリという音を耳にしながら。

　真琴の意識は次第に遠のいていき――。



　　　◇



「！」

　意識が戻ると、真琴は薄暗い場所に寝転がされていた。

　目が慣れていないせいで、ここがどこなのかもわからない。

　起き上がろうとしたが、足首が縛られていて身動きがとれなかった。

　腕も後ろ手に縛られている。

「目ぇ覚めたか、ねーちゃん」

「お前……っ！」

　ヌッと、視界にサングラスの男のにやけ面が現れた。

　昨日、喫きつ茶さ店てんでリリスにからんでいたチンピラの一人だ。

「ウヘへ、いい格かつ好こうじゃねーかよ」

「いいね。撮影しがいがあるね」

　姿は見えないが、ゴリラ男とアロハシャツの声も聞こえる。

　考えるまでもなく、真琴とリリスを道で襲ったのはコイツらだろう。

「っ……なんのつもりですか？　こんなことをして」

「はっはぁ。この状況でなにされるかわかんねえほどガキでもねーだろ、ねーちゃんは？んん？」

「――やめろ！」

　太ももをなでられて、真ま琴ことは思わず怒鳴ってしまった。

　気持ちが悪くて鳥肌が立つ。

　サングラスの男はさして驚いた様子もなく、あっさりと手を離す。

「威勢がいいなぁ、おい。こりゃあ楽しみだぜ」

　くひひ、と下品な笑い声をもらしながら立ち上がる。

　男が視界から消えて、天井が真琴の目に映る。

　裸電球がぶら下がった木の天井だ。

　左右に首を巡らせば、汚らしいイスやら机やらが見える。真琴自身は、これもまたボロいベッドに横たわっていた。

　そして。

「――リリスちゃんっ！」

　真琴のとなりに、同じように両腕と両脚あしを縛られて、リリスが寝かされていた。

　まだ目は覚ましていない。

「ここは俺おれらの隠れ家よ。昔懐なつかし秘密基地ってとこ。ねーちゃんたちに昨日のお礼をしたいと思ってなぁ。ご招待したってわけだ」



    

  
    
      



    

  
    
      　訊きいてもいないのにそんなことを言ってくるサングラス。

　真ま琴こととリリスが「ハピネス」から出てきたところからずっと、つけていたのだろう。

「……そりゃご丁寧にどうも」

　真琴は脚あしを動かし、なんとか上半身を起こしてベッドの柵に背をあずけた。

　これで視界だけは確保できた。

　……が、おかげでとんでもないものを目にしてしまった。

　ゴリラ男がカメラを、アロハがビデオカメラをそれぞれ手に持っていたのだ。

「ウヘへ、ほれ。まずは一枚」

　ゴリラが言って、シャッター音とともにフラッシュがたかれた。

　まぶしさに真琴は目を細める。

「……まさか、あんたら」

「ああ、そうだよ。せっかくだから商売しないとなぁ。安心しろよ。こういうものを買うヤツらは、絶対に表おもてに出さないように注意してるから。まあもっとも――お前らが警察に知らせたりなんかしたら、クラスメイトのみんなでも見れちゃうようなサイトに流出しちゃうかもしれねえけどな」

「このっ……」

　真琴は歯噛がみする。

　コイツら、ただの下したっ端ぱのチンピラだと思っていたけど、冗談じゃない。とんでもないゲス野郎だ。

「くそっ……痛っ……」

　真琴は身をよじるが、手足を拘束する縄は食い込むばかりでまるでゆるまない。

「ムダムダ。そんなんで解ほどけるような縛り方はしてねえよ」

　ゴリラが言いながら、連続でシャッターを押す。

　ピカピカとまたたくフラッシュ。

「……ん」

　それに反応したのか、リリスが身をよじる。

　そしてゆっくりと目を開けた。

「リリスちゃん！」

「う……？　真琴、さん……ここは？　私どうなって……ひっ！」

　リリスは、チンピラ三人の姿を見て引きつった声を上げた。

　悲鳴を上げなかったのは幸いだ。

　もしそれで、コイツらが性せい癖へきを解放してしまったら大変なことになる。

「おおっと、そっちのお嬢ちゃんもお目覚めかなぁ？」

　サングラスがそちらに目を向ける。

　真ま琴ことはその視線からリリスを守るように身をずらし、小声で話しかける。

「……リリスちゃん。悲鳴あげたらダメだ。なんとかこらえて」

「で、でも……」

「悲鳴でコイツらが正気を失ったら、手がつけられない。それにオレまで性せい癖へきを解放されたら困る」

「わ、わかりました。なんとか頑張ってみます……！」

　そう言うと、リリスは息を止めるみたいに口を閉じた。

　と。

「ウヘ、こっちもいー感じだな」

　ゴリラがリリスにカメラを向ける。

　パシャリパシャリとたかれるフラッシュ。

　そのたびにリリスは身を震わせる。

　かたく目を閉じて、なんとか悲鳴はこらえているけれど……。

　アロハがリリスに手を伸ばしてきた。

「っ！　やめろ！　この子には手を出すなっ！」

「そいつぁできない相談だなねーちゃん」

　とサングラス。

「外国の、しかもこんな可愛かわいい娘なら、写真も映像も相当高値がつくだろうしなぁ」

「くっ……」

「俺おれはどっちかってーとこの子のほうが好みだ」

「お、俺も俺も」

　とゴリラとアロハ。

　くそっ。

　性癖を解放されるまでもなく変態じゃないか。

　どうしよう。

　このままではふたりとも助からない。

　それにリリスも、いつまでも悲鳴をこらえるのはムリだろう。

「おら、ねーちゃんはいったんコッチだ」

「いたっ！　くそっ、はなせ！」

　サングラスに髪の毛をつかまれて、ベッドから引きずり降ろされた。

　そして、ゴリラとアロハのふたりがリリスに迫る。

「リリスちゃん！」

　真琴は叫び、身を起こそうとするが、のどを押さえつけられてそれもできない。

「ウヘへ、まずはジャマな服をとっちまおうぜ」

「そうだね。くく」

　とアロハの手がリリスの白いワンピースに伸びる。

「ひっ――」

　それが限界だった。

　リリスは恐怖に顔を引きつらせ、

　口を開き、

「いやああ――」

　響きかけた悲鳴はしかし――途中で止まった。

「――え？」

　代わりに、驚いたようなつぶやきが、彼女の口からもれる。

　そして。



「わが妹を泣かすのは、どこのどいつだ」



　そんな、傲ごう然ぜんとした声がボロ小屋に響き渡った。

「フェレス!?」

「まったく、情けないぞしもべ。この程度の窮きゆう状じようをくぐりぬけられんとは」



    

  
    
      



    

  
    
      　フェレスは床に横たわる真ま琴ことを見下ろして、あきれ声で言ってくる。

「……うるせえよ」

「ふん。まあいい。あとは任せろ」

　その偉そうな口調が、ここまで頼もしく感じるとは思わなかった。

　突然現れた彼女に、声を上げるチンピラたち。

「な、なんだお前っ？」

「どこから入ってきやがった！」

「落ち着け！　どう見てもただの小娘じゃねえか！　獲物がひとつ増えただけだ！」

「ほう……」

　サングラスの言葉に、フェレスは舌なめずりをするようにつぶやいた。

　そして彼女はニタリと笑みを浮かべる。

「どっちが獲物なのか、立場を思い知らせてやるぞ。人間風ふ情ぜいが」



　　　◇



　結論から言えば、まるで勝負にならなかった。

　フェレスのセリフから数秒もたたないうちに、ゴリラとアロハのふたりが蹴け飛とばされて部屋の反対側の壁に激突、気絶してしまった。

　これはマズいと思ったのか、サングラスはポケットからナイフを取り出してフェレスに向かっていった。

　しかし、彼女はそれをあっさりとかわし、男にかかと落としを食らわせた。

「ふん。話にならんな」

　フェレスはそう言い捨てると、手に持っていたふたつの箱を机に置き、リリスと真琴の縄をほどいた。

「ふー……」

　真琴は起き上がって、手首と足首をさする。アザとまではいかないが、ちょっと跡がついてしまった。

（まあ、明日までには消えるか……）

　ベッドの上では、リリスがフェレスに泣きついていた。

「う……姉さまああぁっ！」

「安心しろ。もう心配ないぞ」

　そう言ってリリスの頭をなでるフェレス。

　なんか、態度が違いすぎないだろうか……。

「怖かった……怖かったです……！」

「よしよし」

　赤ん坊をあやす母親みたいになっている。

　自分に対する態度とのちがいに理不尽なものを感じながら真ま琴ことがそれを見ていると、フェレスが不意に視線を向けてきた。

　それがなぜか、やけに優越感あふれる表情で、真琴は首をかしげる。

（なんだよフェレス。どうしたんだ？）

（む、なにがだ？）

（なにがって……なんでそんな勝ち誇ったような顔でこっち見てくるんだよ）

（っ！　……そ、そんなつもりはべつにないぞ）

　と言いながら、フェレスはすごく嬉しうれそうな顔だ。

（しかしアレだ。なんだかんだ言っても、最終的には実の姉に頼るのが妹なのだな。ここ数日貴様に懐なついていたリリスも、けっきょくはこのとおりなのだからな）

（……ほう）

　と真琴がジト目になると、フェレスはハッとしたように顔をそらす。

　きゅうにあわてた様子で、

（ま、まあ我われはべつにコイツがだれに懐なつこうが、どうでもいいのだがっ）

（…………）

　…………うわ。

　真琴は思わず吹き出しそうになった。

　とんだシスコンだった。

　どうやら、リリスが現れてからのフェレスの不機嫌はこれが原因だったようだ。

（ふぅん……）

（な、なんだ貴様！　なにをニヤニヤしておるのだっ！）

（いやいや、なんでもないなんでもない）

　と首を振りつつ、真琴は笑みが止められなかった。

　これなら、なにも心配することはない。

　きっとすぐに仲直りできるだろう。

「…………なあフェレス」

　リリスが泣なき止やむのを待って、真琴は話しかける。

「どうした？」

「なんでオレらがここにいるってわかったんだ？」

「その箱だ」

　とフェレスはさっき机の上に置いた箱のひとつを指さした。

　角がへこんでちょっと歪ゆがんでしまったそれは、どこかで見たことのあるもので――。

「これ……」

　ふたを開けてみると、なかには大量のシュークリームが入っていた。

　やはり、男たちにさらわれるとき、リリスが落としたものだった。

「れいのケーキ屋の近くにそれが落ちているのを発見したのだ。それで、まさかと思いちょっと探してみたら、リリスの悲鳴が聞こえたというわけだ」

「なるほど……」

　タイミングがよかった。

　ちがうときにさらわれていたら、フェレスの助けはなかったかもしれない、というわけだ。

「にしても、なんでケーキ屋さんの近くに行ったんだお前は？」

「や、それは……」

「ああ、これを買ったのか……なんだこれ？」

　と真ま琴ことはもうひとつの箱に手をのばす。

　シュークリームの箱よりは小さいが、同じ「ハピネス」のケーキの箱だ。

「あ、や、やめんかっ」

　とフェレスは止めようとするが、リリスを抱えていて動けない。

　真琴は箱を開けてなかを見る。

「――なるほどな」

　納得した気分でフェレスのほうを見ると、彼女は赤く染まった顔を向こうにそらしていた。

「……見るなと言ったのに」



　――箱のなかには、イチゴショートが入っていた。



    

  
    
      
エピローグ





　男に戻るのを待っていたら、ずいぶんと遅くなってしまった。



　あのあと。

　真ま琴ことがケータイで警察に通報して、チンピラたち三人は連行されていったようだった。

　警察が来る前に真琴たちはあの場を立ち去ったので、その場面を目撃してはいない。

　フェレスが気絶していた男たちを縄でグルグル巻きにしていたので、逃げられはしなかっただろう。

　フェレスとリリスは真琴を置いて先に帰った。

　真琴はサキュバスのままでは家に戻れないし。

　それに、

（ふたりきりのほうが話しやすいだろうしな……）

　いろいろとモメたりはすると思うが、

（まあ、あの様子なら問題ないだろ）

　そんなことを考えながら真琴は家へ戻った。

（そういや、夕飯作るの忘れてた……）

　まあ、それどころではなかったのだけど。

　と考えながら靴を脱いでいると、突然二階から奈な月つきが駆け下りてきた。

　その表情が、なんか不安げな感じに見えた……と思ったのもつかの間、奈月は真琴の姿を見ると、ものすごい怒りの形ぎよう相そうでツカツカと歩み寄ってきた。

「こんな時間までどこ行ってたのよ！　夕飯食べるって言ったのに！」

「わ、悪い……」

　胸ぐらをつかまんばかりの勢いに、真琴はたじろぐ。

「ちょっと急用があって……ご飯、まだなのか？」

「とっくに出前とって食べたわよ！　まったく、出かけるならそうメールするなりなんなりしてよねっ！」

「だから悪かったって。夕飯がなかったくらいでそんなに怒るなよ……」

　そう言うと、奈月は憮ぶ然ぜんとした表情になって顔をそらす。

「…………べつに」

「あ？」

「べつに、夕飯がなかったから怒ってるわけじゃなくて……」

「はぁ？」

　わけがわからない。

　じゃあいったいなんでこんなに詰め寄って怒鳴りつけてきたというのだ。

　しかし、真ま琴ことがその問いを発するより早く、

「ああー、もういい！」

　そう叫んで、奈な月つきはまた二階へ駆け戻っていった。

　扉の閉まる音が家に響き渡る。

　真琴はひとり立ち尽くして、首をかしげるしかない。

「――？」

　なんだったんだろう。

　やっぱりアイツは天災みたいなもんだとあきらめるべきなのか。

　ため息をつき、真琴は階段を上る。



（……あのふたりは、やっぱり出てくんだろうな）

　仲直りを果たした悪魔の姉し妹まいは、自分たちの家に帰るだろう。

　もとをたどれば、けっきょくふたりのケンカが原因で今回のサキュバス騒動につながったわけだし。

　それが解決したいま、もう真琴が女になる必要はなくなったのだ。

（明日にでも、シュークリームとイチゴショート、山ほど買ってきてやるかなぁ……）

　今日も食べただろうけど。

　あんなに大量に買ってたくらいだ。そう簡単に飽きはしないだろう。

　そんなことを、ちょっと感傷的な気分で考えながら真琴は自室の扉をあけて、



　目の前に階段があった。



「……………………は？」

　部屋のなかに蜃しん気き楼ろうでも発生したかと、真琴は両目をこすってもういちど見る。

　消えなかった。

　階段がある。

　真琴の部屋のどまんなかに、上へ通じる階段が設置されている。

　どう考えてもあれだ。天井裏の隠し部屋に行くのに使われるような、忍者屋敷的なアレだ。

　見覚え、なんてもちろんあるはずがない。

　その階段を、フェレスとリリスが、超大型のプラズマハイビジョン薄型テレビを抱えて上ろうとしていた。

「…………なんだこれ」

「おお、しもべ。やっと戻ったのか」

　ポロリとこぼれ落ちたような真ま琴ことのつぶやきに、フェレスはこちらを向いた。

「おいリリス、一回下ろすぞ」

「あ、はい……」

　ふたりは、真琴がお店でしか見たことのないような巨大なテレビを床に置いた。

　真琴は、ヒクヒクと引きつった声でフェレスに問いかける。

「おい、なんの騒ぎだこれは……」

「ふむ。さきほどヨハネス家から送金があったのだ。それで、いろいろと家具を購入してきた。喜べしもべ、貴様は今日からここで寝てよいぞ」

　と、ベッドを指差すフェレス。

　いや、たしかにフェレスが来てからというもの、真琴は寝るときはずっと押し入れで窮きゆう屈くつな思いをしてきた。それがなくなるのは嬉しうれいが、そうじゃなくて、根本的になにかがおかしい。

「……あの、この階段なに？　上になにがあるの？」

「決まっているではないか。我われとリリスの部屋だ」

　ほかになにがあるというのだ、という口調のフェレス。

　真琴はなんか鉛なまり玉だまでも飲み込んだように重い身体からだで、階段を上る。

　そして四角くくり抜かれた天井の穴を潜くぐり抜ぬけた。

　そこは、ホテルのスイートルームと見間違えるような、超豪華な造りの部屋だった。

「……いったいいつの間に」

「なぁに。悪魔の力をもってすれば、これくらいはたやすいことだ」

　真琴についてきたフェレスが得意げに言ってくる。

「ああ、借りていた金はちゃんと返しておいたぞ。なに、マネーロンダリングはすませてあるから安心しろ」

　それ、元はヤバい金ってことじゃないか！　と思ったが、それすらいまの真琴にはどうでもよかった。

「待て……待て待て待て、落ち着けお前ら」

「なんだオリのなかのクマみたいにうろうろしおって。貴様が落ち着け」

「ふたりとも…………ここに住むつもりなのか？」

「そのためにいろいろと買ってきたのだ。なにをいまさら」

　と、天てん蓋がいつきの巨大なベッドの手すりをポンポンたたくフェレス。

「……こんなもんどうやって運び込んだんだよ。まさか奈な月つきにバレてないだろうな？」

「安心しろ。下で食事をしている間に運び込んだ。さっきのテレビで最後だ」

「ならいいけど……」

　いいや、よくない。

「お前らもう人間界に用事ないだろ！」

「バカを言うな。リリスの男嫌いを治す訓練はまだ続けなければならないし、我はまだシュークリームを食べ足りないぞ」

「どんな理由だ……」

　もはや大声を上げる気力もなく、床にへたり込む真ま琴こと。その床もやたらに毛足の長い、フワッフワのじゅうたんである。

　と。

「おい、しもべ」

「なんだよ……んぐっ！」

　フェレスが唇くちびるを重ねてきて、真琴はふたたびサキュバスになってしまった。

「……っはぁ！　なにするんだよいきなり――」

「真琴さんっ……！」

　と、その腕に、リリスがからみついてきた。

　身体からだを震わせながら、目をつむって、しかししっかりとその身を押しつけてきて……、

「あの、リリスちゃん？　なにを？」

「見てください。わ、わ、私だって、女になった真ま琴ことさんなら……！」

「――！」

　…………いきなり唇くちびるを押し付けられた。

　途端に。

　ドクンと心臓が脈打った。

　柔らかくて穏やかな熱気が、真琴の胸からゆっくりとせり上がっていく。

　不快な感じはしない。むしろ、どこか心地いい……。

　やがて熱気は唇を撫でるようにして、口から流れ出ていった。

　真琴のなかにある精せい気きが、口を介してリリスへと移っていく。

「――っぁ」

　思わず漏れ出る吐息。

　やがてリリスの唇は離れたが、あまりに突然すぎて真琴は唖あ然ぜんとするしかない。

　リリスが顔を真赤にして言ってくる。

「どど、どうですか……男嫌い、ちょっと治ったんですよ……！」

「…………えーっと」

　いや、それ治ったって言えるのかな……？

　なんて。

　嬉うれしそうに笑っているリリスに向かって言えるはずもなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      　どうやら。

　五月六日「悪夢の日」からはじまった不運の日々は、まだとうぶん続きそうだと、真琴は頭を抱えた。



つづく



    

  
    
      
あとがき



　お久しぶりのかたにはお久しぶりです。この巻から読むという勇者なかたにははじめまして。最近、本気で人と会ってないのでコミュニケーション能力がガンガン低下してるんじゃないかと不安な三門鉄狼です。

　このたびは『ツイてない！２　～悪魔幼女は男がキライ～』を手にとっていただきありがとうございます。



　一冊目はとんでもないヒキで終わってしまったため、シリーズ二冊めとなる今巻では、その伏線回収的な話となっております。一巻では精せい気き玉を回収して、こんどは伏線を回収してと真ま琴ことも大変です。うまい！（うまくない）

　前の巻ではなにが目的なのかよくわからなかったフェレスと、最後にチラッと登場した妹のリリスのふたりがメインの話です。

　つまり悪魔っ娘無双です。

　幼女無双です。

　ビバ幼女！（性転換はどこいった）

　……もちろん、女の子になった真琴や奈な月つきも活躍しておりますのでご安心を。

　１巻同様サクっとスパッと気軽に楽しんでいただければ幸いです。



　さて。

　前巻に引き続き、またも最高に素晴らしいイラストを描いてくださったみけおう先生には感謝の言葉がつきません。特に○○が××するシーンなんかもう床をのた打ち回るエロかわいさです。ほんとうにありがとうございます。

　担当のＩ様およびＳ様には前巻に引き続き丁寧なご指導をいただきました。これからもよろしくお願いします。

　ほかにも、編集長の三坂様。校正、装丁、営業の担当様、書店の方々……たくさんの皆様に感謝を。



　そして読者の皆様。

　ふたたびこのシリーズを手にとっていただいたことに最大級の感謝を捧げます。

　おかげさまで、どうやらこの話ももうちょっとだけ続きそうです。また次のあとがきでお会いできますように……。



三門鉄狼



    

  
    
      　著者

　三門鉄狼（みかど・てつろう）

　　引きこもり中の著者。



　イラスト

　みけおう

　　北海道出身のイラストレーター。ゲーム原画「キスと魔王と紅茶」「リリカルＤＳ」「リリカル♪りりっく」（ま～まれぇど）「なないろ航路」（Journey）「FESTA!!」（LASS）など。夢は猫とあざらしとカピバラを一緒に飼うこと。趣味はルース（裸石）集め。色々な入浴剤や石鹸をためすのに凝っている。



    

  
    
      ツイてない！２

悪魔幼女は男がキライ
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